
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　国道沿いの道を、自転車を走らせる少年。前のカゴには、紙袋。その中身は、『エンペラー』って名前の超大作漫画だ。

　青年誌で連載されていて、とにかく面白いってことで評判だった。あまり興味のなかった少年だったが、試しにネットで無料公開されている一話～三話を読んだだけでもう大ハマり。

　ただ、五十巻を超えてもなお終わっていない超大作で、たとえ中古本にしたって全巻揃そろえるのは至難の業だ。手間的に……そして何より、金銭的に。

　そんな時に、高校は別になってしまったが中学校時代の友人が全巻持っているという噂うわさを耳にする。

　駄目元でメールをしてみたところ、快く貸してもらえるとのこと。

　大喜びで夕方の家を飛び出しその友人の家へと向かい、とりあえず十五冊ばかり借りてきたのだった。

　久しぶりということもあり、友人宅でちょっとコーヒーとおやつをご馳ち走そうになりつつお互いの近況報告なんてしていたものだから、気付けばあたりは真っ暗になっていた。

　夕飯をとも誘われたが、それはまた今度と言い、少年は友人の家を後にした。

　帰ったら漫画が読めると、弾む心をエネルギーにして自転車のペダルを踏んでいる時だった。

　かすかな光が斜めに走り、すぐ近くの山の天てつ辺ぺんへと消えていったのが見えた。

　少年は思わず足を止めた。

　一瞬だけ漫画のことを忘れ、呟つぶやく。

「今のって、ひょっとして……流れ星とか？」

　だけどすぐにフンと鼻で笑った。

「いや、そりゃないか」

　何かの見間違いだろうと、少年は再び自転車を走らせる。

「流れ星なんて見えるはずない、だってここは」

　少し間を置いてから、どこか残念そうに、諦め切った様子で呟つぶやいた。

「……那な智ち村なんだから」
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　那な智ち村は、長野県の南に位置する村だ。

　山に囲まれた田舎ではあるものの、少し奥へと進むと温泉が出ている。古くから夕神温泉郷の名前で親しまれており、観光客も決して少なくはなかった。

　那な智ち村の東寄り、隣の飯波市との境の近くに那な智ち高等学校は存在する。

　大規模な校舎の改築は行われたものの、五十年近くの歴史を持つ学校だった。

　そんな学校の三階、ホームルーム直前の２年Ｃ組の教室、窓まど際ぎわの席にて、今いま村むら星せい馬まはふわあと、気の抜けた欠伸あくびをした（まあ、欠伸あくびというものは大抵、気の抜けたものだが）。

「おいおい、どうした？　早寝大王のお前が欠伸あくびなんて珍しいんじゃね」

　そう言ってくるのは、前の席の生徒だ。体ごと後ろを向き、乗り出すようにして尋ねてくる。

　長身で彫りが深くて……そう、一言で言ってしまえばかなりレベルの高いイケメンだったのだ。

　橋はし本もと英えい人と。星せい馬まとは高校でクラスが同じになり、何となくウマが合って友達になった人物だ。家は隣の飯波市にあり、毎朝、バスで通っている。少々遅刻癖はあるものの、今日は問題なくバスに乗れたようだ。

　早寝大王って何だよと星せい馬まは思うも、早寝なのは事実だ。普通なら夜の十時が就寝タイム。だけど、

「昨日の夜はちょっと、借りた漫画読んでてさ。二、三冊にしようと思ってたのに、結局、借りた十五冊、全部読んじゃったよ。おかげで寝たのは午前一時過ぎ。そりゃー、欠伸あくびも出るって」

　でも！　と星せい馬まは拳を固めて言う。

「後悔はしてないぞ。だって、すごく面白かったんだからな」

「ふーん、何て漫画なんだ？」

「英えい人とだって聞いたことあるだろ？　『エンペラー』だよ」

「ああ、漫喫でその時に出てたの全巻読んだっけ」

　こともなげに、英えい人とが言う。

「確かにあれは面白いな。カスケード将軍が死ぬ所なんてもう感涙もの──」

「ちょっと待ったああああ！」

　星せい馬まの声が飛んだ。

「俺、まだムオニゲル平原の戦いの所なんだよ。カスケード将軍、バリバリ活躍中なんだよ！」

「あ、悪い、死ぬのは二十巻ぐらいだっけ」

「くっ、ネタバレに次ぐネタバレ！」

　星せい馬まは自分の頭を拳でコンコンと叩たたく。

「今、英えい人とから聞いたこと……忘れろ～～。忘れろ～～」

　あまり意味のある行動には思えなかったが、その必死さが妙に面白く英えい人とが笑う。

「悪い悪い、じゃあネタバレにならないエンペラーの話を聞かせてやるからそれで勘弁してくれよ」

「えっ、裏設定とか？」

　好奇心で英えい人とを見るが、

「あの漫画の作者って、三回結婚してるんだって。しかも最後の一回は、若いファンとのデキ婚だって。しかもそのファン、元グラビアアイドルでＧカップだってさ。スゲーよな」

「そーゆーのもいらないんだよー！　気になって物語を純粋に楽しめなくなるじゃないかー」

　星せい馬まが悲鳴を上げていると、朝のホームルームの時間がやって来た。

　担任の教師が無造作に引き戸を開け、教室へと入ってくる。

　それはいつもどおりの行動だ。問題は、その教師の少し後ろを、一人の女子生徒がついてきていたことだ。

　那な智ち高校の制服を着てはいるが、見覚えはない。もし見かけたら確実に覚えていたはずだ。

　だって少女の髪はふわふわとした銀色で、見るからに日本人ではなく、紛れもなく！　それはもう紛れもなく、ええ、美少女だったのだから。

　美人……と言うよりも、かわいいと形容した方がしっくりとくるだろう。そのかわいらしさとはアンバランスに、胸はそこそこ……いや、かなり大きい方だ。

　教室がざわつく中、担任教師が手にしていた教科書でバシンと教卓を叩たたいた。

　その音で、教室内は一気に静かになる。

「突然だが、短期留学生をこのクラスに受け入れることになった。短い期間だが、みんな仲良くするように」

　教師が少女に目配せする。

「君、自己紹介を」

「はい」

　少女は頷うなずくと、教室の生徒たちに顔を向けた。

「プレア・モモベルって言います。デンマークから来ました」

　びっくりするぐらいに流りゆう暢ちような日本語だった。

　そして、その少女……プレア・モモベルは、誰もが予想もしなかった……いや、できなかったことを宣言した。
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「わたしは今年、この学校で、星夜祭を復活させます！！！」




　奇妙で、空気を読まない場違いな宣言。星夜祭が何なのかほとんどの生徒が分からず、キョトンとしている。

　でも、少女のその言葉には、溢あふれんばかりの気迫が込められていたように、星せい馬まには思えたのだった。

　それが、星せい馬まとプレアの初めての出会いであり、星せい馬まが彼女に興味を覚えた瞬間でもあった。




　　　★




「とまあ、そんなことがあったんだ」

　朝のホームルームでの出来事を、購買部で買ったチョコクリームコッペパンを頰張りつつ星せい馬まが説明する。

　時は昼休み。場所は、那な智ち高の学食の片隅で、一緒に食事をとっているのは英えい人とと、一人の女子生徒だ。

　長い黒髪を後ろで束ねた活発そうな雰囲気の少女。キリッと引き締まった顔立ちの美少女だ。こちらはプレアに比べると、美人って言葉が非常に似合う。

「Ｃ組に北欧からの短期留学生が来たって話はＨ組にも流れてきたわ。私はまだ見ていないけど、すごくかわいいらしいわね」

　彼女は園その山やま千ち湯ゆ里り。星せい馬まとは中学校の時から一緒。同じ那な智ち村の村民だ。高校に入ってクラスは別になってしまったが、週に二、三度は一緒に昼飯を食べている。ちなみに英えい人とも一緒だが。

「わざわざ見に行った男子たちが騒いでいたわよ。同時に嘆いてもいたわ。どうしてＣ組なんだって。Ｈ組じゃないんだって」

「そんなこと、オレたちに言われても困るよな。星せい馬ま」

「そうだよな。別に俺たちが決めたわけじゃないんだし。先生が勝手に決めたわけだし。人数の関係じゃないの」

「ふーん、まあいいわ」

　ちなみに、英えい人とは学食のＡランチ（本日はミックスフライ定食）。千ち湯ゆ里りは家から持ってきた弁当だ。四角い重箱のような弁当箱で、様々な料理が芸術的に詰められている。

「しかしまあ、相変わらずお前んとこの弁当はすげーよな」

　千ち湯ゆ里りの弁当を覗のぞき込み、英えい人とが感心したように頷うなずく。

「私は普通のでいいって言ってるのに。お父さんが無駄に気合いを入れちゃって……って。それよりも！」

　千ち湯ゆ里りが星せい馬まに深刻で、それでいて心配そうな顔を向ける。

「星せい馬まくんも……その……うちのクラスの男子みたいになっちゃってるわけ？」

「ふあい？」

　コッペパンで一杯になった口で返事をする。

「だから、星せい馬まくんも、うちのクラスの男子みたいに、留学生萌もえ～なんて感じになっちゃってるの!?」

　萌もえ～の部分を恥ずかしそうに、だけど一生懸命に尋ねる千ち湯ゆ里り。

　星せい馬まはコッペパンとセットで買ったコーヒー牛乳のストローに口をつけ吸い込み、口の中のコッペパンを胃袋に流し込んでから答えた。

「別に萌もえ萌もえ～なんてことにはなってないよ。しいて言えば、今の俺は、エシャロットに夢中だからね」

「エシャロット!?　だ、誰よそれ。まだ他に外国人の留学生が？」

　愕がく然ぜんとする千ち湯ゆ里りに、英えい人とが苦笑しながら説明する。

「星せい馬まが今ハマってる漫画の登場人物な」

「そっ、漫画の登場人物ね」

　ホッとする千ち湯ゆ里り。

「ちょっと千ち湯ゆ里りちゃんに似てるかも」

「えっ!?　えっ!?　えっ!?」

　千ち湯ゆ里りが顔を真っ赤にして大いに慌てる。もとい、テンパる。

「星せい馬まくんが好きな漫画のキャラクターが私に似てるってことは……それって……」

　一人で盛り上がっている千ち湯ゆ里りをそのままに、英えい人とが小声で星せい馬まに尋ねる。

「おいおい、あのエシャロットと千ち湯ゆ里りのどこが似てるんだよ」

「ほら、エシャロットは弓兵だろ？　千ち湯ゆ里りちゃんは弓道部だし」

「そこだけじゃねーか……」

　やれやれとため息をつく。

「お前、それ千ち湯ゆ里りに言うなよ」

「どうして？」

「乙女の夢は守ってやった方がいいんだよ。ってゆーか、お前も少しは察しろ！」

「……何だかよく分からないけど分かった。言わずにおく」

　頷うなずいてから、星せい馬まは改めて言った。

「そりゃ、留学生はかわいいとは思うけど、もっと気になるのは、あの子の宣言の方だよ。星夜祭を復活させるっていう」

　星せい馬まは真顔で二人に尋ねる。

「そもそもとして、星夜祭って……何？　俺、知らないんだけど」

「それなんだよ。実はオレも初耳だったんだ」

　と英えい人と。

「千ち湯ゆ里りは知ってるのか？」

「私もハッキリとしたことは知らないけど、確か昔、那な智ち高でやってたイベントだって聞いたわ」

「さすが千ち湯ゆ里りちゃん。すごいね」

「そ、そう」

　千ち湯ゆ里りがまんざらでもない顔をする。

「でも、実際にどんなイベントかまでは分からないわ。さすがに、大昔のことだから」

「大昔にやってたイベント……あの留学生はなんでそんなこと知ってたんだろ？　しかもそれを復活させるだなんて宣言して」

　うーむと考え込む星せい馬ま。

　朝のホームルームで見せた、プレアの真剣な表情を思い出す。あれは、冗談や単なる思い付きで言った様子ではなかった気がした。

（両親が大昔にやっぱり留学してて、そこで星夜祭ってのを体験したとかなのかな？　でも、星夜祭っていつまでやってたんだろう？　星の夜の祭りって言うぐらいだから……星に関係するイベント？　でも、この村じゃなあ）

　思考を広げていくも、答えにはたどり着かない。

「ま、まあ、そんな留学生の言うこと、真に受けなくたっていいじゃない。ちょっとした日本語の間違いかもしれないし……ね」

　まるでそれ以上、星せい馬まが留学生であるプレアのことを考えるのを止めるかのように、千ち湯ゆ里りが口を挟む。

「それよりも、星せい馬まくんのクラスは文化祭の出し物とかするの？」

「特に今の所何の計画もないみたいだけど。英えい人と、聞いてるか？」

「いや、まだまだ。このタイミングで何も出てないってことは、クラスの催しは何もなしってことじゃないのか？」

「そうなるのか？」

「だってもう六月末だぜ。すぐに一学期の期末テストだ。それが終わったら夏休み。夏休みが終わったらあっと言う間に文化祭だからな。何かするならもう話が出てるって」

　英えい人との説明に、なるほどと星せい馬まは納得する。

「オレのバスケ部で、伝統の水ヨーヨー釣りやるけど、手伝いに来るか？」

「私の弓道部は試射をして見せる予定だけど、全部部員で回せるから。ごめんね」

　申し訳なさそうに千ち湯ゆ里りが言う。

「別に千ち湯ゆ里りちゃんが謝る必要なんてないよ。何もないってことは、適当にブラブラしてればいいってことだから」

　星せい馬まは軽く言った。

「楽でいいんだよ。うん」




　　　★




　放課後がやって来た。

　少し席にて英えい人とと雑談していたが、彼がハッとする。

「いけねっ！　今日部活だったんだっけ。じゃー、また明日な。星せい馬ま」

「ああ、また明日」

　鞄かばんを肩にひっかけ、足早に英えい人とが出ていく。

　帰宅部である星せい馬まは特に学校に残ってやることもないから、いつものように帰ることにした。

（そう言えば、あの留学生、どうしただろ？）

　少しだけ気になり教室を見回すと、すでに留学生のプレアの姿はなかった。

　少なくとも授業の様子を見る限り、留学生のプレアは非常に優秀だった。出身がデンマークということで、母国語はおそらく英語ではないだろうが、授業ではネイティブ並みの発音で英文を読んでいた。

　星せい馬まが太刀打ちできないような数学の難問も軽く解いていたし、教師も感心していたぐらいだ。

（そもそも、なんでこんな田舎の村の高校に留学してくるんだ？　もっと都会のすごい進学校にすればいいのに。那な智ち高で学べることなんて、そんなにないように思うけど。この村に親戚でも住んでるとかか？）

　考えるも、明確な答えは出なかった。村に北欧出身の住民がいるとも思えない。もしいたのならば、小さな村だから普通に情報が入っているはずだ。

（まっ、同じクラスなんだし。そのうち聞く機会もあるだろ）

　そう思いつつ、星せい馬まも鞄かばんを肩に教室を出る。

　三階から一階へと向かい、そのまま正面玄関を目指す。上履きから外履きへと履き替え、校舎の外へと出る。

　正面玄関を出たすぐ脇の駐輪場にとめてあった自転車にまたがり、軽くペダルを踏んだ。

　ゆっくりと自転車を走らせ、正門へと向かった時だった。

「あれ？」

　星せい馬まは自転車を止めた。

　正門でチラシのような物を配っている人物を見つけたからだ。夕日に照らされ、銀髪が輝いている。

　留学生のプレアだ。




「よろしくお願いします」

「星夜祭を復活させましょう」

「応援してくれる方、大大大大募集してます」




　そんなことを大きな声で言いながら、チラシの束を抱えそれを配っている。

　どんなチラシか少し興味はあったものの、一度受け取ると後々面倒になる予感がした。

（ここはさり気なく通り抜けるのが正解か？　一応、同じクラスなわけだし、チラシだけでも受け取るのが正解か。どっちだ？　どっちなんだ？）

　かなりどうでもいいことで悩んでいると、

「君、Ｃ組に来た留学生だよね」

「何々、星夜祭？　相談に乗るよ」

　見るからに軽薄そうな男子生徒が、プレアに話しかけているのが見えた。

「俺たちが声をかければ、いくらでも人が集まるし」

「本当ですか!?」

「本当、本当。とりあえず俺たちの部室にでも行って詳しい話をしようぜ」

（ああ、あの娘。質たちの悪いのに摑つかまったな）

　男子生徒たちが、星夜祭の復活のために真剣に話をするつもりがあるとは到底思えなかった。単純にプレアと仲良くなりたいだけで、調子のいいことを言っているに違いない。

　さすがに犯罪レベルの行為にまで及ぶとは思えないが、それでもちょっとしたセクハラ行為は十分にありえる。

　問題はプレアがまったくそれに気付いていないことだ。むしろ親切な人と出会えてラッキーぐらいな顔をしているから困ったものだ。

　期間限定とはいえ、一応は同級生だ。助けないわけにもいかないだろう。

　それに、日本人がみんなあんな連中だと誤解されるのも嫌だ。

「面倒ごとは御免なのにな」

　星せい馬まはため息をつくと、自転車を降りた。スタンドで立たせると、足早にプレアに向かっていく。

「あ、プレアさん。俺、同じクラスの今いま村むらだけど。先生がちょっと用事があるってさ。急いでるみたいだぞ」

「そうなんですか。すみません。わたし、行かなくっちゃ」

　ナンパしていた男子生徒たちに申し訳なさそうに頭を下げる。

「職員室ですか？」

「いや、別んとこ。案内するからついて来て」

「はい」

　星せい馬まはプレアを連れて校庭の方向へ向かって歩き始める。

　校舎の陰になる部分にプレアを連れ込み、そっと校門を覗のぞいた。

　男子生徒たちは面白くなさそうな顔で立ち去っていく。

「よし、上う手まくいったな」

　満足気に息を吐く。

「あの、先生は？」

「あ、あれは噓うそ」

「噓うそ？」

「そっ、噓うそ」

「そう……ですか」

　戸惑っていたプレアだったが、ハッと息を吞のんだ。

「あなたは噓うそをついてわたしを人気のない所に連れ込んだ。あなたはわたしに、よ、良からぬことをするつもりなんですね！　そういう輩やからがいるって『辺境惑星の歩き方』に書いてありました！　そうはいきませんよ」

　腕にしていたブレスレットに手をかけるプレア。何をするつもりなのかは分からなかったが、星せい馬まは苦笑しながら真相を告げた。

「そりゃひどい濡ぬれ衣ぎぬってもんだぞ。俺は君のこと、これでも助けたつもりなのに」

「わたしのことを……助けた？」

　プレアがキョトンとしている。百万年かけたって自分で気付くのは難しそうだ。

「さっきの連中、本気で君の相談に乗るつもりなんてなかったぞ。単純に君とお近づきになりたかったってだけ」

　お近づきって部分に、色々な意味を込める。相手には伝わらないかもしれないが。

「そうだったんですか。わたしは、まんまと騙だまされてしまったってわけですね」

　うなだれるプレア。

「チラシを配るのに一生懸命で、つい油断してました。次からは気を付けます」

「そうした方がいいよ。それじゃ、あの連中はもう帰ったみたいだし。チラシを配りたいなら自由にどうぞ」

　プレアにそう告げると、星せい馬まはとめておいた自転車へと向かった。またがりペダルに体重を乗せ──。

「ちょっと待ってください！」

　後ろから制服のシャツを引っ張られる。

　振り返ると、真剣な顔をしたプレアがいた。

（何だろ？）

　不思議に思っている星せい馬まに、

「ちゃんとしたお礼がまだでした。危ないところを助けていただき、ありがとうございました」

　深々と頭を下げて言うプレア。

「いや、危ないってほどのものでもなかったと思うけど……」

　美少女のプレアにお礼を言われると、正直悪い気はしない。

　少しだけ照れている星せい馬まに、プレアは笑顔で言った。

「それと、チラシをどうぞ」

　ひょっとしてお礼じゃなくてこっちが呼び止めたメインの目的なんじゃないかと思うぐらいの満面の笑みだ。

　突き出されたチラシを受け取るしかない星せい馬まだった。
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　那な智ち高校は、少し高台に位置している。そのせいもあり、自転車での帰り道はすこぶる楽だ。

　正門を出て二十分後には、星せい馬まは家へと到着する。周りを田んぼに囲まれた田舎の一軒家。それが星せい馬まの自宅だった。

　この時間、自宅には誰もいないので星せい馬まはポケットからチェーン付きの鍵を取り出し玄関を開ける。

「ただいま」

　誰もいない自宅へと入ると、まず向かうのは座ざ敷しきだ。そこの仏壇の前に座ると、とりあえず線香をたてお鈴りんをチーンと鳴らす。

　今日は北欧からの留学生が来てうーたらかーたらと長ったらしく仏壇に語り掛けたりはしない。

「じゃっ」

　それだけ言うと茶の間へ。戸棚に残っていた大福を摑つかみ、口に押し込むとさっさと自分の部屋のある二階へと上がった。

　大福をもぐもぐと咀そ嚼しやくしつつ部屋着に着替えると、ベッドにゴロンと横になった。

（留学生のくれたチラシ。一応見とくか）

　そのまま鞄かばんに突っ込んできたから、チラシの内容まではよく見ていなかった。

　読まずに捨ててしまうのも何だか悪い気がして、星せい馬まはチラシを手に取り見てみた。

　チラシには、小学生が描いたような星の絵が描かれており、その下に文字が並んでいた。




『皆さん、わたし、プレア・モモベルは、一緒に星夜祭を実現させてくれるメンバーを大大大募集！　星空の下でステキなひと時を楽しむ星夜祭を、今こそ復活させましょう！』




　星夜祭というものが、星空の下で行われるものだということは分かった。分かったが……。

「だったら１００パーセント実現不可能じゃないか。だってこの村は、星空を失った村なんだから」

　星空を失った村。それは冗談でもなければ、何かの比喩表現でもなかった。

　星せい馬まが生まれるずっと昔、今から三十年前。この那な智ち村の星空は一瞬にして消えてしまった。

　夜空が曇って見えないという理由ではなく、いくら晴れていようとも星が一つも見えないのだ。唯一見えるのは、月のみ。

　この不思議な現象を解明しようとかつては様々な研究者がこの村を訪れたらしいが、結局訳が分からないという結論しか出なかった。

　研究者たちを悩ませたのは、範囲が限定的というものだった。

　那な智ち村を出てしまえば星空は普通に見える。逆を言えば、那な智ち村に足を踏み入れた瞬間、夜空の星は消滅してしまうのだ。

　那な智ち村には温泉があるため、その火山性のガスが空気中に滞留し、星の光を屈折させ見えなくしてしまうのではないかという説もあったものの、範囲を限定してしまう謎が残ってしまう。

　結局、『星空を失った村』という称号だけを残して、研究は打ち切られてしまった。

　以降、その状態がずっと続いているのだ。

「あの留学生、この村の星空のこと知らないのか？」

　おそらく知らないと考えるべきだろう。そうでなければこんなチラシを配ったりはしないはずだ。

　だけど、星夜祭って名前の催しがかつて那な智ち高で行われていたのは事実らしい。それを誰かから聞いているなら、この村の現状だって教えられているのが自然だ。

　もし見えないことが分かっていてなおかつ、星夜祭の復活を訴えるチラシを配っているとしたら……。

「星夜祭ってのにとんでもなく強い思い入れでもあるのか？　もしくはただのポンコツか。そのどっちかだな」

　少し気になったものの、まあ実現は無理だろうってことで星せい馬まはチラシを脇に置いた。丸めてゴミ箱に捨てなかったのは、彼なりの小さな優しさだった。

「よっしゃ、漫画読も」

　昨晩、一気読みした『エンペラー』をもう一度読み返し始める。

「やべー、おもしれー」

　二度目ということもあり、一時間ほどで読み終えてしまう。

「続きが気になるー！」

　星せい馬まは放り出していた自分のスマホに手を伸ばすと、漫画を貸してくれた友人へとメールを送った。




『エンペラー、超おもしろ。次借りたい！』




　すぐにメッセージが返される。




『もう家に帰ってきたから取りに来てもいいぞ』




「よっしゃ──！」

　飛び上がって喜ぶと、すぐに行くと返事をする。

　さらに追加で借りるのは悪いから、先に借りていた十五冊を紙袋に入れた。もう一度ぐらい読み返したい気持ちもあったが、続きを読みたい欲の方が強かった。

　家を出る前にもう一つ大福を摑つかみ口に突っ込む。一応、玄関の施せ錠じようも忘れない。

　自転車の前のカゴに漫画本の入った紙袋を突っ込むと、サドルにまたがりペダルを踏んだ。
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　星せい馬まは自転車をぶっ飛ばしていた。前のカゴに入っているのは、『エンペラー』の十六巻から三十巻までだ。

　コーヒーの一杯はご馳ち走そうになったが、長居をしてまた夕飯をどうぞと言われたらさすがに断るのも悪いから、早くに退散することにした。

　それでも時刻は六時半をすぎており、あたりはかなり薄暗くなっている。まあ、昨日は七時半をすぎて真っ暗だったから、それに比べればまだまだ明るい方だ。

　一応自転車のライトはつけているものの、なくてもギリいけるレベルだった。

「次はケルゲドウス戦線か。どうなるか気になるな」

　わくわくとした気持ちを胸に自転車を走らせる星せい馬まを、走ってきた路線バスが追い越した。星せい馬まの前方で路線バスが止まる。

　なんとなく自転車を止める星せい馬まが見たのは、バスを降りる意外な人物だった。

「留学生？」

　暗くても目立つ銀髪のプレアだった。

　バスはすぐに走り去っていく。

「どうしてこんな所で降りるんだ？」

　そこはかなり辺へん鄙ぴなバス停で、近隣にあまり民家もないような場所だった。すぐ近くに山への入り口があるため、秋にキノコ採りに来る人が利用するぐらいのバス停だ。

　そしてプレアは、何を間違ったか山への入り口の方へと向かってしまう。

　この村の住民として、秋にキノコ採りのバイトをしたこともある星せい馬まだからこそ断言できる。

　この山の上に、民家なんかないって。キノコの宝庫であり、時に松まつ茸たけなんかも生える環境の山だ。地主がそう簡単に宅地にするはずがない。

　そもそもとして、こんな不便な所でなくても家を建てる場所は余っているのだから。

　とりあえず時間から計算して、プレアが完全下校時間ギリギリまでチラシを配っていたことは分かる。その後でやって来た場所がどうしてキノコ山？

　まるで意味が分からない。

「家、絶対ないよな。……となると」

　プレアが、降りるべきバス停を間違えた、さらには帰るべき道も間違えてしまったのだと予想した。

　まあ、登り口のみ舗装はされてはいるものの、20メートルほど進めばもう突き当りでそこから先は完全なる山だ。

　さすがに気付いて下りてくるとは思うものの、スマホぐらいしか明かりがないのが気の毒だった。

「……クラスメイトだしなぁ」

　そんな義務感で、星せい馬まはプレアを追いかけてみることにした。見つけたらすぐに背後から声をかけて、バス停と道を間違っていると伝えるつもりだった。向こうが求めるなら、彼女の（おそらく）下宿している家まで案内してやろうとも思った。

　だけど、自転車で坂道をいくら上ってもプレアの姿が見つからない。そして星せい馬ま自身が舗装道路の突き当りまで来てしまった。

「噓うそ……だろ？」

　さすがにそんな言葉が漏れる。

　もし引き返していたら、絶対にすれ違っていたはずだ。そうでないってことは、プレアはこの山の中に入っていったことになる。

　偶然にも、昨晩流れ星が落ちたように見えたのもこの山の先だったが、それは今は関係ないだろう。だってこの村では星が見えないのだから。

「この山を越えて向こう側の家に……」

　頭の中でシミュレーションするが、ありえないと判断。山を越えるだけでかなり時間はかかるし、反対側に民家があるとも思えない。

「となると、この森の中でテントでも張って暮らしてるとかなのか？」

　いや、さすがにそれはないかと自分で突っ込む。

　謎は深まるばかりだった。

（どうする？　これ以上踏み込んだら、俺は完全なストーカー野郎にならないか？）

　引き返すって選択肢は確かにあった。だけど迷った末、星せい馬まはそれを選ばなかった。

　夜の山に入って行ったであろう留学生が心配なこと。プラス、ちょっとした好奇心だった。

　自転車をその場に止めると、星せい馬まは山の中へと足を踏み入れた。
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　幸い、その日は晴れており、月がハッキリと出ていた（月しか出ていないわけだが）。

　その明かりのおかげで、最低限、視界には困らなかった。

　プレアの姿は完全に見失っているため、ただ単に上へ上へと山をのぼっていく。時折、やぶ蚊を追い払いながら進むことしばらく。

　星せい馬まは、目の前のソレを見ながら言葉を失った。

「マジ……か」

　それが、たっぷりと間を置いた後に星せい馬まの口から出た一言だった。

　全長15メートルほどだろうか？　流線形をした奇妙で巨大な物体が、山の頂上付近に鎮座していた。

　普通の建造物ではない。見るからに宇宙船ってやつだった。

（まさか、留学生を追いかけてこんなとんでもない物を見つけるなんて……）

　どうしたものか悩んでから、星せい馬まはコクンと頷うなずいた。

「うん、見なかったことにして家へ帰るか。で、エンペラーの続きを読もう」

　現実逃避をすることにした。

　宇宙船にクルリと背を向けると、そのまま歩き出す星せい馬まだったが、

『見てしまいましたねー』

　宇宙船から響いたのは、紛れもなく留学生のプレアの声だった。

「くっ！」

　反射的に星せい馬まは走り出した。転がり落ちるようにして山を下りる。

　そんな星せい馬まの体に、宇宙船から一筋のレーザー光線が命中した。

　次の瞬間、星せい馬まの体はふわりと宙に浮かび上がる。

「うわっ」

　この見えない力から逃れようと手足をバタつかせるも、どうにもならなかった。

　その光線は、一種のトラクタービームだった。星せい馬まの体は、宇宙船へ向かって猛烈な勢いで引き寄せられる。

「うわあああああ」

　宇宙船の外壁にぶつかりそうになった瞬間、フワンという音と共に外壁に穴が開いた。星せい馬まはその穴を通り、宇宙船内部へと放り込まれる。

　硬そうでいて柔らかな不思議な金属の床を転がり、星せい馬まの体はようやく自由になった。

　そして、目の前には留学生のプレアが立っていた。

　那な智ち高の制服姿ではなかった。体にぴったりと張り付いた、独特のデザインの服を着ている。一言で言ってものすごく宇宙っぽい！

　服装だけならともかく、こんな宇宙船まで見せられて、なおかつあんな力で空中浮遊をさせられてしまった日には、星せい馬まとしても結論を出すしかなかった。




　留学生……プレア・モモベルは……モノホンの……宇宙人だって。




　逃げようとは思わなかった。いや、逃げられる自信がなかった。先ほど、星せい馬まを受け入れた穴はすでに跡形もなく消えている。

　それに、不思議と恐怖心は感じなかった。目の前のプレアは険しい表情はしているものの、決して悪意や敵意を感じさせるものではなかったから。

「えっと……」

　プレアが何も言わないから、星せい馬まの方が聞いてみる。

「目的は何だ？　ベタだけど、地球征服ってヤツ？　この村に前線基地でも建てようって魂胆？　でもだったらどうして高校に──」

　ああ、なるほどと星せい馬まは頷うなずいた。

「あれか。地球人の研究か。いざ戦闘になった時に、より効率的に征服を行えるように、地球人の生態を──」

「何勝手に話を作っちゃってるんですか！」

　星せい馬まの喋しやべるターンが終了し、プレアが突っ込みを入れる。

「地球を征服するだなんて、怖いこと言わないでくださいよ。そもそも、わたし一人でそんな大それたこと、できるはずがないじゃないですか！」

「じゃあ？」

「わたしは、復活させに来たんです！」

「……ああ、星夜祭のことか」

「それは、手段であって本当の目的ではありません。わたしが復活させたいのは！」

　大きく息を吸い込むと、プレアは強い決意と共に言い放った。

「ここ、那な智ち村の星空です！」

　しばらく言葉が出なかった。

「那な智ち村の……星空……」

　ポカンとした顔で、星せい馬まはその言葉を繰り返す。

　次の瞬間、星せい馬まはプレアに詰め寄った。

「そ、それ、本当の話なのか!?　そんなことできるのか？　だってこの村は、星空を失った村なんだぞ！　夜空を見上げたって、月しか見えないんだぞ」

「分かってます。だからこそ、星空を復活させに来たんです！」

「だったら早くそれをしてくれよ。那な智ち高の星夜祭なんてどうでもいいから！」

「簡単に言わないでください！　そんなお手軽に星空を復活させられるなら、とっくの昔に終わらせてます。わたしが留学生として那な智ち高校に通い、星夜祭を実現させようとしているのも、すべては星空を復活させるためなんです」

「……悪い。意味が分からないんだけど」

「詳しい事情は話せませんが──」

　そう前置きをし、プレアは自分の中で言葉を整理するようにゆっくりと語り始めた。

「この那な智ち村で三十年前に起こった星空消失事件は、宇宙人が関わっていたんです。わたしは、星空を復活させる方法を知っています。だけど、それにはどうしてもクリアしなくちゃならない条件があるんです。それこそが──」

「那な智ち高校の……星夜祭ってことなのか？」

「はい、そういうことになります。どうしてなのかの質問は受け付けませんが、星空を復活させるためにはまず星夜祭を実現させなければならないんです」

「なるほどな。それで君はあんなチラシまで配って頑張ってたのか」

「はい。まるで相手にされませんでしたが」

　プレアがしゅんと肩を落とす。

「でも、戦いはまだ始まったばかりです！　わたし、へこたれませんよ！」

　拳を固め、熱い瞳のプレア。

「悪い、話のコシを折るようだけど、日本語、滅め茶ちや苦く茶ちや上手だな。覚えるの大変だっただろ。このために猛勉強したのか？」

「勉強なんてしてませんよ」

「えっ、じゃあどうやって？」

「これです」

　プレアが星の形をした髪飾りを指さした。

「翻訳デバイスです。これを着けておけば、どんな言語での会話も可能となるんです。会話だけでなく、目で見る文字もちゃんとわたしの分かる文字に変換されるんです」

「宇宙の技術って、すごいな」

　素直に驚いてしまう。

「では、わたしに地球侵略の意図がないと分かってもらえたところで」

　プレアが左腕のブレスレットに触れた。そこから光が放出され、空中に立体映像が投影される。

「それは？」

　すべてが珍しいのだ。何でも聞いてしまいたくなるのは仕方のないことだろう。

「簡易収納デバイスですよ。あ、見つけました。これですね」

　ブレスレットを軽くタップすると、映像が実体化した。

　コードのないドライヤーのような装置だ。それを摑つかむと、送風口？　を星せい馬まの頭へと向けた。

「記憶消去デバイスです。あなたの記憶を消させてもらいます。『辺境惑星の歩き方』にも書いてありました。辺境惑星の住民は宇宙人を見つけると探究心のあまりついうっかり解剖してしまうって」

「それ、かなり情報が偏ってるぞ」

「とにかく、わたしはこの村の星空を復活させたい。ううん、復活させなくちゃならないんです。そのためには、障害は排除しなくちゃなりません。心を鬼にして、あなたの記憶を消します。大丈夫です、痛くもなければ後遺症もありませんから」

「ちょっと待て。俺の記憶を消す前に教えてくれよ」

「何をです？」

「星夜祭の実現が、星空を復活させる条件なんだよな。その星夜祭って、どんなのか知ってるのか？」

「もちろん、最低限のリサーチはして来ています。昔、那な智ち高で行われていたイベントなんですよね。星空の下で行われて、とても幻想的でステキだったとか」

「星空の下で行われてた。名前から想像してたけど、やっぱりそうだったのか」

　少し考えてから、星せい馬まは告げる。

「じゃあ、悪いけど君がいくら頑張っても星夜祭は実現しないと思うぞ」

「え、どうしてですか？　わたし、頑張ってチラシを配りますよ」

「そりゃ、最初は賛同者も何人か集まるかもしれないけど、星夜祭の実態を知ったら確実に無理だってことになる。星空の下で行うイベントが絶対成立しないのが、この那な智ち村なんだから。だって、星が見えないんだから」

「そんなことありません！　星夜祭をちゃんと行えれば、条件がクリアになって途中からでも星空の復活が可能なんです！」

「それを知ってるのは、プレア。君だけだろ？」

「あっ」

　プレアが言葉を失う。

「そう……でしたね」

　どうやらプレアはポンコツ宇宙人だったようだ。

「星夜祭を実行すれば星空も復活するんだって皆を説得できれば話も変わるんだろうけど。無理だろうな。それを信用させるには、俺が受けたぐらいのインパクトを与えなくちゃならない。つまり、君の正体をオープンにするってこと」

「それはダメです！　わたし、うっかり解剖なんてされたくありません！」

　泣きそうな顔でプレアが言う。

「いやだから、いきなり解剖なんてされないって。さすがに」

　だからと言って何も起こらないとは言えなかった。

「ただまあ、プレアが宇宙人だってことをオープンにして、この宇宙船を飛ばして見せたりしてみんなを信用させたりしたら、星夜祭どころの話じゃなくなるよな。誰かがネットに情報や映像を流して、すぐに国が動くよ。日本だけでなく、世界中が」

「そ、そんな大おお事ごとになるのは困ります！　何かいい方法ありませんか？　わたしが宇宙人だってことを秘密にしたまま、星夜祭を実現させる、そんなステキな方法」

　焦あせりに焦あせったプレアが、すがるような目で星せい馬まを見てくる。

「それ、これから記憶を消そうって相手に尋ねることなのか」

　苦笑をするも、すぐに星せい馬まは真面目な顔になる。

「方法はあるかな。一つだけ」

「どんな方法ですか？」

「簡単だよ。俺の記憶を消さないってことだ」

　キョトンとするプレアに、星せい馬まは言葉を続けた。

「俺が記憶を消されなければ、星夜祭こそが星空の復活の条件だって俺だけは知っていることになる。だったら俺は、何も迷うことなく君に力を貸して、星夜祭が実現するよう全力で動くことができる。どのみち、こういったイベントには実行委員会ってのが必要なんだ。そのメンバーに俺はなる！」

　高らかに宣言する。

「本当に？　でも、もしそれがこの場を乗り切るだけの噓うそで……解放された後にわたしのことをみんなに話したら……」

「俺の頭が疑われるだけのことだと思うぞ。何人かここに連れてきて宇宙船を見せて、ようやく信用されるって感じだろうな。そうなったら君はさっさと地球を離れてしまえばいい。那な智ち村の星空は失われたままだってことだ」

　冗談のような口調で言ってから、星せい馬まは真面目な顔になった。

「そりゃ、こんなすごい体験をしたんだから、俺だって誰かに言いたい。だって宇宙人に宇宙船だぞ。有線放送で村中に知らせたいぐらいだ。でも、それはしない。だって俺は、多分、君が思っている以上に、この村の星空を見たいって思ってるんだ」

　熱心な瞳をプレアに向ける。

「那な智ち村の星空を復活させるためなら、秘密なんていくらでも守れる。だから俺を信用して、記憶を消さずに手伝わせてくれないか？　頼む！」

「どうして、そんなにもこの村の星空を復活させたいんですか？」

　心を揺らがせながらも、プレアが念のためといった様子で尋ねた。

「ああ、実は俺、童貞なんだよね」

　思いがけない星せい馬まの爆弾発言に、プレアは大いに慌てる。

「どどど、童貞って、それと星空に一体どんな関係が？」

　すぐにハッとする。

「まさか、星空の下ならロマンチックですし、誰かをナンパしてそういった行為を……と企たくらんでいるのでは？　最低ですよ！　幻滅です！　幻滅ビッグバンですよ！　記憶消去、確定です！」

　記憶消去デバイスが星せい馬まの額に押し当てられる。

「いきますよー。せーのっ！」

「いや、誤解だって。悪い、言葉が悪かった。ちゃんと説明するからちょっと待って」

　今にもデバイスを起動させようとしているプレアをなだめてから、星せい馬まは補足説明をした。

「俺は、星空童貞なんだ。こう言い始めたのは英えい人とだから、文句ならあいつに言ってよ」

「星空……童貞？」

「そっ、生まれてこの方、生の星空を見たことがないんだ。写真や映像でなら見たことあるんだけどな」

「えっ、でも、村を出さえすれば？」

　この星空消失現象が起こっているのは、あくまで那な智ち村のみだ。隣の飯波市に行けば普通に見ることができる。

「もちろん飯波市に家族で出かけることはあるよ。でも、暗くなる前に帰ってきてたし。中学の臨海学校や修学旅行の時も、星を見る前に寝ちゃってたからなあ」

「そうですか。それじゃあ、星空を見たくなるのも仕方ありませんよね」

「……」

　少しだけ迷っていたプレアだったが、やがて大きく息を吐いた。

「あなたを、信用することにします。どの道、わたし一人では星夜祭の実現は難しそうなので」

「ありがとう」

「えっと、同じクラスの……イマムラさんですよね？」

「名前で呼んでくれよ。友達はみんなそうしてるから。星せい馬まだ」

「分かりました。セイマさん。わたしのことは、プレアって呼んでください」

「分かった」

　星せい馬まは、プレアに向かって右手を差し出した。

「よろしく、プレア。明日から頑張ろうな」

「はい、セイマさん」

　差し出された手をプレアが摑つかむ。

　宇宙人と、地球人。

　那な智ち村の星空復活という目的を持った、コンビの誕生だった。
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　翌日の休み時間、星せい馬まとプレアは打ち合わせどおりに、教室を出た。あまり人の来ない階段の踊り場で落ち合う。

「とりあえず安心しました」

　開口一番、プレアがそんな言葉を口にした。

「登校したら、黒板に『衝撃の真実！　留学生、プレア・モモベルの正体はＤＡＮＧＥＲな宇宙人！　みんな、気を付けろ！』とか書いて、その下にタコの絵でも描いてあるんじゃないかってドキドキでした」

　その発想に、星せい馬まは苦笑する。

「そんな小学生みたいなことはしないよ。それに約束しただろ？　秘密は守るって」

「はい。そうですね。ちょっぴり疑って申し訳ございませんでした」

　プレアが真顔で頭を下げた。

「それでプレア、昨日は遅くなりそうだったから聞けなかったけど、いくつか聞いていいか？」

「はい、もう何なりと。それが星夜祭の実現に繫つながるなら、スリーサイズだって教えちゃいます」

「バカ！　そんなこと教えてもらったって意味ないだろ」

　少々顔を赤くしてプレアを𠮟る星せい馬ま。実は内心、かなりドキドキしたりしている。

「聞きたいのは、俺たちがまず実現させようとしている星夜祭についてだ。大昔に那な智ち高で行われてたってことだけは聞いたけど、俺、詳しいことは何も知らないんだ」

「あ、そうですか。偶然ですね。実は詳しいことはわたしも何も知らないんですよ」

　予想外の言葉に、星せい馬まは啞あ然ぜんとしてしまう。

「はい？」

「ただ、一つだけ言えることは、今から三十年前に、その催しは行われていたってことなんです！」

「三十年前……星空が消えた年か」

「ええ、まあ、その……。そういうことになりますね」

　何な故ぜか歯切れ悪くプレアが言う。

「とにかく、星夜祭っていうのが星空の下で行われていたのは事実で、その内容まではわたしも知らないんです」

「……よくそんなあやふやな知識で、星夜祭を復活させましょうなんて最初の自己紹介で言えたよな。おまけにチラシまで配って」

「そこはほら、決意表明みたいなものですよ。それにチラシを配って人を集めれば、その中に詳しい人がいるんじゃないかって」

「びっくりするぐらい、運任せな作戦だったんだな」

「はい、今となってはそれを認めざるをえませんね」

　しおらしく反省をしたプレアは、すがるような目で星せい馬まを見た。

「それで、どうしましょうか？」

「どうするもこうするも。星夜祭について詳しく知ってそうな人に話を聞くってもんだろ。少なくとも三十年前はやってたってことは……」

　星せい馬まは少しだけ考えて、コクンと頷うなずいた。

「古典の、片町先生だな」

「その頃からいらっしゃる先生がいるんですか!?」

「いや、さすがにそれは無理だって。でも、ここの生徒だったって先生がいるんだよ。昼休みに訪ねてみよう」
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　そして昼休み、予定どおりに星せい馬まとプレアは教員室を訪ねていた。

「すみません、片町先生」

　席にて弁当を食べていた、四十代半ばの教師に声をかける。

「ん？　何だ？　Ｃ組の今いま村むらと留学生さんか。珍しい取り合わせだな」

「ちょっと聞きたいことがあって」

「古典でか？　どこだ？」

　教科書に手を伸ばそうとする片町先生を、星せい馬まはやんわりと止める。

「授業のことじゃないんです。星夜祭についてです」

「星夜祭って……あの星夜祭か？　えらく懐なつかしい名前を口にするじゃないか」

「確か、先生は那な智ち高出身だって言ってましたよね。星夜祭について詳しく教えてもらっていいですか？」

「高一の時と高二の時と、二度、星夜祭を体験してるからな。まあ、記憶があいまいな部分もあるが、覚えてることは何でも答えてやろう」

　片町先生がプレアを見る。

「留学生さんが、この学校の歴史を学びたいんだろう？」

　プレアが、星夜祭を実現させる宣言をしたことやチラシを配ったことは知らない様子だ。単純に、この学校の歴史を学びたいと誤解をしている様子だった。

　星せい馬まは訂正しようとも思ったが、話が長くなるので今は止めておいた。それよりも、星夜祭がどんなものかを聞き出す方が重要だ。

「ズバリ、教えてください。星夜祭って、何なんですか？」

「ズバリ、答えよう。星夜祭ってのは、那な智ち高祭における後夜祭のことだ」

　星せい馬まの調子に合わせて、片町先生が答えてくれる。

「後夜祭？　って、体育館でやってる？」

「そうだ。出し物のＭＶＰを発表したり、事前アンケートで取った学校イケメンランキングなんかやってるだろ？　で、最後に校歌を歌って終わる。あれを昔は外でやってたんだよ。星夜祭って名前でな。まっ、プログラムは今とは大分違ってたが」

「どう違ってたんですか？」

　プレアが尋ねる。しっかり手にはペンとメモ用紙が握られていた。

「時代ってのもあるが、もうちょっとこうお祭り騒ぎ度が低かったんだ。出し物のＭＶＰ発表ぐらいはあったが、その後は吹奏楽部や合唱部がちょっとした発表をして。まあ一言で言うなら──」

　片町先生が結論を口にする。

「星空を見ながら、まったりするイベントだな。そりゃあもう、那な智ち村の星空はキレイだったからなー」

　昔を懐なつかしむような、遠い目をして見せた。

「なるほど、星空を見ながらまったりするイベントですね」

　熱心にメモをしているプレア。星せい馬まはちょっとした興味を覚えて、プレアのメモ用紙を覗のぞいてみた。

　落書きのような記号が並んでいた。イカ、タコを模した象形文字のようにも見える。どうやらこれが宇宙語の書き文字らしい。もちろん星せい馬まには理解不能だ。

「えっと、片町先生。確かさっき、高一と高二の時に星夜祭を体験したって言ってましたよね。高三の時は開かれなかったんですか？」

「いや、普通に開かれたよ。天気も良かったし、星空もバッチリ。ただ……」

　片町先生が、ため息をつく。

「星夜祭が始まってすぐ、あれが起こったんだ。結局、それどころじゃなくなって中止になったんだ」

「あれ？」

「分かるだろ？　今もこの村で起こっている、星空の消失現象だよ。それ以降、星空は見えないまま。そんな状態だから、星夜祭は普通の後夜祭になって、体育館で行われるようになったわけだ、でもな」

　片町先生が、再び遠い目をした。

「本当、キレイだったんだぞ、この村の星空は。見せてやれるものなら見せてやりたいよ」

　実感を込めて、片町先生は呟つぶやいたのだった。
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　片町先生にお礼を言い、二人は教員室を後にした。少し廊下を歩き、開けた場所までやって来て足を止める。

「なるほどね、星夜祭は文化祭の後夜祭のことだったのか」

「わたしも初めて知りました」

「プレアは、それぐらいは知っておいても良かったんじゃないのか？」

「うっ」

　痛いところを突かれひるむプレア。

「だって仕方がないじゃないですか。地球の情報を探すのって、本当、大変なんですから。星夜祭って名前を見つけられただけでもすごいことなんですよ」

　きっとプレアの言っていることは噓うそじゃないんだろうなと星せい馬まは思った。プレアが調べられる宇宙のデータベースにおいては、地球なんて辺境惑星、大した説明も書かれてはいないのだろう。

「しかしまあ、三十年前から星空が見えなくなったことは知っていたけど、まさかその星夜祭の真っ最中にその現象が始まっていたとはな」

「そ、そうですね。それはもう……驚きです……ね」

　何な故ぜか歯切れ悪くプレアが答える。

　その様子が少し気になる星せい馬ま。

「どうかしたのか？」

「いえ、何でもありませんっ！」

　不自然に大きな声を出すプレア。

「それで、セイマさん。次はどうするんですか」

「まあ、あれだ。星夜祭が文化祭の後夜祭だってことが分かったら、こっちも動きようがあるってもんだ。放課後、生徒会室に行く」

「生徒会室ですか？」

「そっ。うちは伝統的に、文実の長を生徒会長が兼任するんだよ」

「すみません、文実の長と言うのは一体？」

　プレアが尋ねる。

「ああ、文化祭実行委員長のことだよ」

「なるほど、分かりました。文化祭実行委員長であり、なおかつ生徒会長である方を説得できれば、星夜祭は実現したようなものなんですね！」

　華やいだ声を出すプレア。

「まあ、そう簡単にはいかないんだろうけどね。でもまあ、早いうちに話はしておいた方がいいから。多分、向こうも薄々感づいているとは思うけどさ」
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　放課後、星せい馬まとプレアは飛び出すようにして教室を後にした。生徒会室のある校舎の五階を目指す。

　階段を上りながら、星せい馬まは小声でプレアに尋ねる。

「今更なこと聞くんだけどさ」

「はい、何ですか？」

「どんな裏技を使ってこの学校に留学生として潜り込んだんだ？」

「あ、それは簡単です。簡易洗脳デバイスを使って、校長先生にちょっと記憶操作をしてみたんです。デンマークからの短期留学生であるわたしが高校に来ることになったって。後はうまいこと校長先生が他の先生たちに話をしてくれました」

「その洗脳だけど、二、三日で消えるなんてことは？」

「大丈夫です。効果は四ヶ月は持つ計算ですから」

「それなら文化祭、目的の星夜祭は大丈夫か。あ、でも」

　そこで星せい馬まはふと思いついた。にんまりと、あまり健全でない顔をする。

「その簡易洗脳デバイスってので、生徒会長を洗脳して星夜祭をＯＫしてもらうってのはアリなのか？　さすがに反則っぽいけど」

「すみません。簡易洗脳デバイスは、校長先生に使った一度きりで使用不可能になったんです」

「電池切れ？」

「いえ、そんなんじゃなく。現地生物を洗脳するってあんまり良くないこととされているので、基本的に使用回数が少なく設定されているんです。しかも超高価で、使い捨てのデバイス一つ用意するのがやっとでした」

「なるほどね。そう簡単にはいかないってわけか」

「ちなみに、昨晩、セイマさんの記憶を消そうとした道具」

「ああ、あのドライヤーみたいなやつ？」

「はい、記憶消去デバイスです。あれの使用回数も限られてます。三回程度です。ですからくれぐれも秘密は守ってくださいね」

「分かってるよ。俺の口からプレアの正体を口にするなんてことはしない。ま、昨日も言ったけど、たとえ言ったとしても笑われて終わりだろうけどな」

　そんなことを話しているうちに、星せい馬まとプレアは校舎五階の端にある生徒会室に着いた。

「いよいよですね」

「まあな。じゃ、行くぞ」

　臆することなく、星せい馬まはコンコンと扉をノックする。

「２年Ｃ組の今いま村むら星せい馬まと、うちのクラスに留学生としてやって来た──」

　君の番だと目で合図をされ、プレアが緊張した声を張り上げた。

「プ、プレア・モモベルです！」

「文化祭実行委員長としての会長にちょっとご相談があって来たんですけど」

「どうぞ、入って構わないわよ」

「失礼します」

　引き戸を開け、星せい馬まは生徒会室の中へと入った。プレアもそれに続く。幸い生徒会室の中にいたのは会長一人だけだった。

（この方が、生徒会長さんですか）

　眼鏡をかけた、知的な顔立ちの女子生徒。ただ美人なだけでなく、全校生徒を引っ張っていくカリスマ性のようなものまで感じられた。

　難攻不落の鉄壁女子って感想をプレアは抱いた。先が不安になる。

「俺たちが来たのは──」

「星夜祭のことね」

　那な智ち高校の現生徒会長、小こ森もり史ふみ恵えは星せい馬またちの目的をあっさりと言い当てた。

「よく分かりましたね」

「留学生が謎の星夜祭復活宣言。からの放課後のチラシ配りともなれば、簡単に想像がつくわよ。下手な期待を持たせては悪いから言わせてもらうけれど、今年は無理だわ」

　史ふみ恵えがそう通告する。

「どうしてもやりたいって言うなら、二人とも、来年の文化祭実行委員会に入って企画を出しなさい」

「来年までなんて、そんな時間はないんです。わたしがいられるのは、長くても四ヶ月なので」

　そう、四ヶ月がたつと校長先生にかけた洗脳が解けてしまい、偽にせの留学生だとバレてしまうのだ。

「あ、そう。プレアさん。あなたは短期留学生だったわね。今年は諦めて、来年またってわけにもいかないか。でも……ね」

　史ふみ恵えが困った顔をする。

「もう文化祭のプログラムはほぼ確定してしまっているし、今更後夜祭を星夜祭として外でやりますなんて言っても誰も納得しないのよ」

　さすがは会長なだけあって、星夜祭がかつて文化祭の後夜祭であったことは知っていたようだ。

「もし仮に行うことになったとしても、動いてくれるスタッフは一人も残っていないわ」

「それは俺たちが集めます。文化祭実行委員会の皆さんに手伝ってもらうようなことはしません。そもそもとして、後夜祭とは独立して進めたいと思います」

「つまり、星夜祭は、星夜祭実行委員会を設立して勝手にやるって言うわけね。たまたまそれが、文化祭の後だってだけ」

「はい、そのとおりです」

「ふうん、それなら話は分からなくはないけど」

　史ふみ恵えが考え込む。

「かなり面倒よ。企画書と予算案を作成し、生徒会の役員会議と職員会議の両方を通さないといけないんだから。しかも、スケジュールはかなりタイトよ。遅くても来月の半ばには両方を通っていないと」

「えっ、どうしてですか？　まだ六月ですよね？　本番は十月の頭ですし、もう少し余裕があるんじゃないんですか？」

「いや、プレア。無理なんだよ。だって、間に夏休みが入るから」

「あっ！」

　プレアも夏休みの存在は知っていたようで、すぐに理解の色を示した。

「そう。夏休み中は生徒会も職員会も動くことはできないわ。夏休み明けは逆に、文化祭の準備が本格的に始まって新規のイベントについて話し合ってはいられない」

「えっと……ちょっと失礼します」

　星せい馬まは、壁のカレンダーに歩み寄った。生徒会室のカレンダーらしく、様々な議案が書き込まれている。

　ペラリとめくり七月のページにすると、夏休み期間に蛍光ペンで横に線が引かれている。

「ぶっちゃけ、何日までにその企画書と予算案を作成して提出すればいいですか？」

「最後の役員会議が行われるのが、七月の十五日。翌日が職員会議よ。役員会議を通れば、職員会議の方には私が回しておくわ。これまでの経験から言うと、役員会議を通った議案であれば、よほどのことがない限り、職員会議では反対されないわね。うちの学校はそういった点、わりと生徒会の判断を重要視してくれるから」

「七月の十五日か。プレア」

「はい、ちゃんとメモしておきます」

　プレアがメモ用紙に力強くメモしている。

「ただし、役員会議は厳しいわよ。いくらそっちが進めるからって言っても、ちゃんとイベントとして成立していなかったら容赦なくＮＧを出すから。もちろん予算についても審査させてもらうわ」

「はい、分かりました。色々と教えてくれてありがとうございます」

「ありがとうございます」

　史ふみ恵えにお礼を言って、星せい馬まとプレアは生徒会室を後にした。

「星夜祭……ね」

　誰もいなくなった生徒会室で、史ふみ恵えは呟つぶやいた。

　彼女は星夜祭がどのようなものかを知っていた。星空の下で行われる幻想的なイベント。だからこそ、イベントの復活、実現には懐疑的にならざるを得なかった。

「二人には悪いけど、星夜祭って名前を借りただけの、単なるお遊びのイベントだったら、容赦なく却下させてもらうわよ」

　その反面、星空の見えないこの村で星せい馬まと留学生という奇妙な取り合わせがどんな星夜祭を提案してくるのか？

　それについて、純粋に楽しみに思う史ふみ恵えだった。
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　那な智ち高の校舎一階には、多目的スペースと呼ばれる場所があった。テーブルや椅子が並べられており、常に生徒たちに開放されているのだ。食事、休憩、自習と、完全下校時間までは完全フリーの憩いの場だった。

　数名、自習をしているだけの広々とした多目的スペースの一角にて、星せい馬まとプレアは向かい合って座っていた。

「思っていた以上にスケジュールが厳しいですね」

「だな」

　星せい馬まは星せい馬まで、スマホのカレンダーアプリで残りの日数を見てため息をつく。

「企画書と予算案だっけ。書類なんて作ったことないから作り方すら分かんないよ。まあ、それはまだいいか。問題は、出し物だな」

「そうでしたね。えっと」

　プレアが、プレアにしか読めない宇宙語の書かれたメモ用紙をパラパラとめくる。

「片町先生の話によれば、吹奏楽部と合唱部の発表があったとか？」

「星空を見ながらまったりするイベントだからな。その二つが無難なとこか。中学の時の同級生がどっちにもいるし、とりあえず話をして部長につなげてもらって、明日にでもちょっと話をしてみるか。ぼやぼやしてるとテスト準備期間に入って部活自体が休みになるからな」

「ですよね。気合いとガッツで頑張ってみましょう！」
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　翌日、同時刻。

「気合いとガッツでどうにもならなかったな」

「ですね」

　同じ場所で向かい合い、意気消沈している二人組がいた。もちろん星せい馬まとプレアの二人だ。

「考えてみれば、吹奏楽部も合唱部も文化祭での発表が普通にあるんだもんな。よく分からんイベントにまで割ける人員はないか」

「悲しいけど、その通りですね」

　プレアがため息をつく。

「もともとのコンセプトからは外れるかもしれないけど、手あたり次第に当たってみるか？　暇してる運動部の連中に、カラオケでもさせて」

「それじゃ、ただのカラオケ大会になっちゃうじゃないですか！」

　プレアが慌てた様子で言う。

「ダメなのか？」

「ダメなんです。それでは、条件をクリアできなくなっちゃいます」

「条件……」

　それが、星空復活の条件のことを言っているのだと星せい馬まはすぐに察した。

「昔と全く同じ星夜祭を再現しなくちゃ、条件クリアにはならないってことなのか？」

「いえ、発表が全く同じである必要はありません。だけど、大切なのはエモーショナルウェーブ。日本語で言うところの感情波。もっとかみ砕いて言うならばそう、空気感なんです」

「空気感ねえ？」

「片町先生が言っていたのがまさにそれです。星空を眺めて、心を揺さぶられる。その空気感を再現できなければ、条件クリアにはならないんです」

「ちょっと待てって、それだと根本的に不可能なんじゃないか？　だって、那な智ち村は星が見えないんだぞ。どうやってその空気感を出すんだよ」

「それは……」

　さすがに今度は、気合いとガッツでとは言えないプレアだった。実際、一度失敗しているし。

「知恵と工夫でどうにかするんです！」

「具体的には？」

「それは……」

　プレアが言葉に詰まる。責める気にはなれなかった。星せい馬まだって何もアイデアがないのだから。

　うーむと考え込む二人の頭上から、その声は響いた。

「なーに、難しい顔して考え込んでるんだ、お二人さん」

　見上げると、見知った二人組がいた。

「英えい人と、千ち湯ゆ里りちゃん！」
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　時間を少し遡る。

　あれこれと話をしている星せい馬まとプレアを、多目的スペースと繫つながる廊下の陰からこっそりと見つめる二人組があった。

　美男、美女のこのコンビの正体は、英えい人とに千ち湯ゆ里りだった。

「星せい馬まくんに留学生の彼女、一体何を話しているの？　ねえ、英えい人とくんなら分かるでしょ？」

「無茶言うなよ。読唇術なんて使えねーって。ただオレが分かってるのは、星せい馬まと留学生のプレアちゃんが昨日からコソコソ動き回ってるってこと。それだけさ」

「まさか、デート？」

「じゃねーだろ。学校だぞ？　かと言って、星せい馬まがプレアちゃんを案内して回ってるってのとも違う感じだよなあ」

「ああ、すごく気になる。どうすればいいの？」

「決まってるじゃねーか。本人に直接聞けばいーんだよ」

　そう言うと、英えい人とは多目的スペースへと入っていった。

　一瞬、迷ったものの、千ち湯ゆ里りもその後をついて行く。

　悩んでいる二人のすぐ隣まで進んだ英えい人とは、軽い口調で語りかけた。

「なーに、難しい顔して考え込んでるんだ、お二人さん」

　思いがけない人物の登場に、星せい馬まも、その向かい側にいるプレアも驚きの表情を見せた。

「二人とも、どうしてここに？　部活はどうしたの？」

「オレはまあ、出たり出なかったりだから別にいいんだよ」

「弓道部は、月、水、金が活動日だから。今日は普通にお休みよ」

　英えい人とと千ち湯ゆ里りが、ずずずと距離を縮め、圧をかけてくる。

「それよりも、質問したいのはオレたちの方だ。星せい馬ま、プレアちゃん。昨日から二人して一体何をやってるんだ？」

「そ、それは……」

「わ、私たちには言えないことなの？　ねえ」

　どこか必死に、千ち湯ゆ里りが尋ねてくる。

　星せい馬まはプレアを見た。

（どうする？）

　瞳で尋ねる。

（核心にさえ触れなければいいんじゃないでしょうか？）

　とプレアが瞳で答えているような気がした。

「二人して、見つめ合ったりして……」

　悔しそうな千ち湯ゆ里り。

「いや、違うって。ちょっと目で相談してただけで」

「ほー、お前らは瞳で会話できるレベルにまでなってたのか」

　英えい人とが囃はやし立てる。完全に遊んでいた。

「ええいもうっ！　いいから、ちゃんと説明するから！」

　そう言って、星せい馬まは鞄かばんの中から一枚の紙を取り出しダダンとテーブルに置いた。

「星夜祭を復活させましょう？　何じゃこりゃ？」

「それって、一昨日の放課後にプレアさんが正門で配っていたものよね。一応、受け取りはしたけど」

「俺、これを実現させようと思ってるんだ」

「え？」

「どういうこと？」

　困惑する二人に、星せい馬まは確信を込めて言った。

「プレアと協力して、この星夜祭ってのを復活させようと動き回ってるんだ」

　ようやく理解できた様子で、英えい人とと千ち湯ゆ里りはひどく驚いた顔を見せた。

「どうしてまたそんな面倒なことを……」

　星せい馬まとプレアを交互に見て、

「星せい馬ま……お前、まさか彼女にホレて？」

「星せい馬まくん、やっぱりプレアさんのことが気に入ったのね。所詮、うちのクラスの男子と同じなのね」

　千ち湯ゆ里りが非難めいた目で星せい馬まを見てくる。

「二人が何を誤解してるか分かんないけど、そんなんじゃないから。俺がプレアに力を貸して星夜祭を復活させようって思ったのは──」

　その後に続くであろう、星空の復活のためだ！　とはさすがに言えなかった。言ったってポカンとされるに決まっている。

　しばし言葉に迷ってから、ヤケクソ気味に星せい馬まは叫んだ。

「俺も、何かやりたかったんだ！」

「え？」

「英えい人とはバスケ部、千ち湯ゆ里りちゃんは弓道部だろ。だけど俺はずっと帰宅部だし、今更部活に入る気にもならない。入りたい部活もないし。そんな時にこのチラシを渡されて、なんか、やってみたくなったんだ。困難にぶつかってみたくなったんだよ！」

　二人に告げたことは、１００パーセント噓うそってわけでもなかった。部活に励む二人を見ながら、何か自分にも打ち込めるものがあればいいかなあとはちょっとだけ思っていたのだ。

「どうせやるなら、最高に難しそうなことに挑戦する方が遣やり甲が斐いがあるだろ？」

　さすがにこんな説得では無理があるかなとは思ったが、

「星せい馬ま、えらいぞ！」

「星せい馬まくん、えらいわ！」

　大感激の様子で、英えい人とと千ち湯ゆ里りが盛り上がる。

「そういうことならオレも力を貸すぜ」

「私もよ。是非とも手伝わせて！」

　俄が然ぜん張り切った様子で、二人はさっさと席についてしまう。

「セイマさん、どうしますか？」

「二人で煮詰まってたところだ。それに、星夜祭実行委員会って名乗るからには、俺たちだけってわけにはいかないし、丁度いいんじゃないか。何より、二人は頼れるし」

「分かりました。セイマさんがそう言うなら、わたしも異存はありません。エイトさん、チユリさん。よろしくお願いします」

　プレアも二人に頭を下げる。

「星夜祭実行委員会の結成ですね」

「四人か。まあ、いい人数じゃないか。これぐらいの方が身動きが取りやすいからな」

　と、英えい人と。

「実行委員長は、星せい馬まくんよね」

「別に誰がやってもいいけど、そもそもの言い出しっぺっていう意味では、プレアが」

「いえ、ここはセイマさんにお願いします！　わたしには荷が重いので」

　そんな感じに、緩く実行委員会は結成され、星せい馬まが委員長の座に収まった。

「で、どんな感じなんだ？」

　英えい人とが真面目な顔で尋ねる。

「ああ、それなんだけど」

　とりあえず星せい馬まは、先日からの行動と、手に入れた情報を二人に伝えた。

　英えい人とと千ち湯ゆ里りも、真面目な顔で聞いている。

「なるほど、大体は分かった。星夜祭の実現には、生徒会と職員会を納得させられるような企画書と予算案を出さなきゃ駄目ってことだな」

「それでいて、タイムリミットは悲しくなるぐらい近いのね」

「そうなんだ。ぼやぼやしてると夏休みだから。その前に期末テストがあって、部活が休みになるだろ？　その前にと思って、急いで吹奏楽部と合唱部の部長に打診はしてみたんだけど」

「引き受けてはもらえませんでした。文化祭の発表で手一杯だって」

　プレアが泣きそうな顔で言う。

「だろーな。どっちも文化祭当日に、ステージで発表があるからな」

「さらに、星夜祭をうたうのに星が見えないっていう最大の問題が残っているのよね？」

「そうなんだ」

　星せい馬まが苦しい表情で頷うなずく。

「いっそのこと、星にこだわるのを止めてみるのはどうだ？　そうすれば、色々とやりようがあるんじゃないか？　一発芸大会とか」

「さっきセイマさんにも言いましたが、そういったのじゃダメなんです。クリアにならないんです」

「クリア？」

「ああ、何でもない。こっちのこと。とにかく、星を見ながらまったりする、そんなイベントに仕上げなくちゃダメなんだ」

「星が見えないのに、ムチャなことを」

　英えい人とが苦笑する。しかしすぐに、

「でも、もうやるって決めたんだよな？　だったら、全力でやってみるか」

「何かいいアイデア、あるのか？」

「星に関しては期待するな。それは後の課題にしよう。まずは出し物の方を片付ける」

「どうやって？」

「決まってるだろ？　文化祭当日に発表の場がなくて、くすぶってる連中に声をかけるんだ」

「それはないんじゃないかしら？　文化祭には、大体どこの部も展示や発表の場を与えられているはず──」

　そこで、千ち湯ゆ里りが言葉を止める。

「もしかして、魔窟に声をかけようってつもり？」

「そう、そのまさかさ」

　英えい人とがしたり顔で言う。

「なるほど、その手があったか！」

　星せい馬まが、大きく頷うなずいて見せた。

「さすが英えい人と、冴さえてるな」

「まあな」

「私は反対よ。だって魔窟なのよ。あんな場所に行くなんて……」

「嫌なら別にいいぞ。オレと星せい馬まで行ってくるから」

「あ、わたしも行きます。言い出した本人として、行かないわけにはいきません」

「どうだろ？　プレアちゃんみたいな可愛かわいい子が行ったら、ひどい勧誘攻めにあうんじゃねーか？　留守番してもらうか？」

　英えい人とに尋ねられた星せい馬まは首を横に振った。

「いや、プレアにも見てもらった方がいい気がする。勉強になる部分もあるだろうし。しつこい勧誘が来るようなら、俺が守るよ」

「星せい馬まくんが、守る！」

　その言葉に過剰に反応したのは千ち湯ゆ里りだった。

「私も行くわ！」

「え、でもお前、さっきはあんなに行きたがってなかったじゃないか」

「星夜祭実行委員として、行かなきゃならないって思ったの。それに、もししつこい勧誘が来たとしても」

　チラッ、チラッ。と、星せい馬まを見る。

「星せい馬まくんが……守ってくれるって……言うから」

「あのな、星せい馬まが守るって言ったのはプレアちゃんであって、お前のことまでは……」

　呆あきれて何かを言おうとしたが、英えい人とは諦めたようにため息をついた。

「まっ、言うだけ無駄だな。星せい馬ま、せいぜい二人を守ってやるんだぜ」

「何だかよく分からないけど、分かったよ」

「じゃっ、今日は解散だな。魔窟に行くのは明日の放課後だ。みんな覚悟しておけよ」

　楽しそうに英えい人とが言う。

「あの、今更なんですけどセイマさん。魔窟って何なんですか？」

　小声で尋ねるプレア。

「まっ、行けば分かるよ。言うほど怖いとこじゃないよ。ただ、カオスだけどね」
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　翌日の放課後。

　星せい馬ま、プレア、英えい人と、千ち湯ゆ里りの四人は、那な智ち高の敷しき地ち内にある異様な建物の前に立っていた。ちなみに、本来は弓道部の活動のある日だが、千ち湯ゆ里りは休んでの参加だった。

「セイマさん、何ですか？　このお化け屋や敷しきみたいな建物は」

「お化け屋や敷しきとはひどいな。まあ、そう見えなくもないけど」

　苦笑しながら星せい馬まが答える。

「ここは、那な智ち高校の旧校舎なんだよ。理由は分からないけど、この一部だけが壊されず残されてるんだ」

「そーだ。基本的には立ち入り禁止のこの旧校舎だけど、いつの間にか同好会、愛好会のたまり場になってな」

　と英えい人と。

「同好会？　愛好会？」

「人数が集まらず、学校から予算も部室ももらえない集まりのことよ」

　やや怯おびえ気味に千ち湯ゆ里りが答える。

「別の言い方をすれば、変わり者の集団だってこと。いつの間にか、魔窟って呼ばれるようになったのよ」

「つまり、ここで星夜祭の出し物をしてくれる愛好会、もしくは同好会の方を探そうってことなんですね」

「そーゆーこと、プレアちゃん。ここの連中はまず間違いなく、文化祭での発表の機会がないからな。いや、文化祭以外でだってない。喜んで力を貸してくれるはずだぜ」

「私はどうかと思うわよ。前にちょっと聞いたけど、爬は虫ちゆう類るい愛好会なんてものもあるらしいじゃない」

「まあ、そこのあたりは実際に中に入ってヌシに聞いてみようぜ」

「ヌシですか？」

「そー。なんか、この魔窟を管理するヌシがいるらしいから」

　躊躇ためらいもなく、英えい人とが魔窟……こと旧校舎へと足を踏み入れる。星せい馬まとプレアも続き、最後に少し怯おびえながら千ち湯ゆ里りが後をついて行く。

　年季の入った廊下は、土で汚れており、靴の跡が多数、見受けられた。すでに校舎内という感覚はないらしく、土足で皆、利用しているようだった。だから一同もそれにならう。

「それで、ヌシってのはどこにいるんだ？」

「さーな。まっ、歩き回ってればそのうち出会え──」

　そこで英えい人とは言葉を止めた、扉の一つからこちらを覗のぞき見ている生徒がいたからだ。

「すみません。ここのヌ……」

　星せい馬まが尋ねるよりも早く、生徒が声をかけてくる。

「ボードゲームに興味はない？」

「はい？」

「だから、ボードゲーム」

「人生ゲームぐらいしかやったことないけど」

「それはもったいない！　だったらみんなまとめて、うちのボードゲーム同好会に入るべきだ！　カタンにカルカソンヌ、電力会社もお薦めだよ！」

　飛び出してきて、熱烈に勧誘を始める生徒。気付くと、わらわらと他の生徒たちも集まってくる。

「こっちに鉄道模型があるけど、見に来ない？」

「ホラー映画愛好会ならこっちだよ！」

「是非、折り紙の世界の奥深さを分かってくれ！」

「那な智ち村かるた愛好会はどう？　一戦やってかない？」

　勧誘の嵐だった。

　そして、千ち湯ゆ里りが恐れるあの愛好会も姿を見せる。

「これ、トッケイゲッコウっていう外国のヤモリなんだけど、かわいいでしょ？」

　かなりエキゾチックな爬は虫ちゆう類るいを片手に現れる生徒。ヤモリぐらいなら那な智ち村でも珍しくはないが、さすがは外国産。色の奇抜さと体の大きさが段違いだった。

「キャー」

　悲鳴を上げかける千ち湯ゆ里りとは対照的に、

「うわあ、かわいい動物ですね」

　プレアは面白そうに巨大でカラフルなヤモリの頭をなでている。

「ほう、爬は虫ちゆう類るい愛好会の洗礼に耐えるとは、なかなか見所があるじゃないか」

　そんな声とともに現れたのは、黄金のマスクをかぶった学生だった。

「えっと……あなたは？」

「人呼んで日光仮面。魔窟のヌシとも呼ばれることもあるがな」

　ついに、目的の人物と遭遇し、一同に緊張感が走る。

「どうしてそんな仮面を？」

「いい質問だ。初代、魔窟のヌシが、レトロヒーロー愛好会だったのだ。それ以降、ヌシはこの仮面を受け継ぐことになっている」

　なかなか面倒な掟おきてがあるようだ。

「それで、どんな用事だ？　魔窟に住まう愛好会、同好会の見学か？　それとも、新たに魔窟の住民になることを欲ほつするか？　あいにく、部屋は満室だが、相部屋でもいいならスペースは空けられなくはない。が……そもそもとして、君たちは何を愛好、同好とする者たちだ？」

「わたしたちは、星夜祭復活愛好会です！」

　プレアが即座に主張したものだから、一同？　な雰囲気になってしまう。

「プレア、星夜祭実行委員会って名前があるんだから、余計なのを加えたらややこしくなるだろ」

「あ、そうでしたね。すみません。正確には、星夜祭実行委員会愛好会ですね」

　ますます意味不明だ。星せい馬まは訂正を諦め、魔窟のヌシに顔を向けた。

「ヌシさん、そしてこの魔窟の皆さんにちょっと相談があって来ました」

　星せい馬まが慌てて説明をする。

「実はですね──」

　かつて、那な智ち高で行われていた星夜祭の復活を目指していること。

　その星夜祭での出し物に協力してくれる愛好会、同好会を探していることを、星せい馬まは手短に説明した。

「だったらボードゲーム体験会を！」

「鉄道模型を外で組むのも悪くない！」

「野外にスクリーンを張って、ホラー映画の上映会なんてどうだ！」

「人形劇を！」

　話を聞き、生徒たちが群がってくる。発表の機会がなくくすぶっているから、その熱量がハンパない。

「ええい、落ち着け、皆の者！」

　日光仮面……こと、魔窟のヌシが大声を出し皆を制する。

「今より選考会を開催する。場所は、魔窟の共有スペースだ。星夜祭で発表を望む者たちは各自準備をして集合！　なお、ここにいない他の同志たちにも連絡するよう！」

　ヌシの一声で、群がっていた生徒たちがぶわっと散らばる。各自準備をするため、また、ここにいない魔窟の住人に状況を説明するため。

「それでは、こちらへどうぞ。めくるめくアンダーグラウンドカルチャーをご存分に堪たん能のうあれ」

　芝居がかった口調でヌシが言う。

「はは、今日は帰るの、遅くなりそうだな」

　さすがにこの展開は予想していなかったらしく、英えい人とが苦笑する。

「いや、こっちは時間がないんだから丁度いいよ。星夜祭にバッチリな同好会、愛好会があるといいな」

「そうですね、セイマさん」

　期待に胸を弾ませる星せい馬まとプレア。

「全滅って可能性もあると思うわよ」

　ほとんど期待しない様子で、千ち湯ゆ里りが呟つぶやいた。
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　土、日と挟んだ翌週の月曜日。

　昼休み、学食に星せい馬またち、星夜祭実行委員会の面々は集まっていた。

「それにしても意外だったわね。魔窟に、あんなまともな集まりもあったなんて」

　驚き冷めやらぬといった様子で、千ち湯ゆ里りが言う。

　選考会は惨さん憺たんたる物だったが、その中に奇跡的に星夜祭のコンセプトに合う愛好会、同好会があったのだ。

「民族楽器研究会に北欧民謡愛好会、それから」

「あの、針金が突き出したような奇妙な楽器を扱う人たちですね」

「そう、テルミン同好会だ」

　テルミン、世界初の電子楽器だ。その何とも言えないフワフワとした音響は、星空にも合いそうだった。星にちなんだ曲でも演奏してもらえればバッチリだろう。

「とりあえず、出し物の方はどうにかなったな。魔窟を提案したオレに感謝しろよ」

　英えい人とが得意気に言う。

「そう、出し物の方はどうにかなった。問題は……やっぱ星だよな」

　星せい馬まは学食の天井を見上げた。

「こればっかりは、どうしようもないからなあ」

　プレアの話では、星夜祭がちゃんと行われ、『空気感』がクリアになれば、星空の復活が可能らしい。

　しかし、何も見えない夜空の下、どうすればかつて行われた星夜祭の空気感を再現できるのか、正直、かなり難しいと言わざるをえなかった。

（目を閉じて、星空を想像してもらうしかないか）

　そんなことを考える星せい馬まだったが、

（いや、さすがにそれは無理か。みんなが馬鹿正直に想像してくれるとも思えないし）

　思い付いた案を、一瞬で却下する星せい馬ま。

　と、

「星のことなんだけど、私にちょっと考えがあるわ」

　口を開いたのは、今日もまたお重に入ったお弁当を持参している千ち湯ゆ里りだった。

「魔窟で誰かが言ってた、野外にスクリーンを張ってホラー映画の上映会をって意見を聞いて閃ひらめいたんだけど──」
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　一学期の期末テスト週間が終わり、夏休みを目前とした七月の十五日の昼。

　プレアと星せい馬まは、生徒会室にいた。

　目の前では、会長席に座った史ふみ恵えがいる。二人が持ってきた星夜祭の企画書、及び予算案に熱心に目を通していた。

　そんな史ふみ恵えを、やや緊張した面持ちで見つめる星せい馬まとプレア。

　十分ほど時間をかけてじっくりと資料を読み込んだ史ふみ恵えは、ふうと息を吐くと眼鏡を押し上げた。

「どう、ですか？」

　すがるような目で史ふみ恵えを見るプレア。

　星せい馬まは黙って、会長であり文実の長の反応を待っている。

「正直、驚いたわ」

　開口一番、史ふみ恵えは感嘆の息を漏らした。

「ちゃんとしたイベントになっているじゃない。自由参加だからどれだけの生徒が集まるかは分からないけど、少なくとも退屈はしないで済みそうね」

「ありがとうございます」

「それに魔窟にこんなにもまともな集まりがあったなんて、驚いたわ」

　史ふみ恵えもまた、千ち湯ゆ里りと同じ感想を口にする。

「文化祭で使った校庭のステージを流用するのも問題ないわ。どうせ解体は翌日になるのだし。そこにスクリーンを張って、星の映像を映し出す。少し寂しい感じはするけど、これなら星夜祭って言ってもいいと思うわ」

「ありがとうございます」

　笑顔を見せる星せい馬まとプレアに、釘くぎを刺すように史ふみ恵えが言う。

「喜ぶのはまだ早いわよ。午後の生徒会の役員会議、それから明日の職員会議を通って、初めて実行の許可が出るんだから。役員会議で過半数が反対したら、この話はこれまで。悪いけど、来年にまた挑戦してもらうしかないわ。だけど──」

　一度、史ふみ恵えは言葉を止めると、眼鏡の奥でそっと目を細めた。

「私としては、参加してみたいわね」

「ありがとうございます。その言葉だけで、今は十分です」

「とりあえず、役員会議の結果が出たら、あなたに連絡を入れるようにするわ」

　企画書、予算案の書き方の件で星せい馬まは何度か史ふみ恵えのもとを訪れており、電話番号は交換済みだった。

「はい、よろしくお願いします！」

「お願いします！」

　深々と頭を下げると、星せい馬まとプレアは生徒会室を後にした。

「セイマさん、大丈夫でしょうか？」

「小こ森もり先輩の反応は上々だったし、期待していいんじゃないか？　どの道、やれるだけのことはやったんだ。後は結果を待とうじゃないか」

　晴れ晴れとした表情で星せい馬まは言った。

「まっ、いざとなったらゲリラでやるだけだし」

　少々物騒な言葉をオマケに付け加えて。
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　そして、放課後。多目的スペースに、星せい馬まにプレア、英えい人とに千ち湯ゆ里りの星夜祭実行委員四名の姿があった。

　星せい馬まのスマホがテーブルに置かれ、史ふみ恵えからの電話を待っていた。

「連絡、遅くないか？　大丈夫か？」

　顔に似合わない小心っぷりを発揮し、落ち着かない様子で英えい人とが呟つぶやく。

「英えい人とくん、さっきからソワソワしすぎ。まだ役員会議が始まって大して時間がたってないわ。静かに待ちましょ」

　そう言ってたしなめる千ち湯ゆ里りの声も、緊張のためか少々硬い物だった。

「全宇宙を統すべる銀河神ゼルンベルガー様！　どうか、お願いします」

　プレアは意味の分からない神（彼女にとってはなじみ深い神様なのだろうが）、に祈りを捧ささげている。

　と、

「やっぱり、学校に残っていたのね」

　そんな声と共にやって来たのは史ふみ恵えだった。

「小こ森もり先輩！」

　弾はじかれたように星せい馬まが席を立つ。他の面々もそれに続いた。

「電話で知らせようとも思ったけど、多分いるんじゃないかって予感がして。だったら直接の方がいいと思ったの」

　そんな前置きをしてから、史ふみ恵えは言った。

「星夜祭の企画、役員会議で認められたわ」

　一瞬の静寂。

「ほ、本当ですか！」

　上ずった声で星せい馬まが聞き返す。

「ええ、本当よ。歓迎されてと言うよりは、特に反対する理由もないしと言った雰囲気もあったけれどね」

　史ふみ恵えが軽く苦笑する。

「それでも、企画が通ったことに違いはないわ。職員会議も問題ないと思うわよ」

「やった！」

　英えい人とが飛び上がって喜んだ。

「生徒会公認のイベントとして、予算案にあった映像機器の貸し出し代としての五万円もちゃんと支給されることになったから」

「ありがとうございます」

　次いで、予算案を作成した千ち湯ゆ里りに星せい馬まが顔を向ける。

「千ち湯ゆ里りちゃんもありがとう」

「う、うん。そうね」

　何な故ぜかぎこちなく、千ち湯ゆ里りは答えた。

「夏休み明けからでいいから、魔窟の人たちとはちゃんと打ち合わせをしておくように。それと、文化祭の後に星夜祭を行うって告知は一応、生徒会としてもするつもりだけど、あなたたちも実行委員としてポスターでも作って学校中に貼るといいわ。夏休み前に印象付けておいた方がいいでしょ」

「はい、そうします。ありがとうございます」

「それじゃ、しっかりね」

　そう言うと、史ふみ恵えは立ち去っていく。

「やったな！　これって、オレたちの勝利って言っていいんじゃないか！」

　大興奮の英えい人と。

「英えい人と、まだ本番が終わったわけじゃないんだし。それに職員会議が」

「でも、コモリ先輩が言ってましたよね。職員会議も問題ないだろうって。あの人が言うならきっと間違いありませんよ」

　プレアがそう主張する。実は星せい馬まもそう思っていた。

　もちろん、実際のイベント運営には細かな打ち合わせは必要だが、最初の難関は突破できたと言えよう。

「ジュースでも買って祝杯をあげようぜ！」

「おっ、いいな」

　英えい人との提案に賛成する星せい馬ま。

「俺がおごるよ」

「いやいや、ここはオレにおごらせてくれって。丁度、小遣いもらったばかりだし」

「駄目だって！　一応、実行委員長は俺なんだし俺におごらせてよ！」

　どっちがおごるかで揉もめる二人、オロオロとするプレア。

　そんな中、千ち湯ゆ里りが口を開いた。

「はい、注目。実は皆さんに非常に重大なお話があります」

　改まった丁寧口調が、ことの重大さを予感させた。プレアはもちろんのこと、星せい馬まと英えい人との二人も静かになる。

「スクリーンにプラネタリウムの星を映し出すというアイデアは私が出したものよ。それで、機材を探してみたのだけど、安く買えるようなものは小型のスクリーンにしか対応してなくって、大勢の人に見せるとなると、専門の業者に頼むしかなかったの」

「それが、予算案にあった映像機器の貸し出し代じゃないのか？」

　英えい人との質問に、千ち湯ゆ里りが頷うなずく。

「そうよ。でも、あまりに高いと会議を通らないと思って、妥当な額を書いておいただけ。本当の値段は違うのよ」

「チユリさん、いくらなんですか？」

「……三十万よ」

　驚きよう愕がくの値段が発表された。

「どうしてそんなに高いんだよ！」

　英えい人とが吠ほえる。

「仕方ないのよ。大型スクリーンにハッキリと星々を映し出して、しかも飽きさせない演出を見せてくれる物っていうとそれしかなかったのよ」

「いや、だからってそんなこと急に言われても。せめてもうちょっと安いプランはなかったのかよ」

「無理よ。ここまでの機材運搬費や、当日にそれを操作してくれる専門スタッフの出張費も含めると、これでも安くしてもらった方なのよ」

「でも三十万って」

　千ち湯ゆ里りに文句を言う英えい人とを、星せい馬まが止めた。

「星夜祭を実現させるために、千ち湯ゆ里りちゃんが交渉してくれたんだ。ここは、素直に受け入れよう」

「わたしもセイマさんと同じ意見です」

「ありがとう、星せい馬まくん、プレアさん」

　感激の瞳で千ち湯ゆ里りが星せい馬まとプレアを見る。

「分かったよ。でも、それにしたって三十万って大金だぜ？　どうするんだ？」

「そこで、星せい馬まくん、英えい人とくん、それからプレアさん。三人に提案があるんだけど」

　千ち湯ゆ里りは、三人を見回すと、どこか楽し気な表情で言った。

「三人の夏休み、私に預けてくれない？」
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　那な智ち村の西に位置する夕神温泉。県南部随一の規模を誇り、大小合わせて四十以上もの温泉宿が点在している。自然と調和した落ち着いた雰囲気が人気だった。

　梅雨も明けた七月末。

　温泉郷の中でも大きな旅館である、『清せい流りゆう苑えん』に、プレアはいた。

　お客としてではなく、お客をもてなす仲居としてだ。実際、淡い紫色をした仲居さんの恰かつ好こうをしている。

　すぐ隣には、同じ恰かつ好こうの千ち湯ゆ里りの姿もあった。

「プレアさんには、しばらく私と一緒に行動して仕事を覚えてもらうわね。流れを覚えてもらったら、一人でお客さんの案内をしてもらうことになるから。最初は緊張すると思うけど、慣れればどうにかなるわ」

「はい、頑張ります！」

　気合い十分にプレアが答える。

「でも、わたし驚きです。まさか、チユリさんが温泉宿の若わか女将おかみさんだったなんて」

「若わか女将おかみって……」

　千ち湯ゆ里りが苦笑した。

「休みの日に少し手伝いをするぐらいで、まだそんな風に呼ばれることはしてないわ。若わか女将おかみって言うなら、うちのお母さんに当たるわね。もっとも、『若』がつくかどうかは微妙だけど」

「あら、言うじゃない。千ち湯ゆ里り。温泉郷の中じゃ、私は十分、若わか女将おかみで通ってるのよ」

　そう言って姿を現すのは、着物を着た年配の女性だ。千ち湯ゆ里りによく似ている。それもそのはず、彼女の母親で、正真正銘、ここ清せい流りゆう苑えんの女将おかみさんだ。

　千ち湯ゆ里りの父親は、調理場の責任者たる板長というポジションにいるから、仲居軍団を仕切りお客様のおもてなしをしているのは彼女だった。

「プレアさんは初めてだったわね。紹介するわ。私のお母さん」

「どうも、清せい流りゆう苑えんの女将おかみの富と和わ子こです。いつも娘がお世話になってます」

　富と和わ子こさんが軽く頭を下げる。洗練された見事なお辞儀だった。

「ど、どうも、プレア・モモベルです」

　プレアも慌てて頭を下げる。

「今回は働かせてくれてありがとうございます。わたしみたいな素性の怪しい外国人、普通は雇ってもらえないのに」

「千ち湯ゆ里りのお友達なら、素性が怪しいなんてことないわよ。少し見させてもらっていたけど、仕事に対する一生懸命さが伝わってくるわ。今後の活躍が楽しみね」

「でも、わたし不器用ですよ」

「いいのよそれで。大切なのはお客様に対するおもてなしの心なんだから。まだまだ夏は始まったばかりだけど、よろしくね」

「はい！　よろしくお願いします」

　幾分、緊張が解けた様子で、プレアが頭を下げる。

「でも、千ち湯ゆ里りからいきなり、夏休み中、友人三人を住み込みで働かせて欲しいって言われた時には驚いたわ」

「ごめんなさい、お母さん。でも、それしか方法がなくって。ひょっとして、無理させちゃった？」

「ううん、その逆よ。丁度、夏の人手が足りなくて困っていたから助かったわ。プレアさんはもちろんだけど、若い男手が二人も増えたのは大きいわね。これで夏を乗り切れそうよ」

（そうです。セイマさんとエイトさんも、この旅館のどこかで頑張っているんです。だからわたしも頑張らないと）

　二人のことを思い浮かべ、プレアは改めてやる気に火をつけたのだった。
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　実際、星せい馬まと英えい人とも頑張っていた。場所は清せい流りゆう苑えんが誇る露ろ天てん風ぶ呂ろだった。

　大きな旅館である清せい流りゆう苑えんともなれば、露ろ天てん風ぶ呂ろの大きさも半はん端ぱなかった。男湯だけでも、二十畳以上もある。

　それを二人でデッキブラシを使い磨き上げるのだから、かなりの肉体労働だ。

「千ち湯ゆ里りのやつに、夏休みを預けてくれって言われた時は何かと思ったが。まさかあいつん家で夏休み中、ずっと働くことになるとはな。しかも住み込みで」

　ゲンナリとした顔で英えい人とが愚痴る。

「夏休みは、漫画読んでゲームして、自堕落に過ごす予定だったのに。とんだ計算違いだぜ」

「仕方ないよ。ひと夏で三十万稼ぐって言ったら、これぐらいしか方法はないだろ」

　同じ恰かつ好こうの星せい馬まが、ブラシを動かしながら言う。ブラシの動きは軽快で、鼻歌なんかも歌っていた。

「星せい馬ま。お前、なんか楽しそうだな」

「楽しいよ。こういったバイトをするのは初めてだし。少なくとも家でゴロゴロしてるよりは有意義な夏休みを送れそうな気がするよ。それに──」

　星せい馬まは熱く続けた。

「この頑張りが、星夜祭の成功に繫つながるんだからさ」

　そして那な智ち村の星空が復活すると繫つなげたくなったが、それは止めておいた。英えい人とを混乱させてしまうだけだ。

「とにかく、頑張ろ。俺たちがなまけてたら、働けるよう紹介してくれた千ち湯ゆ里りちゃんの面目も丸つぶれだし」

「そーだな。少なくとも時給分はしっかり働くことにするか」

　星せい馬まの態度に感化され、やる気を見せる英えい人とだったが、

「あー、二人とも。ちゃっちゃと終わらせちゃって。その後は女性露ろ天てん風ぶ呂ろだから。それが終わったら館内のトイレを全部掃除しておくように。午後に予約のお客様がチェックインする前に廊下にも掃除機をかけてもらおうかな。それから──」

　顔を出した指導担当の従業員が、にこやかな顔をしてなかなかハードなスケジュールを次から次へと積み上げていく。

「やべ、オレ、心折れそ」

　英えい人とが再びゲンナリとした顔になったことは言うまでもなかった。
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「つ、疲れた」

　並べた座ざ布ぶ団とんにだらしなくうつぶせになり、英えい人とが呟つぶやく。

　星せい馬まもまた、疲労感を滲にじませてはいたものの、気分はわりと良かった。バイト初日を無事に終えた、達成感だった。

　時刻は夜の七時を過ぎている。仕事を終え着替えており、二人ともジャージ姿だ。

「えっと、お客様をお部屋にお通ししたらお茶を用意して。お茶の入れ方は」

　プレアは、今日一日で教わったことを書き留めた手帳を必死に読み返している。少しでも早く頭に叩たたき込めるように。

　彼女もまた仲居さんの恰かつ好こうから、ラフな恰かつ好こうへと着替えていた。

　ここは、清せい流りゆう苑えんの客室の一つだった。

　三人がここに寝泊まりするわけではない。

　星せい馬まと英えい人とは旅館から少し離れた従業員寮の一室を借りているし、プレアは千ち湯ゆ里りの家に泊まらせてもらうことになっている。

　仕事終了後、千ち湯ゆ里りにここに集合するように言われて集まったのだ。その理由はまだ分からない。肝心の千ち湯ゆ里りが来ていないのだから。

「まあ、気長に休みながら待てばいいんじゃない？　今日はこの部屋、空き部屋みたいだし」

「言われなくてもそうするよ」

　英えい人とが座ざ布ぶ団とんの上で大きく伸びをしながら、そのまま目を閉じる。

　よほど疲れていたのだろう。すぐに規則的な寝息が聞こえ始めた。

　英えい人とが眠ったならば聞かれる心配はないだろうと、星せい馬まはプレアに尋ねた。

「おそらく、地球の温泉旅館で働いた初の宇宙人としての感想を聞かせてよ」

「とっても大変でした。宇宙にも温泉旅館はありますけど、こんなにいたれりつくせりお世話してくれる旅館はありません。これが、おもてなしの精神こころなんですね。非常に勉強になりました」

　瞳をキラキラさせて、プレアが言う。

「その様子なら、初日で嫌になって辞めますってことはないか」

「もちろんです。覚えることはたくさんですし気も使いますけど、お仕事はすごく楽しかったです。チユリさんや先輩がたが教えてくれるし、困ったことがあったらすぐに助けてくれるので」

　それから、プレアは星せい馬まに尋ねる。

「セイマさんは、お仕事どうでしたか？」

「英えい人との様子を見れば、どんだけハードだったかは説明するまでもないだろ」

　苦笑しつつ答える。

「でも、プレアと同じで仕事は楽しくやれたよ。こっちの先輩たちは優しく教えてくれるって感じじゃないけどね。それでも、この苦労の先に星夜祭が……いや、那な智ち村の星空が待ってるのかって思えば、頑張れるよ」

　星せい馬まは遠い目をした。

「俺は、どうしても見たいんだ。他でもないこの村の星空を」

　真面目な表情で呟つぶやく星せい馬まに、プレアが何かを尋ねようと口を開きかける。

「お待たせ」

　そう言って部屋に駆け込んできたのは、やはり普段着に着替えた千ち湯ゆ里りだった。

　その声で目を覚ました英えい人とが起き上がり文句を言う。

「遅いぞ！」

「ごめん、ちょっとドタバタしてて」

「それで、俺たちがここに集められた理由は？」

「あ、そう。それよ。みんな、喜んで。これから一ヶ月近く頑張ってもらう励ましみたいな意味で、特別なまかない夕食をお父さんが用意してくれることになったの」

「マジか！」

　英えい人とが飛び上がって喜ぶ。

「期待してもいいわよ。うちの料理は夕神温泉一なんだから」

　千ち湯ゆ里りがそう話していると、母親の富と和わ子こさんがやって来た。後ろには、料理を持った仲居さんが数名、ついて来ている。

「待たせてごめんなさいね。すぐに準備をするから」

　たちまち、テーブルが料理で埋め尽くされる。旅館のお客に出されているような、豪華な料理だ。

　固形燃料がセットされた一人用の鍋まで用意されている。

「基本的には、旅館で今晩のお夕食として出された物ね。でも、お父さんと相談して、鍋物だけは変更させてもらったわ」

「え、それ私聞いてない。何にしたの？」

　と千ち湯ゆ里りが尋ねる。

「ボタン鍋よ」

　富と和わ子こさんが笑顔で答える。

「ちょっ、お母さん！　どうして!?」

　何な故ぜか千ち湯ゆ里りが慌てる。

「あら、何を慌てているのかしら？　うちでも特別メニューでお出ししているものじゃない」

「それはそうだけど」

　複雑な表情を浮かべる千ち湯ゆ里り。

「セイマさん、地球人はボタンを食べるんですか？　わたし、知りませんでした」

　プレアが小声で尋ねる。

「あんな固い物でも、調理すれば食べられるんですね。非常食にいいかもしれません。あっでもボタンを食べてしまったらお腹はどうなってしまうんでしょうか。地球の服の構造考えると、ボタンを食べてしまったら服によってはセクシーに──」

「服のボタンじゃないって。ボタン鍋は、イノシシの肉の鍋だってこと」

　星せい馬まがプレアの終わることのない誤解を解く。

「オレ、ボタン鍋って初めてだな。なかなか食べる機会がないから。スゲー美う味まいって聞いてるぜ」

「はい、じゃあ火をつけるわよ」

　着火装置で、各自の固形燃料に火がつけられる。

「火が消える頃になったら食べ頃よ。あと飲み物はここにあるから自由に飲んで頂戴ね。足りなくなったらフロントに電話をすればすぐに追加を持ってくるわ」

　富と和わ子こさんはそう言ったが、その必要はなさそうだった。ウーロン茶にオレンジジュース、それから炭酸入りのジュース。それらの量は四人で飲む分にはどれも十分に思えた。

「それじゃ、後は千ち湯ゆ里り、任せたわよ」

　富と和わ子こさんが仲居さんたちと出ていく。

「じゃあ、食べましょうか」

　豪華すぎるまかない夕飯の始まりだった。

「やべ、どれもうめー。清せい流りゆう苑えんの料理は評判がいいのも頷うなずけるぜ」

「ありがとう」

　家の料理を褒められ、千ち湯ゆ里りが嬉うれしそうな顔をする。

「星せい馬まくんとプレアさんはどう？」

「すっごく美お味いしいぞ」

「はい、わたし、感激です」

　本当に泣き出しそうな勢いのプレアだ。

　自然と今日の仕事の話に花を咲かせていると、小鍋からいい香りが漂ってくる。

「そろそろボタン鍋の方も完成ね」

　率先して千ち湯ゆ里りが蓋を開けると、肉と野菜がいい具合に煮込まれていた。まさに食べ頃だった。

「う、うめー」

「う、美う味まい」

「美お味いしい」

　豚肉よりもずっと筋肉質で濃厚な味に、感激する三人。

「このイノシシ肉、どうしたんだ？　千ち湯ゆ里りの親おや父じさんが山で猟でもして調達してきたのか？」

「さすがにお父さんには無理よ。猟りよう友ゆう会かいと仲良くして、いいものが入ったら優先的に売ってもらうようにしてるの。このあたりには、イノシシやクマ、カモなんかもいるから、わりと肉も手に入れやすいのよ」

「クマまでいるのかよー。こえー。でも、イノシシがこんなに美う味まいんだから、クマだって美う味まいんだろーな」

　感心しながらボタン鍋を空っぽにする英えい人との隣で、何な故ぜか星せい馬まは箸を片手に動きを止めていた。

「どうしたんですか？　セイマさん」

「いや、今の千ち湯ゆ里りちゃんの話を聞いて、何かちょっと心にひっかかるって言うか、思い出せそうって言うか」

「な、何？　星せい馬まくん！」

　千ち湯ゆ里りが、前のめりになって星せい馬まに尋ねる。

「何を思い出せそうなの？　教えて！」

「うーん」

　しばし悩んでから、星せい馬まはあっと声を上げた。

「カモだ！」

「カモ？」

「昔、うちのじいさんが猟友会の知り合いからカモ肉をもらってきたことがあるんだ。それを鍋にして食べたんだけど、ガキって何かを嚙かんだんだ。吐き出してみたら、小さな鉄の弾だったんだ」

「それって、カモを仕留める時に使われた散弾ってことか？　何か生々しいな」

「命をいただいてるって感じがすごくします。このボタン鍋も、感謝して食べないといけませんね。イノシシと、そして料理をしてくれたチユリさんのお父さんにも」

「カモ……ね」

　ガッカリと千ち湯ゆ里りが肩を落とす。

「まあ、そんな簡単には無理よね。そのうち、きっとそのうちよ」

　自分自身に言い聞かせるように、千ち湯ゆ里りは言葉を繰り返した。

「さ、食べて食べて。今のうちからしっかり栄養をつけておかないと、この夏は乗り切れないわよ。これからどんどんお客さんも増えて、お盆のピーク時なんか温泉郷全体がお客でごった返すんだから」
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　瞬またたく間に一週間がたった。

　季節は八月となり、本格的な夏の到来だった。

　降り注ぐ真夏の太陽。近隣の山から響くうっとうしいまでのセミの鳴き声。

　まさに、夏がキタ────って感じの毎日。

　千ち湯ゆ里り、プレア、星せい馬ま、英えい人との四人は、日々忙しさを増していく旅館の仕事を必死になってこなしていた。

　最初は千ち湯ゆ里りと行動をともにしていたプレアだったが、数日で大体の仕事を覚えたため、今では一人で、担当のお客さんのお出迎え、お部屋への案内、お茶入れまでこなせるようになっていた。

　その間、沈黙が訪れないよう小粋なトークもマスターしている。北欧出身の（ということになっている）プレアが仲居をしていることは珍しいようで、宿泊客からも人気だった。

　英えい人とと星せい馬まも、大浴場の掃除に館内の掃除、その他力仕事、ありとあらゆる雑用に駆り出されている。

　そんな感じに、皆がめまぐるしい日々を過ごす中。

　思わぬ人物が、清せい流りゆう苑えんを訪れたのだった。




　　　★




「たたた、大変ですよ！」

　血相を変えたプレアが、休憩室へと飛び込んできたのは、そろそろ夕方になろうという時間だった。

　たまたま休憩時間だった星せい馬まと英えい人とが、菓子パンと飲み物で栄養補給をしていた。

　プレアの尋常でない慌てっぷりに、思わず身構える星せい馬まと英えい人と。

「どうしたんだ？　プレア」

「大変なんです。来ちゃったんです！」

　この時、星せい馬まと英えい人との頭では全然違う予測が立てられていた。

（芸能人でも来たのか？　でもって、ここでドラマの撮影でもするとか）

　と英えい人と。

（火星人でも攻めてきたのか？　でもって、ここを前線基地に地球征服を始めるとか）

　と星せい馬ま。

　しかし、どちらも違っていた。

「コモリ先輩が来ちゃったんです！」

「小こ森もり先輩が？　一体何しに？」

　星せい馬まの質問に答えたのは、いつの間にかやって来ていた千ち湯ゆ里りだった。

「もちろん、清せい流りゆう苑えんのお客としてに決まってるでしょ」

　さほど大騒ぎすることではないと、ふうと息を吐く。

「プレアさんがドタバタ走り回ってるから何かと思ったけど、小こ森もり先輩のことだったのね。別に珍しいことじゃないのよ。先輩の家、温泉が好きで夏と冬に一泊二日で利用してくれてるの。もう何年も前からね。ありがたい常連さんだわ」

「そうだったんですか。わたし、慌てすぎちゃいましたね」

　少しだけ反省するプレア。

「でも、星夜祭のことではお世話になりましたし、夏休み明けもお世話になると思いますし、何かした方がいいんじゃないでしょうか？」

「何かって？」

「特別なおもてなしですよ。例えば、ご家族全員にマッサージをしてあげたり。あっ、わたしたちで余興をして見せるというのもいいかもしれませんね」

「そんなことはしなくてもいいわ。ちゃんと常連客特典として、ソフトドリンク飲み放題のサービスはあるんだし。特別扱いされても向こうも困るわよ」

　千ち湯ゆ里りがやんわりとプレアを抑えてくれて、星せい馬まはホッとした。妙に行動力のあるプレアだから、放っておくと本気で宴会芸をしかねないからだ。もちろん、星せい馬またちも巻き込んで。

「はい、話は終わり。プレアさん、お仕事に戻って戻って」

　プレアを連れて、千ち湯ゆ里りが休憩室を出ていく。

「館内は広いから会わずに終わるってこともあるけど、もし見かけたら挨拶ぐらいしないとな。英えい人と」

「……」

「英えい人と？」

「え、ああ。悪い。そうだな、挨拶ぐらいしないとな」

　どこか上の空といった様子で英えい人とは呟つぶやいた。

「そっか、史ふみ恵え先輩。来てるのか……」
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　小こ森もり先輩こと、小こ森もり史ふみ恵えとの遭遇は、思いの外、早かった。

　男子風ぶ呂ろから、使用済みのタオルを回収し星せい馬まと英えい人とが出てきた時だった。

「今いま村むらくんに橋はし本もとくん。お疲れ様」

　声をかけられる。見ると史ふみ恵えがいた。これから大浴場に向かう途中だろう。浴衣ゆかたがよく似合っている。

「あ、どうも。小こ森もり先輩」

「ど、どうも」

　星せい馬まが笑顔で挨拶をする。何な故ぜか英えい人とが緊張した面持ちでそれに続いた。

「園その山やまさんから聞いたわよ。プレアさんも含めて三人でバイトをしているそうね」

「はい」

「でも、どうしてそこまでして稼がなければいけないのかしら？」

「それは……」

「もしかしなくても、星夜祭関係？　予算が足りなかったとか？」

　いきなり真相を見破られ、星せい馬まは大いに慌てる。

「えっとですね、それはその……」

「出された予算案と実際にかかる費用が違うのは問題だけど、気付かなかったことにするわ。だって今の私は生徒会長ではなく、温泉を楽しみに来たただのお客だから」

　優しく微笑ほほえむと、史ふみ恵えは女湯の中へと入っていった。

「ふう、助かった。先輩には全部、お見通しだったみたいだな」

「……」

　英えい人とが固まっていた。

「英えい人と、早く行こ」

「……いいっ！」

　たっぷりと溜ためた後、英えい人とは実感を込めて言った。

「やっぱいい！　グッと来た！　来た！　来た！　来た！」

「おい、英えい人と。どうしたんだよ」

「いや、星せい馬ま。実はここだけの話なんだけどな。オレ、入学した時からずっと、史ふみ恵え先輩のこといいなって思ってたんだ。今回、星夜祭がらみで接点ができて嬉うれしく思ってたところに、思いがけない出会いだろ？　しかも見たか？　あの浴衣姿。最高にイケてたじゃねーか。もうオレ、ドキドキが止まらねーよ」

　大興奮で英えい人とが語る。

「ああ、ひょっとしてこれって、神様がオレに行けって言ってるのかも」

「行けって？」

「史ふみ恵え先輩にコクれってこと！」

「何を馬鹿なことを」

　思わず失笑してしまう星せい馬まだったが、

「それ、絶対神様が言ってますよ！」

「少なくとも、チャンスであることは間違いないわね」

　英えい人とに賛同する声が上がる。

　プレアと千ち湯ゆ里りの二人だった。使用済みのタオルを抱えていた。二人も星せい馬またちと同じように、女子の大浴場のタオル回収に訪れていたようだ。

「今日の仕事はもうこれで上がれるし、みんな、作戦会議をしましょ」

「そうですね。作戦会議が必要です！　名付けて、エイトさん、夏休みドキドキ告白大作戦です！」
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　仕事を上がった四人は、それぞれ着替えを済ますと休憩室へと集合した。幸い他に誰もおらず、作戦会議を行うにはもってこいだった。

「私の考えた作戦はこうよ」

　大張り切りで、千ち湯ゆ里りが説明を始めた。

「小こ森もり先輩の部屋の食事が終わって、少ししたら、先輩に連絡を入れるの。星夜祭の運営のことでアドバイスをもらいたいから今から少し話せないかって」

「なるほど、コモリ先輩ならきっと来てくれますね」

　プレアが確信を込めて頷うなずく。

「まずはロビーに呼び出すのが自然ね。ソファーもテーブルもあるし。でも、告白するならもっとロマンチックな場所がいいわね。最上階のラウンジなんか最高よ」

「それなら最初からラウンジで待ち合わせたらどうなんですか？」

「それはダメよ。ちょっと不自然だもん。ロビーからいかにしてラウンジに繫つなげるか……まあ、それはこっちでどうにかするわ。ロビーを落ち着けない空間にするから、仕方ないってことで最上階のラウンジに移動して頂戴。那な智ち村だから、星空を眺めるわけにはいかないけど、夕神温泉郷の夜景を楽しむことができるわ」

「おおまかな流れは分かったが……問題がある。オレは史ふみ恵え先輩のメールアドレスも番号も知らないぜ」

「実際に呼び出してラウンジまで誘導する役目は星せい馬まくんにやってもらうわ」

　いきなり言われたものだから、星せい馬まは大いに驚く。

「えっ、俺が？」

「星夜祭の運営についての相談なんだから、実行委員長の星せい馬まくんが尋ねるのが自然だわ。それに、番号教えてもらってるんでしょ？」

「そりゃあまあ、そうだけど。でも、それからどうやって英えい人との告白に繫つなげるんだ？」

「ラウンジで適当に話を聞いたところに、偶然を装よそおって英えい人とくんが加わるの。後は星せい馬まくんがさり気なくフェードアウトするってわけね」

「お腹なかが痛くなったことにすればいいんじゃないでしょうか？　そうすれば自然ですし」

　とプレア。

「自然なのかそれ？　それに、腹痛って……何か恥ずかしいし」

「我慢してください。セイマさん。エイトさんの幸せのためです」

　プレアが両手を握りしめ、えいっとガッツポーズを決める。

「分かったよ。その路線でいってみる。でも英えい人と、本気の本気でやるんだな」

　星せい馬まは英えい人との意思を確認した。

「ああ、やる。オレ、史ふみ恵え先輩にコクるから。この決心に変わりはないから」

「分かった。それなら俺も全力で協力しようじゃないか」

　プレア命名の、『エイトさん、夏休みドキドキ告白大作戦』はこうしてスタートしたのだった。




　　　★




「せっかくの家族の団らんを邪魔するみたいだけど、これも英えい人との為ためだしな」

　そう呟つぶやくと、星せい馬まはスマホを取り出した。

　史ふみ恵えへとかける。２、３コール後、すぐに史ふみ恵えが出た。

『もしもし、今いま村むらくん？　こんな時間にどうしたのよ』

「夜遅くにすみません。あと、夏休み中にすみません。温泉旅館満喫中にすみません。本当にすみません」

　とりあえず謝り倒してから、星せい馬まは用意していた本題に入った。

「実は、星夜祭の運営のことで相談したいことがありまして。今、ロビーにいるんですけどほんの少しでいいので出てきてもらえないでしょうか？」

『別にいいわよ。ロビーね。すぐに行くわ』

　通話が切れる。

「小こ森もり先輩……すぐに来てくれるって」

　星せい馬まの報告に、目の前にいたプレアと千ち湯ゆ里り、英えい人とのテンションが上がる。

「じゃあ、私たちはラウンジに先回りしているわ」

「待て、ロビーで話そうってことになったら」と星せい馬ま。

「大丈夫よ。ほら」

　千ち湯ゆ里りが指し示したロビーのソファーは、おばちゃんたちで埋まっていた。

　私服姿だったが、それがホテルの従業員たちであることは顔を見れば分かる。

「理由を話して協力してもらったの」

「どんどん大がかりになっていくな」

　自分が告白するわけでもないのに、星せい馬まは胃が痛くなった。

「じゃあセイマさん、コモリ先輩の誘導、よろしくお願いします」

「星せい馬ま、オレがバトンタッチするまで、頼んだぜ」

　三人がエレベーターに乗ってロビーを後にする。

　入れ違いになるように、別のエレベーターから浴衣ゆかた姿の史ふみ恵えが現れた。

「お待たせ」

「いいえ、わざわざありがとうございます。それで、ロビーで話そうと思ったんですけど……なんか一杯みたいで」

「本当ね」

「面倒でなければ、上のラウンジに行きませんか？　あそこ、この時間なら意外と空いてるんで」

「別に私はどこでもいいわよ」

　何の疑いも抱かず、史ふみ恵えは了承してくれる。

　史ふみ恵えが使ったエレベーターにそのまま乗り、最上階のボタンを押した。

　しばしの後、最上階のラウンジに到着する。

　少し薄暗いラウンジは、まだ夕食後まもないということでそこまで込み合ってはいなかった。

　と、星せい馬まのスマホにメールの着信が。見ると千ち湯ゆ里りからだった。




『奥の窓まど際ぎわの席に案内して』




　奥の窓まど際ぎわの席へと史ふみ恵えを連れていく。

　すぐにスタッフが注文を取りに来る。

「何か飲みますか？」

「でも、高いでしょ？」

「大丈夫です。従業員割引ありますから」

「そう。それじゃオレンジジュースを」

「俺はコーラでお願いします」

　すぐに飲み物が運ばれてきた。

　軽くオレンジジュースで喉を潤してから、

「それで、相談したいことって」

「はい、それなんですけど」

　一応、それらしい相談事は考えてきていた。

「星夜祭は一応、自由参加ってことになってるじゃないですか？　文化祭の閉会式と後夜祭が終わった後のイベントですから、当然帰っちゃう人もいますよね。ほとんど誰も来なかったらどうしようかなって」

「そんなことを今更考えていたの？」

　史ふみ恵えが軽く笑う。

「そうなった時はもう仕方がないじゃない。やると決めた以上、たとえ観客が数名しかいなくてもやり遂げなくっちゃ」

「ですよね」

「でもね、今いま村むらくん。あくまでこれは私の予感なのだけど、そこそこの生徒は集まるような気がするわ」

「どうしてですか？」

「そもそも、こういったイベントに興味がない生徒は閉会式や後夜祭にも参加せずに帰ってしまうのよ。残っている生徒は、まだまだお祭りを楽しみたいって気持ちが少なからずあるはずよ。場所が離れているならともかく、校庭なんだから、どんなものか覗のぞいていこうって思うのが普通じゃないかしら？」

　冷静な分析だった。

「少なくとも私は、生徒会のメンバーを連れて行くわ。あと、体育館での後夜祭が終わった後、星夜祭のこともアナウンスするつもりだし」

「ありがとうございます！」

　作戦のことも忘れ、星せい馬まは心の底から感謝し頭を下げた。




　　　★




　最上階にある男子トイレにて、英えい人とは顔を洗っていた。紙タオルで顔を拭くと、両手でパシンと両頰を叩たたく。

「よっしゃあ！　男、橋はし本もと英えい人と。いっちょやってやるか！」

　気合いを十分に高め男子トイレを出たところで、英えい人とは若い女性たちに囲まれた。

　清せい流りゆう苑えんで働く若い女性の仲居さんたちだ。労働時間外なので、私服姿の女性も多くいる。

「聞いたわ！　英えい人とくん。告白しちゃうんだって!?」

「だったら先に言わせて。私、英えい人とくんのこと本気で……」

「抜け駆けはなしよ。みんなで一緒に言おうって決めたでしょ」

「そうね、せーの」

　声をそろえて言った。

『英えい人とくん、好き!!』　×　無数




　　　★




「ちょっと、英えい人とくんは何やってるのよ。もうそろそろ登場してもいい頃なのに」

　ラウンジにて、柱の陰から星せい馬まと史ふみ恵えの動向を見守りつつ、千ち湯ゆ里りが不満気に言う。

「確かトイレに行ったんでしたよね。気合いを入れるために顔を洗いたいって。わたし、ちょっと様子を見てきます。」

　ラウンジを後にしたプレアだったが、すぐに慌てた様子で戻ってきた。

「どうだったの？」

「エイトさん、たくさんの女の人に囲まれてて、告白されてました。放してもらえないみたいです」

「何てこと、英えい人とくんがうちの若い仲居さんたちに人気なのは分かってたけど、このタイミングで一気に猛攻をかけるなんて」

　理由はすぐに思い当たった。

「熊くま谷がいさんたちだわ」

　ロビーの占拠をお願いしたおばちゃんたちのことだ。快く引き受けてくれたが、彼女たちのネットワークを失念していたのだ。ついでに、お喋しやべりで噂うわさ好きってことも。

　おばちゃんネットワークから情報が伝わり、英えい人とに好意を抱いていた若い仲居さんたちが告白を阻止すべく一丸となって動いたのだろう。

「こうなったら私が行って英えい人とくんを連れ出してくるわ」

「そんな……。チユリさん、あの中に入っていくのはあまりにも危険ですよ！　下手をしたら命の危険も」

　深刻度１００パーセントな表情でプレアが言う。

「そうも言ってられないでしょ。とりあえず星せい馬まくんにメールしてっと」

　スマホを操作してから、千ち湯ゆ里りは行動を開始した。

「行くわ」

「わ、わたしもお供します！　エイトさんを連れて、ともに生還しましょう！」




　　　★




（遅い……）

　心の中で何度呟つぶやいたか分からない言葉を、星せい馬まは繰り返した。

（もう英えい人とが来てくれていいはずなのに。何やってるんだよ）

　と、スマホが振動する。

「失礼します」

　史ふみ恵えに断ってから確認する。千ち湯ゆ里りからのメールだった。




『もう少しだけ持ちこたえて！』




（そんな無茶な！　もうこっちは限界だって！）

「それで、他に聞きたいことは？」

「えっと……」

　すでに用意しておいた質問のストックは使い果たしてしまっているから、星せい馬まは言葉に詰まる。

「ないなら、私、部屋に帰らせてもらうわよ。お母さんともう一度、お風ふ呂ろに行く予定だから」

　席を立とうとする史ふみ恵えに、

「ちょちょちょ、ちょっと待ってください！」

　星せい馬まは慌てて止めた。だからと言って、気の利きいた質問が出てくるわけではない。

　苦し紛れの星せい馬まの口から飛び出したのは、

「と、年下の彼氏ってどうでしょうか!?」

　そんな核心に迫るものだった。

「えっ？」

　さすがに少し驚いた顔をする史ふみ恵え。

（俺、何てこと聞いてるんだよ）

　だけど言ってしまったものは仕方ない。強引に言葉を続ける。

「年下って言っても一つだけなんですけど。もし告白されたら、やっぱり即却下ですか？」

「それは、相手にもよるけど。今いま村むらくん、あなた、一体何を？」

　もはや誤魔化せないと、星せい馬まは白状することにした。

「すみません、小こ森もり先輩。星夜祭のことで相談したいってのは口実で……いえ口実って言っても本当に聞きたかったこともあって、おかげですごく助かりましたけど。でも本当の目的は……（英えい人とが）告白するためなんです」

「こく……はく……。私に？」

「もちろん、他に誰がいるんですか」

「ど、どうして私なんかに？」

「だって、小こ森もり先輩は美人じゃないですか。バリバリ仕事をこなして恰かつ好こういいし、すごく力を貸してくれるし。（英えい人とが）好きになるのも当然のことだと思います」

「そう……」

　史ふみ恵えの顔が赤く染まったのは、今になって温泉の効果が出たわけではなかった。

「ごめんなさい。突然のことで、どう対処していいか分からなくて。そっか、そうだったのね。さすがにそれは、想定していなかったわ」

　戸と惑まどいながらも史ふみ恵えは嬉うれしそうだった。

「こちらこそすみません。突然おかしなこと言っちゃって。でも、（英えい人とは）間違いなく本気なんです」

「まいったわね。生徒会でどんな難しい議案を出されてもこんなには緊張しないのに」

「改めて聞きます。年下じゃ駄目でしょうか？」

　もうこうなったら、せいぜい英えい人とのための地ならしをしておこうと星せい馬まは必死だった。

「駄目……じゃないわ。相手にもよるけれど」

『例えば、英えい人となんてどうですか？』

　と尋ねるよりも前に、史ふみ恵えが言葉を続ける。

「どちらかと言えば……ううん、正直に言っちゃえばかなり気に入っている方だとは思うわよ。絶対に無理だと思っていた星夜祭を実現させてしまいそうなのだもの。私も星夜祭には少し憧れもあったから、正直、嬉うれしいと思うわ。その行動力は尊敬するし、クセの強い魔窟の人たちを味方につける実行力には本当、感心したもの」

「そうですか？」

「それに、ここだけの話、外見もちょっとタイプだったりするのよ」

（よっしゃ！）

　と星せい馬まはガッツポーズを決めた。

「でも、意外だったわ。てっきり、留学生のプレアさん狙いだと思っていたから」

「（英えい人とが）プレアを？　それはありませんって。ただの友達ですって」

「そう、それなら、私に断る理由はないわね」

　うんと、史ふみ恵えは頷うなずいた。

「今いま村むら星せい馬まくん。私はあなたの告白を、受け……」

「星せい馬ま、すまん！　待たせた！」

　主役の登場だった。若い仲居さんたちにもみくちゃにされ服が乱れていたものの、いまだ気力は衰えてはいない様子だ。

　すぐ後ろには、千ち湯ゆ里りとプレアの姿もあった。英えい人と救出の際、かなり苦労したことは乱れた服装や髪形、疲れ切った表情から明らかだった。

「痛たたたたた、俺、急に腹痛が。ト、トイレに」

　わざとらしく芝居を始める星せい馬まに、

「星せい馬ま、もういい！　下手な小細工はなしだ。オレ、行くから！」

　障害を乗り越えてきたことで、英えい人とのテンションは爆上がりしていた。

「朗報だ。小こ森もり先輩、英えい人とのこと高く評価してたぞ。それに、けっこうタイプだって」

「本当か!?　よーし！」

　史ふみ恵えに向かって右手を突き出す。

「史ふみ恵え先輩、ずっと前から好きでした！　オレと付き合ってください！」

「え？　え？　え？　え？」

　一瞬パニックを起こす史ふみ恵えだったが、そこは那な智ち高校が誇る聡そう明めいな生徒会長様だ。

　すぐにことの次第を把握する。もちろん、自分の勘違いについても。

「そう、そういうことだったのね」

　大きく息を吸い込むと、

「全力でごめんなさい！　それと！」

　英えい人とに向かってキッパリと断ると、今度は星せい馬まを睨にらんだ。

「今いま村むらくんは、ちゃんと主語を付けて話すように！」




　　　★




　休憩室にて、ジュースとお菓子による残念会が行われていた。

　英えい人とがショックで机に突っ伏してしまっている。

「絶対上う手まくいくと思ってたのになあ」

　不思議そうに呟つぶやく星せい馬ま。

「それに、主語を付けて話せって、どういう意味なんだろう？」

「どういう意味なんでしょうね？」

　星せい馬まとプレアが仲良く小首を傾かしげる。

「何となく想像はつくけど、ここでは言わないようにしておくわ。ちょっと面白くない気分だしね。まさか、小こ森もり先輩が……だったなんて」

　ブツブツと呟つぶやく千ち湯ゆ里り。

「燃え尽きた……オレ、家に帰りたい」

　泣き言を吐く英えい人とに、

「元気出しましょうよ、エイトさん。きっといいことがありますよ。気持ちを切り替えて、また明日からお仕事を頑張りましょう」

　プレアが、精一杯に励ました。




　　　★




　そんな感じに、青春を満喫しつつ、それから先も星せい馬またちの忙しい日々は続いた。

　清せい流りゆう苑えんの仕事だけでなく、若い人手が必要だとあちこちの行事に駆り出されたりもした。

　気付けば、繁忙期であるお盆終了まで、あと数日という段階に迫っていた。




　　　★




「ふー」

　清せい流りゆう苑えん本館と従業員宿舎の間にある自販機脇のベンチに座って、星せい馬まは缶ジュースを飲んでいた。

　時刻は午後の九時を過ぎている。

　今日の仕事はすべて終了し、従業員寮で風ふ呂ろにも入ったところだった。喉が渇いてどうしようもなかったため、こうやって寮を出てきている。

　ちなみに英えい人とは力尽き、寮で爆睡中だった。

　日中は照り付ける真夏の太陽で気温もグッと上昇する那な智ち村だったが、夜ともなれば気温も下がる。実際、蒸し暑さは感じず、風が心地よいほどだった。

「もうこのバイトも、あと少しかー」

　大変ではあったが、楽しかったのも事実だから少し寂しく感じる。

　ちょっとした合宿気分が味わえたような気がした。もっとも、かなりハードな合宿ではあったが。

　そんな風に、星せい馬まが物思いにふけっていると……。

「あれ、セイマさんじゃないですか」

　聞きなれた声。見るとプレアがいた。彼女もまた、仲居姿ではなく普段着を着用。

「プレア、どうしたんだ？」

「ちょっと喉が渇いたので」

　プレアは千ち湯ゆ里りの部屋で寝泊まりさせてもらっている。千ち湯ゆ里りの家族の家も同じ敷しき地ち内にあるから、手近の自販機はこれになるのだ。

「ご一緒していいですか？」

「別にいいぞ」

「ありがとうございます」

　プレアは、自販機でペットボトルのお茶を買うと星せい馬まの隣に座った。キャップを開け、喉を潤す。

「ちゃんと計算してないけど、こんだけ働いたならもうそろそろ三十万に到達するんじゃないか？　星夜祭が楽しみだな」

　笑う星せい馬まに、プレアは改まって言った。

「セイマさん。本当にありがとうございました」

「お礼を言うなら千ち湯ゆ里りちゃんにだよ。俺たちがここでバイトできるよう段取りしてくれたんだから。後、文句言いながらも頑張ってる英えい人とにも」

「もちろん、チユリさんにもエイトさんにもお礼は言わなくちゃなりません。でも、一番はやっぱり、セイマさんなんです。セイマさんがいなかったら、二人もきっと力を貸してくれませんでした」

　それにと、プレアは続ける。

「セイマさんは、わたしの正体を知っても秘密にしてくれました。それどころか、星夜祭を復活させるために本当に頑張ってくれました。星夜祭の目途がついたのも、セイマさんのおかげなんです。もしあの時、セイマさんの記憶を消してたらと思うと正直、ゾッとしますよ」

「まあ、記憶を消されてたら間違っても、手伝おうなんて思わなかっただろうからなあ」

「セイマさんは、この村の星空に何か特別な想おもいでもあるんでしょうか？」

　プレアがそんな質問をする。

「え、どうして？」

「最初に、星空ど、童貞だから。まだ生の星空を見たことないから復活させたいって言ってましたよね」

　童貞って部分を、恥ずかしそうにプレアが言う。

「でも、あれってちょっとおかしい話なんです。だって那な智ち高の校舎は隣の飯波市との境のすぐ近くにあるんですよ。帰り道、ちょっと足を延ばせばすぐに隣町に行けて、星空なんて見放題です。それから、バイトの最初の日の夜、特別メニューのまかないご飯を食べさせてもらうため客室に集合していた時、セイマさん、ハッキリと言いました。『この村の星空を見たい』って。つまりセイマさんが見たいのは、どこの星空でもなく、この村の星空なんだなってあの時思ったんです。その理由を、ちょっと知りたくって」

「プレアって、意外と注意力があるんだな」

　と感心する。

「プレアの推理は当たってるよ。これまで星空を見るチャンスはいくらでもあったけど、意図的に避けてきた部分もあるんだ。最初に見るのは、この村の星空にしたいって強い気持ちがあったから」

　星せい馬まは一息ついてから、

「俺ん家さ、母ちゃん、いないんだ。俺が生まれてすぐ、死んじゃったから。正直、記憶もないぐらい」

　星せい馬まの重い告白に、プレアが言葉を失う。

「そう……だったんですか」

「俺の星せい馬まって名前は、母ちゃんが、俺が生まれる前に決めてた名前なんだって。母ちゃんは那な智ち村生まれの那な智ち村育ちで、この村の星空が本当に好きだったから、子供に『星』って漢字を入れたいって強く言い張って。それで星せい馬まって。星の見えない村なのに、そこで生まれた子供が星の馬って、笑っちゃうよな」

　軽く笑ってから、星せい馬まは真剣な顔で続けた。

「だから俺は、星空が見たくてたまらなかったんだ。母ちゃんが、俺の名前に入れたくなるぐらいに美しい、他のどこでもない那な智ち村の星空を」

　星が何も見えない、月だけの殺風景な夜空を見上げる星せい馬ま。

「ごめんな。湿っぽい話をして」

　隣に顔を向けると、

　だば───────！

　プレアは水道の蛇口を全開にしたかのような勢いで涙を流していた。

「そんな理由があったなんて……うっ、うっ」

「そ、そんなに泣かれても困るから。むしろ引くから。ティッシュ……はないか。じゃあハンカチは」

　あちこちポケットをまさぐるが、入れてないものが出てくるはずがない。

（くっ、こんなことなら魔窟のマジシャン愛好会に入っておけば良かった。そしたらハンカチなんてポケットからいくらでも出てくるのに）

　それだって、事前にちゃんと仕込んでおかなければならないことなのだが、泣いている女の子を前に余裕のない星せい馬まはそこまで考えられなかった。

　ひたすらあたふたする星せい馬まの前で、プレアはポケットからハンカチを取り出すとそれで涙を拭き、おまけにずびーと鼻をかんだ。

「失礼しました。セイマさんにとって、悲しい過去を思い出させてしまって」

「いや、悲しいってほどのものじゃないから気にしないように。本当、大昔の話で、俺は覚えてもいないんだから」

　プレアが泣なき止やんでくれたことに、星せい馬まはホッとして言う。

「それよりも、俺の方からお礼を言わせてくれよ。だってプレアは、星空を復活させてくれるんだから。この村の星空を見たいっていう俺の願いを叶かなえてくれるだけじゃない。星空が復活したらたくさんの人が喜ぶはずだ。本当、プレアのおかげだよ」

「セイマ……さん」

　プレアは、うつむいた。

「……違うんです」

「え？」

「わたしは、感謝されるような宇宙人じゃありません。この村の星空を復活させるのは、やって当然のこと。いや、やらなくちゃいけないことなんです。だって、この村の星空を奪ったのは……他の誰でもなく……」

　プレアが何かを打ち明けようとしているのは伝わってきた。それが、彼女にとって非常に言いづらい内容だということも。

「別にいいよ、理由なんて」

　吐き出されようとしていたプレアの言葉を、星せい馬まは優しく遮った。

「どんな理由で星空が見えなくなったのかなんて、もういいんだ。プレアは、星空を復活させてくれる。俺にとってはそれがすべてで、それだけでもう、十分なんだから」

　優しい声でそう告げると、静かに微笑ほほえんでみせる。

「セイマさん」

「さて、それじゃ俺、寮に戻るよ。明日も早いしね。プレアも早く休みなよ」

「はい」

　立ち上がった星せい馬まは、手にしていた空き缶を捨てると従業員の寮の方へと戻っていく。

「セイマさん」

　涙で濡れた瞳で、プレアは星せい馬まを見送った。

　何だかむず痒がゆいようなドキドキをプレアは感じていたが、その正体が何なのかまでは分からなかった。




　　　★




　チェックアウトの客の見送りが終わり、次のお客が来るまでの数時間が、いわゆる大掃除タイムだった。

　連泊の客もいることはいるが、大抵は観光のために外に出ている。

　この時をチャンスとばかり、館内の共用部分の掃除機掛けや棚の拭き掃除が始まる。

　手の空いている仲居さんも、この掃除には加わるのが清せい流りゆう苑えんのルールだった。

　プレアも、ロビーに置かれているガラステーブルをピカピカに磨いていると、

「よーし、次はここだな」

　業務用の巨大な掃除機を持って星せい馬まがやって来た。コンセントを繫つなぐと、慣れた様子で掃除を始める。

　別に珍しい光景ではない。これまでだって、こうやって大掃除タイムに星せい馬まの姿を見かけたことはあった。

　近くに来れば二、三言葉をかけることはあるものの、基本は自分の仕事に集中をしていたはずだ。

　だけど今日のプレアは、違っていた。

　気付くと掃除の手が止まり、星せい馬まの姿を目で追ってしまっていた。

（セイマさん、頑張ってるんですね。あんなに大きな掃除機を自由自在に操って、すごいです）

　ついポーッとなって星せい馬まのことを見てしまう。

「大丈夫ですか？　どこか具合でも悪いようなら休んでいても」

　先輩の仲居さんに心配されてしまう。

「いえ、大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

　プレアは慌ててテーブル拭きへと戻った。

「今はお掃除に集中しないと。お掃除に集中しないと」

　そんなプレアの様子を、少し離れた場所で拭き掃除をしていた千ち湯ゆ里りが見ていた。

「プレアさん、まさか」

「ライバル登場……といったところかしら？」

　千ち湯ゆ里りの背後で声がする。振り向くまでもなく、清せい流りゆう苑えんの女将おかみさんこと千ち湯ゆ里りの母親、富と和わ子こさんだ。

「星せい馬まくん、なかなかいいじゃない。掃除の手て際ぎわもいいしやる気も十分、笑顔で挨拶もできるし、厨ちゆう房ぼうの手伝いを見る限り、筋も悪くないそうよ」

「もうっ、何勝手に査定してるのよ！」

「ぼやぼやしてないで、さっさと行動に移しなさいって言っているの。せっかく初日にボタン鍋まで用意したんだから。あれは、みんなへのお礼でもあればあなたへの激励でもあったのよ」

「……そんな気はしてたけど」

「とにかく頑張りなさい。長いようで短い、それが若者の夏なんだから」

　人生の先輩の顔をして富と和わ子こさんが言う。

「それと──」

　富と和わ子こさんが千ち湯ゆ里りに何かを告げた。

「えっ！」

　千ち湯ゆ里りが驚きと喜びで、目を大きく開いた。
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　その日の昼過ぎだった。

　比較的仕事の少なかった時間を見計らい、千ち湯ゆ里りが星せい馬ま、プレア、英えい人との三人を呼び集める。

　場所は清せい流りゆう苑えんの裏手の開けた場所だった。

「はい、注目。重大な話があります」

　もったいをつけてから、千ち湯ゆ里りは大々的に発表した。

「皆も頑張ってくれているご褒ほう美びとして、今日の夕方からは完全自由時間になりました。是非、お祭りに参加してくださいとの、女将おかみさんことお母さんからのお言葉です！」

　夕神温泉郷では、お盆の時季に合わせて温泉郷限定の夏祭りを開いていた。

　たくさんの屋台が出て、宿泊客だけでなく村内の住人もわざわざ車でやって来て参加するほどの催しだった。

　今日はその最終日であり、いつも以上のにぎわいが予想されるところだ。

　もっとも、これまで星せい馬またちがお祭りと無関係だったわけではない。やはり人手不足ということで、祭りやぐらやステージを組んだりする準備には普通に駆り出されたし、縁日の手伝いなんかもしている。

　それでも、自由時間を与えられお客として参加できるとなると話は全然違う。

「でも、いいの？　その分、バイト料が減って肝心の機器のレンタル料が」

「そこなんだけど、すでに三人で二十八万近く稼いでくれてるの。私は自分の家だからバイト料はもらえないけど、それでも頑張ったご褒ほう美びとして夏の終わりにお小遣いを五万ぐらいたっぷりもらえる予定だから、それと合わせれば」

「余裕で三十万超えじゃないかよ」

　英えい人とがヒュウと口笛を鳴らした。

「やったな！」

「ああ、これでクリアだ！」

「やりましたね」

　大喜びの三人に、千ち湯ゆ里りが慌てて言う。

「待ってよ。だからってこれでもう仕事を辞めるなんて言わないでしょ。二十日までってことで話をしてあるんだから」

「分かってるよ、千ち湯ゆ里りちゃん。そんな無責任なことしないって。二十日まで、きっちり頑張るから」

「ああ、余剰分は普通にバイト料としてもらえるんだろ？　だったら続けない手はないぜ」

「もちろんわたしも頑張ります」

「ありがとう、本当助かるわ。あっ、それとこれもお母さんからの言葉で、うちの宿の浴衣ゆかた、自由に使ってくれていいって」

　清せい流りゆう苑えんでは、宿泊者に浴衣ゆかたを貸し出している。そのまま温泉街を出歩いても少しもおかしくないお洒落しやれなデザインの浴衣ゆかただった。

「本当ですか!?　わたし、一度着てみたかったんです！」

　プレアが華やいだ声を上げる。

「オレは別にジャージでもいいんだけどな、楽だし」

「いや、英えい人と。せっかくだから浴衣ゆかたで回ろうよ。その方が雰囲気も出るし」

「千ち湯ゆ里り、お前も浴衣ゆかたなのか？」

「もちろんよ」

「だったら、オレも浴衣ゆかたにしとくか。一人だけジャージってのも逆に浮くからなあ」

　そんな感じに、お祭りに繰り出すことが決定した。

「じゃあ、決まりね。仕事は五時まで。五時半に旅館前に浴衣ゆかた姿で集合。みんなでお祭りに繰り出しましょ」
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　浴衣ゆかた姿の星せい馬まと英えい人とが、清せい流りゆう苑えんの正面出入口前にて立っていた。

　時刻は午後の五時半を五分ほど過ぎたところだった。

「なんか、あいつら遅くねーか？」

　スマホの時計を確認し、英えい人とが呟つぶやく。

「まさか、ドタキャンってことは？」

「お待たせー」

「お待たせしました」

　そう言って、千ち湯ゆ里りとプレアの二人がやって来る。

「遅いぞ」

「ごめん、浴衣ゆかたを選ぶのに時間がかかっちゃって。で、今何時？」
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「五時三十五分だ」

「何それ、五分遅れただけじゃない。そんな程度で文句言ってるから、英えい人とくんは顔がいいわりに彼女いないのよ。小こ森もり先輩にもフラれるのよ」

「くっ、史ふみ恵え先輩のことは言うなよ。まだ少し引きずってんだから」

　言い合う二人を他所に、プレアは恥ずかしそうに星せい馬まの前に立つ。

「どうですか？　セイマさん。この恰かつ好こう」

「うん、すごく似合ってると思うよ」

「ありがとうございます！」

　満面の笑みを浮かべるプレア。

「星せい馬まくん！　私は？　私はどう？」

　必死に千ち湯ゆ里りが尋ねてくる。

「もちろん、千ち湯ゆ里りちゃんも似合ってるよ」

「ありがとう」

　千ち湯ゆ里りがはにかんだような表情になる。

「さーて、時間はたっぷりあるし。端から回ってくとすっか」

　四人はお祭り会場へ向かって歩き出した。

　祭りやぐらのある温泉街の中心部に向かって、両脇に屋台が並んでいた。いつも以上の人出だった。

「今日は最終日で花火の打ち上げもあるから、村内のお客さんもたくさん来てくれているみたいね」

　祭り期間中は朝市を行っている場所を駐車場として開放しているから、宿泊者以外も遊びに来やすいのだ。

　祭りを楽しんだ後、どこかの温泉宿で温泉だけ入り汗を流し、帰るお客も少なくはない。

「とりあえず軽く腹ごしらえでもするか」

　焼きそばとタコ焼きを購入、四人で分けて食べる。満腹にはならない丁度いい量だった。

「次はゲーム系の屋台で遊んでみよう」

　星せい馬まの提案で、一同は輪投げの屋台へ。続いて金魚すくい。金魚はすくえたものの、飼う道具がないのでリリースをしてきた。

　三番目にやって来たのは、スーパーボールすくいだった。

「うわっ、スーパーボール、懐なつかしっ！」

　星せい馬まが声を上げる。

「大体、力いっぱい叩たたきつけて大きく弾はずんで、なくすんだよねー」

　四人が一列にならんで、挑戦してみることにした。係員に二百円を払い、金魚すくいの時と同じような円形の枠に紙を挟んだポイと、カップを受け取る。

　英えい人とと千ち湯ゆ里りが早々と撃沈する。プレアもしかりだ。

「ちょっと親おや父じ、これポイが弱すぎるんじゃねーの」

　英えい人とが文句を言うも、

「腕次第だよ」

　まるで相手にしてくれない親おや父じ。

「おい、星せい馬ま。雪辱を果たしてくれ」

「プレッシャーをかけるなって。取れるもんも取れなくなるんだから」

　おそらくポイの紙が弱いのは事実なのだろう。自分も撃沈する確率は高い。だったらいっそ大物でも狙ってみようか。

　半ばヤケクソな気持ちで、星せい馬まはポイを突っ込み、ゴルフボールをひと回り大きくしたスーパーボールをすくう。

　奇跡が起こった。スーパーボールが持ち上がった。

「やった！」

　喜ぶのもつかの間、濡ぬれた紙がスーパーボールの重さに耐えかね、落ちてしまった。

「あああっ！」

　しかし、着水することはなかった。プレアがカップで落ちてきたスーパーボールを受け止めたのだ。

「これって、セーフですか？」

　心配そうに屋台の親おや父じに尋ねるプレア。

「ちゃんとカップで受け止めたからな。おまけしてセーフだ」

　にっかりと笑う。

　屋台を後にしてから、星せい馬まは濡ぬれたスーパーボールを浴衣ゆかたの布で拭いた。

　深い青色の中にラメが入っている。回転させると、照明の明かりにラメがキラキラと反射してなかなか見ごたえがある。

「うわー、いいですねー」

　感激しているプレアに、星せい馬まはスーパーボールを渡す。

「はい、これ」

「え？」

「プレアにあげるよ」

「ど、どうしてですか？　これはセイマさんが取ったものじゃないですか」

「いいんだ、プレアがカップで受け取ったから、プレアが取ったものでもあるよ。だから受け取ってよ」

　星せい馬まは小声で囁ささやく。

「地球のお土産ってことで」

「ありがとうございます。大切に、大切にしますから」

　何度も何度もお礼を言って、プレアはスーパーボールを受け取った。

　まるで付き合い始めのカップルのようなやり取りだった。
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　そんな二人を、少し離れた場所から千ち湯ゆ里りは寂し気に見つめていた。

「あいつらを見てると胸が痛いのか？」

　英えい人とがさり気なく聞いてくる。

「ど、どうしてそんなこと」

「だって千ち湯ゆ里り、星せい馬まのこと好きじゃん」

「な、え、どどどどどどどど」

　動揺の大嵐だった。

　大きく深呼吸をしてから、千ち湯ゆ里りは覚悟を決めた表情で英えい人とに尋ねる。

「いつから！」

「えっ？」

「いつから知ってるの」

「そんなの、高校入ってすぐだぜ。気付いてないかもしれないけどお前、ちょいちょい本音漏らしてたし」

「恥ずかしい、死ぬ！　死ぬー　今すぐ死ぬ！」

「まあ、気付かない星せい馬まの方もどうかと思うが。まあ、あいつは鈍い奴やつだから仕方ないか」

　呆あきれたようにため息をつく。

　それから真顔で千ち湯ゆ里りに言った。

「なあ、オレが上う手まいことやってやろうか？」

「何をよ？」

「少しの間、お前と星せい馬まが二人っきりになれるようにしてやるってこと。お前の恋に協力してやるよ」

「どうしてよ」

「失敗に終わったけど、史ふみ恵え先輩への告白に協力してくれた借りを返したくってな。で、どうするんだ？」

「……むわ」

「え？」

「頼むわって言ってるの！」

　顔を真っ赤にし、千ち湯ゆ里りが叫ぶ。

「いいね。それでこそ青春ってもんだぜ」

　英えい人とがにんまりと笑った。

「任せとけ。本当、上う手まいことやってやるからな」
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「あっ、いっけねー。オレ、ちょっと行かなきゃならないとこがあったんだっけ」

　英えい人とが素っ頓狂な声を上げる。

「どこに？」

「バスケ部の後輩が遊びに来るんだよ。だからそいつらを案内しないと」

　それから、プレアへと顔を向ける。

「悪いけどプレアちゃん、一緒に来てもらえるかな？　バスケ部の後輩が紹介してくれってうるさくって。あ、マネージャーの女子も一緒だから心配はいらないぜ」

「そう……ですか」

　プレアは少し不安気に星せい馬まを見る。

「いいんじゃない、行ってくれば」

「セイマさんがそう言うなら、分かりました」

「サンキュー、プレアちゃん。ほんと、すぐだから。星せい馬まと千ち湯ゆ里りは適当に祭りを回っててくれよ。紹介が終わったらスマホで連絡するから、やぐらの下ででも落ち合おーぜ」

　プレアを連れ、英えい人とがその場を後にする。

　星せい馬まと千ち湯ゆ里りの二人が残される。

「英えい人ともああ言ってたし、適当に回ってるか」

「うんっ」

　千ち湯ゆ里りが、華やいだ声で頷うなずいた。

　星せい馬まと千ち湯ゆ里りが適当に回ってみる。途中、喉が渇いたのでかき氷を買って食べてみた。ブルーハワイアンが妙においしかった。

「あの二人。何か遅いけど、大丈夫かな？」

「大丈夫でしょ。きっと盛り上がってるだけよ。それとも、星せい馬まくんは私と二人で回るのは退屈？」

「全然そんなことないよ。楽しいよ。夕神温泉郷の話、色々聞けるしね」

「ありがと。あ、そろそろ花火が上がる時間ね。とっておきの場所があるから案内するわ」
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　千ち湯ゆ里りに案内されたのは、温泉郷の中心から少し離れた場所だった。堤防になっており、那な智ち川が流れている。

「花火は川向うで打ち上げるから、ここからなら一番間近で迫力があるのよ」

「さすが、温泉郷で生まれ育っただけのことはあるね。最高の穴場情報じゃないか」

　と星せい馬まは感心する。

「星せい馬まくんは、温泉にはあまり来ないの？」

「うーん、小さい頃は、ばあちゃんに連れられてよく来てたんだけどね。町内で温泉の会ってのがあって定期的に日帰りツアーをしてたから。でも、ばあちゃんが亡なくなってからはさっぱり」

　星せい馬まのような村人は、決して珍しくはなかった。奥深い山に囲まれた夕神温泉郷は、同じ村の人間でも足あし繁しげく通う場所ではなかった。

「そう、小さな頃はよく来てたんだ」

「泊まりはしなかったけどね。温泉に入って、後は宴会って流れかな。俺は退屈で、よく抜け出して遊んでたっけ。温泉郷を探検だー！　なんて言ってね。こんなふうに川沿いの道を走り回ったことも──」

　星せい馬まはそこで、言葉を止めた。

「川沿いの……道」

　丁寧に辺りを見回してから、星せい馬まは大きく目を見開いた。

「あああああああああああああああああああああああああ！」

　突然の大声。

「どうしたの？」

「思い出した！　俺、小さい頃ここに来たことある。丁度この道で、イノシシにはねられたんだ」

　蘇よみがえった記憶を、一気に星せい馬まは語った。

「その時も暇してて、温泉郷を探索してたんだ。で、ここにも来たら、着物を着た女の子がイノシシに追いかけられてて。俺、咄とつ嗟さに間に割り込んでイノシシを止めようとしてはね飛ばされたんだ……その後のことはほとんど覚えてないけど」

「星せい馬まくんをはね飛ばした後、イノシシは逃げていったの。そこに大人の人たちがやって来て、星せい馬まくんを連れていったわ。結局、はね飛ばされたショックで気を失っただけだって、傷は大したことなかったって聞いたわ」

「どうして千ち湯ゆ里りちゃんが知ってるんだ？」

「当然よ。だってその女の子って、私だったんだから」

「えええええ！」

　驚きの声を上げずにはいられない。

「今と印象が大分違うような」

「あの頃は、背も低くて瘦せてて、髪の毛もおかっぱ頭だったから」

「そうだったのか。あれ、千ち湯ゆ里りちゃんだったのか。驚いたな」

「驚いたのは私の方よ。てっきり県外から来たどこかの宿の宿泊客の男の子だと思って、もう会えないって諦めてたのに。中学の入学式でバッタリ会うんだから。しかも同じクラスになるなんて」

「ちょっと待ってくれよ。俺、ちょっと思い出した」

　星せい馬まが考え込む。

「確か、千ち湯ゆ里りちゃん。クラスで最初の自己紹介の時に、やたらイノシシ、イノシシって言ってなかったっけ？」

「言ったわよ。園その山やま千ち湯ゆ里りです。イノシシ！　がよく出るって噂うわさの第三小学校から来ました。実際に、イノシシ！　に追いかけられたこともあります。でも、イノシシ肉はおいしいので皆さん、是非食べてくださいって。もちろん、星せい馬まくんに向けての気付いてアピールだったけど、キョトンとしてたわね」

　千ち湯ゆ里りが懐なつかしい目をする。

「その後も、習字の授業で『猪ちよ突とつ猛進』って書いたり、絵画の宿題でイノシシの絵を描いたりしたけど、本当に最後の最後まで気付いてくれなかったわね」

「それは……何かごめん」

「いいのよ。あれだけ強くはね飛ばされたら、ショックで忘れちゃっても仕方のないことだから」

　千ち湯ゆ里りが笑った。

「でも、嬉うれしい。星せい馬まくんにちゃんと思い出してもらえて。改めて、ちゃんと言えるから」

　深々と頭を下げる。

「星せい馬まくん、あの時はありがとう。それと……」

　千ち湯ゆ里りは顔を上げ、星せい馬まをまっすぐに見た。

「私、助けられた時からずっと──」

　丁度その時、最初の花火が上がった。

　その音にほとんどかき消されはしたものの、目の前にいる星せい馬まには千ち湯ゆ里りの声がしっかりと伝わっていた。

「えっ！」

　驚きの表情の星せい馬ま。

　恥ずかしそうに、顔を真っ赤にする千ち湯ゆ里り。
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　時間を少しだけ遡る。

「あれ？　おかしいなー。ここで待ち合わせのはずなのに」

　わざとらしく英えい人とが言う。

　もちろん、いくら待とうがバスケ部の後輩たちが来ることはない。

　星せい馬まと千ち湯ゆ里りを二人きりにさせるための噓うそだったのだから。

「ごめんな、プレアちゃん。なんか、間違いがあったみたい。そろそろ戻るか」

　さすがに限界が近いと、英えい人とはそう提案する。かと言ってまっすぐ戻るつもりはなかった。途中、後輩から着信があったと噓うそをつき、もうしばらく付き合わせるつもりだった。

（何か、プレアちゃんには悪い気がするんだけどな。でも、千ち湯ゆ里りの空振りっぷりを今後もずっと見続けるのも気の毒だし）

　それにと、英えい人とは心の中で続けた。

（もし、星せい馬まとプレアちゃんが付き合うなんてことになったら、それこそ悲劇じゃないか。だってプレアちゃんはいずれ故郷に帰らなくちゃならないんだから）

　だったら、星せい馬まと千ち湯ゆ里りがくっついてくれた方がいい。

　自分勝手なことは分かっているが、それが英えい人との本心だった。

「英えい人とくんにプレアちゃん」

　不意に声をかけられる。浴衣ゆかた姿の女性たちがそこには立っていた。

　清せい流りゆう苑えんで働く若い仲居さんたちだった。

「山口さん、小泉さん、島崎さん」

　プレアが口を開く。

「私たちも仕事が終わったから、お祭りに来たの。女将おかみさんが浴衣ゆかたを貸してくれたしね」

「二人はデート？」

「いいえ、違いますよ。そんなんじゃありません。ちょっと部活の後輩たちを待ってるだけで。まあ、全然来ないんで諦めたとこですけど」

「だったら、私たちと一緒にお祭りを回らない？」

「そうしましょうよ」

　三人が英えい人とに詰め寄る。この間の怒ど濤とうの告白には加わっていなかったものの、英えい人とを気に入っているのは明らかだった。獲物を前にした肉食獣の目をしている。

「あ、わたしのことはご心配なさらずに、一人でもちゃんとセイマさんたちと合流できるので」

「いや、プレアちゃん。それは……」

「彼女もそう言ってるし、いいでしょ」

「年上の女性の魅力、教えてあ・げ・る」

　仲居さんたちに半ば強引に連れていかれる英えい人とを見送ってから、プレアはさっさとお祭りの広場へと戻った。ぐるりと見回したが、星せい馬まと千ち湯ゆ里りの姿はない。

「こういう時は、これですね」

　プレアは広場から少し離れると、細い路地へと入った。ブレスレット型の収納デバイスを起動させる。

　実体化させたのは、方位磁石のような形をした道具だった。

　それは探知デバイスで、対象の持ち物があればそこから思念データをスキャンし、相手がどこにいるのかを探ることのできる宇宙の道具だった。ＤＮＡや生体データといったものではなく、地球で言うところの『縁』。それを探知することができるのだ。

「このスーパーボール、一時的とはいえ星せい馬まさんのものでしたから、まだスキャン可能のはずです」

　探知デバイスに、スーパーボールをスキャンさせてみると、大成功だった。

「こっちですね」

　装置が指し示す方向へと、プレアは歩き始めた。

　川沿いの堤防だった。階段を上っていくと、すぐ先に二人がいた。

　向かい合い、何かを話している。

　プレアの方から声をかけようとしたまさにその時、

　シュルシュルシュル！

　花火の上がる音にシンクロして、千ち湯ゆ里りの声が聞こえた。

「私、助けられた時からずっと──」

　ドーン！

　花火の音が、響いた。

　プレアは反射的にその場にしゃがみ込み、身体からだを隠した。

　隠す必要なんてなかった。堂々と出ていき、笑顔で声をかければいいのだ。

　だけど、プレアにはできなかった。

　ドーン！　という花火の音にかき消されつつも、千ち湯ゆ里りの言葉が聞こえてきてしまったからだ。




『セイマクンノコトガスキ』




　心臓がバクバクする。

　頭がクラクラし、喉が渇く。

（チユリさんが、セイマさんのことを好きだったなんて……）

　驚く反面、冷静に考えてみるとそんな素振りは最初からあったような気がした。

（ひょっとしてわたしって、お邪魔虫だったんでしょうか）

　プレアにとって、セイマも、チユリもまた大事な存在だ。二人が結ばれて幸せになってくれればそれに越したことはない。

　頭ではそう思うのに、何な故ぜか心がそれとシンクロしてくれない。

（どうしてわたしは、悲しいって思ってるんでしょうか？　どうしてわたしは、こんなにもハラハラドキドキしているんでしょうか？　どうしてこんなにモヤモヤして、納得がいかない気持ちなんでしょうか？）

　自問自答を繰り返した挙句、プレアはついにその結論にたどり着いたのだった。

「わたしも……セイマさんのこと……好きになっちゃったんですね」
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　夏休みが明けると、学校は一気に文化祭モードへと突入する。青春タイムの幕開けだ。

　もちろん星せい馬またちもそうだった。星夜祭開催は決まったものの、まだ知らない生徒も多い。また自由参加のイベントのため、集客にも不安を感じる。そこで、ひたすら広報活動に勤いそしんでいた。

　星夜祭実行委員会と言っても、特に教室を与えられているわけではない。一階の多目的スペースが、星せい馬またちの活動拠点だった。

「あちこちにポスターは貼らせてもらったが、まだまだ星夜祭の知名度は低いからな。ここで大々的にチラシを配ろうと思う」

　学校の印刷機を借り、大量に印刷してきたチラシを星せい馬まはテーブルの上にドスンと置いた。

「配るのは、正門前でいいのよね」

「そうだなあ」

　星せい馬まは少し考えこむ。

　那な智ち高には正門の他に、校舎の裏手に裏門と呼ばれるやや小さめの出入口も存在する。

　家の方向によっては、そちらから出入りする生徒もいなくはない。

「取りこぼしがあってもイヤだから、裏門にも人を立たせるか」

「だったら男女のペアの方がいいんじゃねーか？　むさ苦しい男二人でチラシを配ったって誰も喜ばねーだろーし」

　英えい人とがそんな提案をする。

「そうかしら？　英えい人とくんが配るんだったら結構な数の女子が喜んで受け取りそうだけど」

「さあ、どうだろうな」

　千ち湯ゆ里りの意見に、英えい人とは肩をすくめる。

「でもま、どっちにしたって男女ペアにしといたほうが無難だと思うぜ。何かトラブルがあった時、安心だろ？」

「まあ、そうね」

「はい……」

　千ち湯ゆ里り、プレアも納得する。

「正門は星せい馬まと千ち湯ゆ里り。裏門はオレとプレアちゃんでどうだ？」

「えっ!?　千ち湯ゆ里りちゃんと!?」

「えっ!?　星せい馬まくんと!?」

　二人が途端に挙動不審になる。

「決して嫌だって思ってるわけじゃないし」

「うん、思ってない思ってない……でも……」

　煮え切らない態度に、英えい人とがうんざりとした表情になる。

「じゃあ、正門を星せい馬まとプレアちゃん。裏門をオレと千ち湯ゆ里りで」

「えっ、わたしがセイマさんと二人っきりですか!?」

　プレアが素っ頓狂な声を上げる。

「いえ、嫌なわけじゃないんですよ。でも……その……」

「やっぱり、四人一緒がいいんじゃないかしら？」

「はい、チユリさんの意見に賛成します」

　とプレア。

　英えい人とはため息をついた。

「それじゃ、取りこぼしをなくそうってコンセプトが無駄になっちまうだろ？　だったらもう、男男、女女でいいか。正門をオレと星せい馬まで。でもって裏門を千ち湯ゆ里りとプレアちゃんってことで」

「俺もそれがいいと思う」

　星せい馬まもすかさず納得する。

「じゃあ、私たちが裏門ね。プレアさん、行きましょ」

「はい！」

　チラシの束を持って、多目的スペースを後にする二人に、

「あーもうっ、疲れる！」

　テーブルに突っ伏し、英えい人とは嘆いた。

「何だよお前ら、夏休み明けてからずっとあんな調子じゃねーかよ」

「う、うん……そうだな」

　口をモゴモゴさせる星せい馬まに、

「基本的にオレは知らんぷりを決め込むつもりだったが、こんなにもギクシャクしてるようなら言わせてもらうぞ」

　そんな前置きをしてから、

「星せい馬ま、お前、千ち湯ゆ里りにコクられたろ？」

「えっ!?」

　星せい馬まの驚きたるやすさまじかった。口をバクバクとさせ、たっぷり二、三秒は空気を食べる。

「英えい人と、どうしてそれを!?」

「そんなの、二人の様子を見てりゃ大体分かるぜ。まあ、祭りの時、ちょっとオレが焚たきつけたってのもあるけどな」

　後半の部分はやや小声で。

「で、お前は何て答えたんだ？　見る限り、付き合うようになってはなさそうだし。かと言って、振ったって感じでもない。……となるとあれか……保留だな」

「英えい人と、まるで名探偵だな。その通りだよ」

　星せい馬まが感心する。

「俺が待ってくれって言ったわけじゃないんだ。その、告白された後、驚いている俺に千ち湯ゆ里りちゃんが言ったんだ。返事は、星夜祭が成功した後でいいって」

「まっ、そんなところだろうな。あいつなりに、星夜祭運営に影響が及ぶことを避けたんだろ。まっ、しっかり影響は出ちまってるわけだけど」

　英えい人とがフンと鼻で笑う。

「でも英えい人と。分からないのはプレアの方なんだ。祭り以来、なんか様子がおかしくって。本当、どうしたんだろう？」

「ああ、これはオレの勘なんだけどな」

　そう前置きをして、英えい人とは語った。

「プレアちゃん、ひょっとしたら聞いてるかもしれないぜ」

「何を？」

「千ち湯ゆ里りのお前への告白をだよ。あの祭りの夜からだからな、お前たちがギクシャクしだしたのって」

「ちょっと待てって、俺が千ち湯ゆ里りちゃんとギクシャクするのは分かるけど、どうしてそこにプレアが加わるんだ？　彼女にとっては関係ないことなんじゃないか？」

「あ──、もうっ！　これだから鈍感の朴念仁野郎は！」

　イライラした様子で頭を抱える英えい人と。

「それぐらい自分で考えろよ。でもってさっさと爆発しろ！　このリア充野郎が！」
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　チラシの束を抱え、プレアは千ち湯ゆ里りと校舎の裏手にある裏門へとやって来た。

「それじゃ、左右に分かれてチラシを配りましょ」

「はい、分かりました」

　門の左右に分かれるように立った。

「文化祭終了後、校庭で星夜祭を行います！」

「是非是非、参加してください！」

「ロマンチックな催し物も多数、用意しています」

　そんな宣伝文句を口にしながら、下校する生徒たちにチラシを配っていく。

　すでに星夜祭のポスターは学校中に貼られており、それを目にして何だろうと興味を持ってくれていた生徒もいたようで、思ったよりスムーズにチラシ配りは進む。

「どんなだろう？」

「文化祭の後だったら、どうせ遅くなるんだし、覗のぞいていこっかな」

　好意的な意見も出ていて、チラシの配り甲が斐いもあるというものだった。

（でも、結局、セイマさんとチユリさんはお付き合いすることになったんでしょうか？）

　チラシを配りながら、ふと考えてしまう。

（ラブラブな感じはしませんし、かと言って、チユリさんが悲嘆に暮れている様子もありません。セイマさんはＯＫしたんでしょうか？）

　心の中の半分が、それを希望していた。プレアは星せい馬まのことはもちろん、千ち湯ゆ里りのことも好きだった。もし二人が結ばれてくれるなら、まだしも諦めがつく。

（でももし、断ってたりしたら……わたしにもチャンスが……）

　一瞬そんなことを思い、強く首を振った。

（な、何を考えてるんですかわたしは！　セイマさんがわたしの気持ちに応えてくれるはずがないじゃないですか。それに──）

　自分に残された時間はあまりない。目的を達したら、自分は宇宙に戻らなければならない。そもそも、校長先生にほどこした洗脳が切れるのも時間の問題だ。ずっとは地球にいられないのだ。

（それならやっぱり、セイマさんにはチユリさんと結ばれてもらうのが一番なんです。それが、みんなが幸せになるたった一つの──）

　胸がズキリと痛んだ。それでもプレアは笑顔を作る。

「さあ、余計なことは考えずに、頑張りましょう！」

　プレアが気合いを入れ直し、チラシを配っている最中だった。

「プレア・モモベルさん」

　声をかけられて見ると、一人の男子生徒が立っていた。

「僕、三年の斎藤って言うんだけど。一応、生徒会の副会長をやってる」

「あ、そうなんですか。色々とお世話になっています」

　星夜祭の企画を通してもらった恩があるから、プレアは丁寧にお礼をした。

「おかげで、無事に星夜祭を開けそうです」

「それなんだけど……ね」

　斎藤が、渋い表情になる。

「ちょっと問題が……」

「問題？」

「今になって、職員会議で星夜祭を取とり止やめるべきなんじゃないかって意見が出始めたんだ。やっぱり、星のないこの村で星夜祭なんてやったって無意味だって」

「そんな！」

　一瞬、衝撃を受けるも、プレアは負けずに主張した。

「そんなことはありません。ちゃんと星夜祭として成立するよう、工夫に工夫を重ねています！　映像ですけど星だってちゃんと見られます！　それに、これが上う手まくいけば……」

　本物の星空が見られる。

　そう告げたい。告げたいのだけど、信じてくれるはずもない。

　プレアはもどかしさに苦しむ。

「もちろん、僕は是非やるべきだって思ってるよ。でも職員会議がね」

「だったらわたし、先生、一人一人に会ってちゃんと説明をしてきます！」

　走り出そうとするプレアを、斎藤が止めた。

「君がする必要はないよ。それは、僕たち生徒会の仕事だから。ただ、先生がたを説得するためにも、もっと詳しい話を聞きたいんだ。君たちがやろうとしている星夜祭がどんなものなのか」

「はい、分かりました。それじゃあ、みんなを集めて」

「いやいやいや、忙しいのに全員を集める必要はないよ。君だけがいればいい」

「わたしだけですか」

　一瞬だけ不信感を覚えたものの、星夜祭開催の危機ということでそんなものは払いのける。

「分かりました。わたしが説明します」

「場所は用意してあるんだ。ついて来て」

「あっ、でもちょっと待ってくださいね」

　小走りに千ち湯ゆ里りに駆け寄り何かを告げると、プレアは戻ってきた。

「さあ、行きましょう」

　斎藤とともに、プレアはその場を後にしたのだった。
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　正門では、星せい馬まと英えい人とが下校する生徒たちにチラシを配っていた。

「文化祭の後に校庭で星夜祭を行います。どうぞ参加してください」

「お願いします」

　予想していたことだが、後輩女子たちはこぞって英えい人との周りに集まっている。

「まあ、集客ってことを考えると、英えい人とがいてくれるのは助かるんだろうな」

　漏れなくバスケ部の仲間と、英えい人とのファンである後輩女子を集められるのだから。

　星せい馬まは手の中のチラシを見た。

「星夜祭か」

　何とか成功して欲しいと思う。

　最初は、この村の星空を復活させたい。その気持ちだけで始めたプロジェクトだったが、今は少しだけ気持ちが変わってきていた。

　四人で準備してきたこのイベントが成功し、みんなに満足してもらえる。それが一番のことのように思えた。努力が、無駄にならないように。四人が笑顔で最後を迎えられるように。

　でも、その後は……。

「千ち湯ゆ里りちゃんに、ちゃんと返事、しないとな」

　正直、千ち湯ゆ里りのことは魅力的な女の子だと思うし、告白されたことは素直に嬉うれしかった。

　それに、あの衝撃的な告白の後、千ち湯ゆ里りが続けて言ってくれた言葉もある。




『きっかけはイノシシのことで好きになったけど、ずっと好きを続けられたのは、星せい馬まくんの優しい人柄に惹ひかれたからでもあるんだから』




（あんなこと言われたら、もう……なあ）

　すぐにＯＫしたくなる気持ちがあったが、それを押しとどめる何かがあった。

　それが何なのか、星せい馬まには分からなかった。

（まだ、時間的余裕はあるんだ。じっくりと考えよう）

　星せい馬まがそんなことを考えていた時だった。

「今いま村むらくん」

　そう声をかけられる。見ると会長兼、文実の長の小こ森もり史ふみ恵えが足早にやって来るところだった。

「どうも、お疲れ様です。どうかしました？」

「どうかしたってわけじゃないけれど、少し気になって」

　歯切れ悪く史ふみ恵えが言う。

「プレアさん……大丈夫？」

「大丈夫って……何がですか？」

　宇宙人って秘密を抱えている以上、つい慎重に尋ねてしまう。

「生徒会の副会長で、斎藤くんって人がいるんだけど」

「はあ、斎藤先輩ですよね」

　学校行事などで副会長がステージに登壇することもあるから、顔ぐらいは覚えている。

「その斎藤くんが、どうも気に入っちゃったみたいなのよ」

「何をです？」

「プレアさんのことをよ」

　別におかしな話ではない。プレアは少々ポンコツな宇宙人だが、はた目から見れば紛れもない美少女だ。気に入るどころか、恋しちゃっている男子だって同学年にはたくさんいるはずだ。

　ただ、相手があくまで短期留学生ってことで、告白などには至っていないようだが。

「別に、それぐらい問題ないと思うんですけど。それとも、斎藤先輩は小こ森もり先輩の彼氏とかですか？」

「そんなんじゃないわ！　誰があんな！」

　史ふみ恵えが嫌けん悪お感をあらわにする。

「もうここまで来ると白状するけど、私、前に斎藤くんに熱心にアプローチされてたことがあるのよ。ただその方法が、彼の場合、過激なのよ。一歩間違えれば、学校として問題になるぐらいに」

　なるほど、そんな相手がプレアを気に入ったというのであれば、一言注意を告げに来ても不思議はないだろう。

　気になるのは、史ふみ恵えのどこか焦あせったような様子だった。

　その理由も、すぐに史ふみ恵えから語られる。

「生徒会とは別の場所で、斎藤くんが話しているのを耳にしたのよ。強気で攻めるとか、準備は万端とか、国境に壁はない、とかそういった言葉よ。それでいて、今日の生徒会の役員会議を彼は無断で休んでいるの。だから少し気になって。ねえ、プレアさんはいる？　いたらちょっと注意をしておきたいの。彼とはなるべく関わらないようにって」

「プレアは今、西門で千ち湯ゆ里りちゃんとチラシを配ってます。ちょっと待ってください。確認しますから」

　あれだけ宇宙の不思議な装置を持っているのにもかかわらず、プレアはスマホや携帯のような端末を持っていなかった。もしかしたら持っているのかもしれないが、地球の物と互換性がないのか使ってはいない。

　毎日、星せい馬まとは顔を合わせているためこれまでは必要なかったが、こういう時ないのは不便だ。

　仕方なく、星せい馬まはプレアと一緒にいるはずの千ち湯ゆ里りへと電話をかけた。

　数回のコール。千ち湯ゆ里りが出る。

『も、もしもし』

　電話の向こうでも緊張しているのが分かる。告白の件があるから星せい馬まも少々気まずいものはあるが、今はそんなものには蓋をする。

「プレアに、正門の方に来てって伝えて欲しいんだけど」

『プレアさんならいないわ』

　思いがけない返事だった。

『星夜祭の存続に関わる重要な話があるからちょっと行ってくるって。生徒会の人と一緒に』

「生徒会の誰と!?」

『えっと、確か副会長の──』

　悪い予感が的中した。

「場所は!?」

『さあ、そこまでは？』

「分かった……ありがと」

　星せい馬まは通話を切った。少々緊迫した顔を史ふみ恵えへと向ける。

　星せい馬まの様子で事態を悟ったのだろう。

「斎藤くんと一緒なのね」

　星せい馬まはコクンと頷うなずいた。

「どうしたどうした？　二人して穏やかじゃないな」

　英えい人とがやって来る。

「小こ森もり先輩、斎藤先輩の行きそうな場所は？」

　史ふみ恵えが少しだけ考える。

「可能性のありそうなのは、三か所。一つは、校舎三階の生徒会倉庫。それから一階の資料室。最後の一つは……サッカー部の部室。斎藤くんは生徒会副会長と兼任して、サッカー部の副部長もしているから」

「よくは分からんが、プレアちゃんの危機なんだな」

　さすがは英えい人とだ。すぐに事態を把握してくれる。

「じゃあオレはサッカー部の部室を見てくる」

「私は三階の生徒会倉庫へ行くわ」

「それじゃ俺は、一階の資料室を見てきます！」

　三人は、それぞれの目的地に向かって走り出した。
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　プレアが通されたのは、書類の束があちこちに置かれた部屋だった。

　折り畳みのテーブル。そして椅子が何な故ぜか横並びにセッティングされている。

「とりあえず座って。飲み物も用意してあるから」

　斎藤に促され、プレアは椅子に座った。目の前にはペットボトルのお茶が用意されている。

　斎藤はプレアのすぐ隣に座ると、ぐびぐびとお茶を飲んだ。

「プレアさんは、緑茶で良かった？　紅茶かなとも思ったんだけど、購買部になくって」

「いえ、全然なんでもかまいません。それよりも、星夜祭のことです。何をどう説明すればいいですか？」

「ああ、それね。ごめん。実は説明なんていらないんだ。僕が懸け念ねんしている先生を説得すればいいだけだから」

「じゃあ、そうしてください。お願いします」

「もちろん、そうしたい。そうしたいよ。でも、それには代償が欲しい……かな」

　斎藤がプレアを見つめる。異様にギラついた瞳だった。

「例えば、僕と付き合ってくれるとか」

「付き合う」

　それが男女の交際のことだとは、悩むまでもなく分かる。

「そんな、無理です」

「どうして？　僕、これでもかなり優秀なんだよ。成績だっていいし、運動だって」

「いえ、そうじゃなくって」

　プレアは言葉を選ぶ。

「わたしは……短期留学生なんです。文化祭が終わった頃には、もう故郷に帰らなければならないんです。すごく遠い所に」

　噓うそは言っていない。でも本音を言わせてもらえれば、それがなくったってお付き合いなんて嫌だ。

「そっか、そうだったね。こればっかりはしょうがないか。遠距離も大変だしね」

「それじゃ、先生への説得の方は？」

「うーん、どうしよっかなー」

　からかうように斎藤が言う。

「付き合うのは無理だって分かって僕、テンション下がっちゃったよー。このままじゃ、先生を説得する気、なくなっちゃったよー」

「そんなこと言わずにお願いします！　星夜祭を実現させないといけないんです！」

　何な故ぜなら、そうしないと星空が復活しないから。

　さすがにそれは言えないから、必死にお願いするプレア。

「うーん、じゃあ」

　斎藤はニヤリと下卑た笑みを浮かべると、ヨダレをすするような声で言った。

「僕と、キスしてくれないか？　ほっぺにとかじゃないよ。唇にね」

「えええっ！」

「君がそうしてくれるなら、僕は全力で先生を説得する。星夜祭の実現を約束するよ」

（キスなんて、絶対嫌です。でも、そうしないと星夜祭が開催できない。星空が、復活しない）

　そして、プレアは思った。

（セイマさんに、名前の元になったこの村の星空を……見せてあげられない）

　プレアの決断は速かった。

「キス……ですね。……分かりました」

「ほ、本当にいいの!?」

「はい。それで、星夜祭が予定どおり開けるなら」

　嫌けん悪お感、敗北感、そういったものをねじ伏せて、プレアは目を閉じた。

「じゃ、じゃあ、行くよ」

　震えるプレアの肩に手をかけ、斎藤がゆっくりと顔を近づける。荒い鼻息がプレアにかかる。思わず顔をそむけたくなるが、プレアは耐えた。

　斎藤の唇がプレアの唇に重なろうとした、まさにその時だった。部屋の扉が勢いよく開かれる。

　反射的に、斎藤もプレアも扉の方を見た。そこにいたのは星せい馬まだった。全力で走ってきたのだろう。激しく息を切らしている。

「何やってんだ！」

　駆け寄ると、斎藤を突き飛ばしプレアを立たせる。

「だ、ダメですよ！　星せい馬まさん！　副会長さんに先生がたを説得してもらわないと、星夜祭が開けなくなっちゃうんです！」

「そんなことがあるはずないだろ!?」

「でも……」

「そ、そうだ。僕が説得をしなければ、あんなイベント、今からでも中止に」

「なるわけないでしょう」

　冷静な声が響く。

「か、会長……」

　さすがにマズいといった表情を斎藤は浮かべた。

「斎藤くん、私の時ですっかり懲りたと思っていたのに、また同じようなことを繰り返すなんて」

　冷静な口調は、まるで必死に怒りを押し殺しているかのようだった。

「こんな所に後輩を連れ込んでねー。これが副会長のやることかよ」

　遅れてやって来た英えい人ともぼやく。

「悪いけど、この件は学校にも報告させてもらうわ。しばらくは謹慎ね。学年最後の文化祭は参加できないと思って頂戴」

　史ふみ恵えの言葉に、斎藤はがっくりとうなだれた。

「えっ？　えっ？　えっ？　えっ？」

　状況をまだ理解できていないプレアが、一人困惑をしている。

「ど、どういうことなんですか？」

「プレアさん。あなたは斎藤くんから何て聞いていたの？」

「星夜祭に反対してる先生がいるって。このままじゃ星夜祭は中止になるけど、自分なら説得できるって」

「そんなことを」

　史ふみ恵えがため息をつく。

「ごめんなさい。全部、彼がついた噓うそだったのよ。反対している先生なんていないわ。星夜祭は問題なく開かれるのよ」

「噓うそ……だったんですか」

　ようやく、プレアはことの次第を理解した。

「わたしは、あっさりと騙だまされて……」

　今更ながら、斎藤の汗ばんだ手の感触が思い出される。

　これ以上、彼と一緒の場所にはいたくなかった。体が拒否反応を起こしていた。

「し、失礼します！」

　プレアは資料室を飛び出した。
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　ほとんど人のいない、職員用玄関までやって来ると、プレアは荒く息を吐きだした。

　少しだけ気持ちが落ち着いた頃に、星せい馬まがやって来る。

「セイマさん、さっきはありがとうございました。おかげで助かりました」

　精一杯の笑顔を作る。

「『辺境惑星の歩き方』にも、あんなイレギュラーなケースは載ってませんでしたから。書き込んでおかないといけませんね」

　プレアなりのジョークだったが、星せい馬まは笑わなかった。

「プレア、どうしてだよ!?」

　激しい口調で尋ねる。

「理由は分からないけど、プレアがこの村の星空を復活させることに義務感みたいなものを抱いているのは分かる。でも、あんなことを我慢する必要なんてないんだ」

「違うんです。セイマさん」

　プレアが、真顔で言う。

「確かに星空を復活させることはわたしの義務だと思っています。でも、それだけじゃないんです。わたしがさっき我慢したのは。我慢できちゃったのは、見せたかったからです」

「見せたい？」

「セイマさんに、この村の星空を見せたい。セイマさんのお母さんが、セイマさんの名前に星って入れるぐらいに好きだった星空を、セイマさんにどうしても見せたいって。そう思ったら、どんなことでも我慢できるって」

（俺のため……だったのか。俺がプレアに母ちゃんのことを話したばっかりに）

　後悔する一方、プレアの想おもいに嬉うれしさを感じているのも事実だった。

「悪い。大きい声を出して」

「いえ、大丈夫です」

「プレアの気持ちは嬉うれしい。俺だって、この村の星空は見たい。でも、プレアに苦しい思いまでさせて見たくはないから。それだけは、忘れないで欲しい」

「はい、心配をかけてすみませんでした。それと……ありがとうございました」

　プレアが少しだけはにかんで呟つぶやく。

　そんなプレアの表情に、星せい馬まの胸が少しだけ弾んだ。

（あれ？　何だろう。この気持ち）

「さっきのセイマさんはレインボー銀河のお助けヒーローマンみたいでしたよ」

「何だよ、それ。どういう意味だよ」

「えっと、地球の言い回しに直すと……」

　少し考えるプレア。

「白馬の王子様です！」

「……そんなおだてたって何も出ないぞ」

　星せい馬まがそう呟つぶやいたのは、半分は照れ隠しだった。
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　プレアが狙われるというハプニングはあったものの、その後の活動は順調だった。星夜祭は知名度を高め、興味を持ってくれる人も増えていった。

　文化祭を一週間後に控えた夕方。四人で一緒に学校を出る。

「あーあ、文化祭まであと一週間か」

　楽しみだというニュアンスもあれば、残念といったニュアンスも込められていた。

　那な智ち高祭は二日間行われ、星夜祭は二日目の夜に予定されている。

　告知活動もやれるだけやった。出し物の方の仕上がりも確認済み。当日ステージを借りる手はずも整っていれば、レンタルプラネタリウムの方もすでに予約済みだ。

「計画が始まったのっていつからだったっけ？」

「確か六月の末よ」

「そうだそうだ。星せい馬まと美少女留学生が二人で何かやってるからって千ち湯ゆ里りが大騒ぎして」

「あの時のことは言わないで」

　千ち湯ゆ里りが恥ずかしさに顔を伏せる。

「その後で、お二人に参加してもらったんですよね。本当に助かりました。わたしとセイマさんだけじゃ、きっと計画は止まっちゃってたと思います」

「だな。魔窟に行くことを閃ひらめいたのはオレなわけだし。スクリーンに星を映すのは千ち湯ゆ里りのアイデアだし。まあ、そのせいで夏休み中、住み込みでバイトする羽目になったけど」

「でも楽しかったよ。旅館の仕事も」

「本当に!?　星せい馬まくんさえ良ければ、卒業後はうちに就職してくれたっていいのよ」

「それは……前向きに検討させてもらうよ」

「うん、前向きにお願いね」

　小気味よく会話を弾ませる三人を、プレアは幸せそうに眺めていた。

「皆さんと知り合えて、本当に良かったです」

「何だよ、プレアちゃん。今更そんな」

「星夜祭だけのことじゃありません。皆さんと知り合えて、わたしはすごく楽しかったです」

「俺もだよ」

　と星せい馬ま。

「オレもさ」

　と英えい人と。

「私もよ」

　と千ち湯ゆ里り。

「星夜祭、絶対成功させましょうね」

　プレアの言葉に、一同が頷うなずいた。

（星空が復活して、セイマさんが星空を眺めるのを見届けてから、わたしは宇宙へ帰ります）

　心の中で呟つぶやいたプレアは、誰にも聞こえない小声で、そっと付け加えた。

「セイマさんへの、想おもいと一緒に」
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　そして、文化祭の日が訪れた。

　星夜祭実行委員会としての事前準備は、もう完了している。本番は明日。

　今日は、これといってやることはなかった。

　部活をやっている英えい人とと千ち湯ゆ里りは、それぞれの部の出し物の手伝いに行ってしまっている。英えい人とは水ヨーヨー釣りの屋台で、千ち湯ゆ里りは弓道部による試射体験会だと言っていた。

　星せい馬まとプレアの二人が、暇を持て余すことになる。

「せっかくだから、あちこち回ってみるか」

「そうですね」

　二人して、校内を散策することにした。

　そんな感じに校内を回っていると、

「おっ、今いま村むらにプレアさん」

　声をかけられる。クラスメイトの小お木ぎ曽そだった。

「今、暇か？」

「暇って言えば暇だけど。何かあるのか？」

「うちのクラスの出し物、手伝ってけよ」

「え？」

　初耳だったものだから、星せい馬まも、そしてプレアも驚く。

「うちのクラス、なんかやってるのか？」

「知らないのか。メイド喫茶だよ。二人と、あと英えい人とも星夜祭実行委員とかで忙しそうだったから声をかけなかったんだよ。でも暇だって言うなら手伝ってけ」

「いや、でも」

　さすがにプレアにメイドの恰かつ好こうをさせるのは申し訳ないと思うものの……。

「わたしは大丈夫ですよ。少しでもお役に立ちたいです」

　二つ返事で頷うなずくものだから、星せい馬まも納得する。

「分かったよ」

「よし、こっちだ。大丈夫、衣装はちゃんと用意してあるから」

　半ば強引に連れられていく二人。

（プレアのメイド姿か……）

　ちょっとだけドキドキする星せい馬まだったが、

「おい！」

　数分後、星せい馬まは納得がいかないといった様子で叫んだ。

「どうして！　俺が！　メイドの恰かつ好こうなんだよ！」

「仕方ないだろ！　うちのクラスは、『漢のメイド喫茶』なんだから」

　なんでも、当初は普通のメイド喫茶を予定していたらしいが、女子が猛反発。そこから話がどう転んだかは分からないが、いつの間にか男子によるメイド喫茶に企画が変更になってしまったようなのだ。

「着替えたんならちゃんとメイドに徹しろ！　最低十組は接客しなきゃ解放しないからな」

「そんな」

　恥ずかしくて仕方のない星せい馬まだったが、プレアは楽しそうに大笑いしている。

　結局、逃げ出すわけにもいかず、しばらく漢のメイドとして働く羽目になったのだった。

「押忍！　いらっしゃいませー」
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「まったく、ひどい目にあった」

　どうにかメイドを卒業し、クラスを後にする。

「大丈夫です。セイマさん、似合ってましたから」

　そう言うプレアの手には、奇妙な装置が握られていた。

「ちゃんと、立体映像記録デバイスに録画しておきましたから。いつでも見返せますよ」

「宇宙の技術でしょーもないものを撮るんじゃない。消してくれ」

「絶対消しませんから」

「消してって」

「絶対消しません」

　そんなやり取りをしていると、

「おーい、星せい馬ま、プレアちゃん」

　声がかかる。見ると廊下の一角にビニールプールが置かれ、水ヨーヨーがプカプカと浮かんでいる。

　バスケ部による水ヨーヨー釣りだった。英えい人とが呼び込みをしている。

「英えい人と、お前、うちのクラスの出し物、知ってるか？」

「ああ、漢のメイド喫茶だろ？　手伝わされそうだから、今日は近づかないようにしてんだけど」

「それ、事前に教えておいてくれよ」

「えっ、何？　星せい馬ま、手伝わされちゃった口か？」

「はい、セイマさん、すごく似合ってましたよ。ちなみにこれがその時の映像で」

「止やめろ──」

　装置の映像を再生しようとするプレアを星せい馬まは慌てて止めた。

　映像を見られるのも恥ずかしいが、問題はそれが宇宙の道具で撮影されたものだってことだ。完璧な３Ｄ映像なんか投影されたら最後、この道具は何なんだって騒ぎになりかねない。

「何だよ。見せてくれたっていいのによ。まっ、いっか。それより水ヨーヨー釣り、やってくか？　本当だったら一回五十円もらうとこだけど、タダでいいぞ」

「アバウトなんだな」

「文化祭の屋台なんてこんなもんだろ」

　せっかくだからと、曲げた針金のついたこよりを受け取る。

　星せい馬まとプレア、それぞれ一つずつ、水ヨーヨーを釣り上げた。こよりはまだしっかりしていて、もう一つか二つ、取れそうな感じだったが、あまりたくさん取れてしまっても持て余してしまうだけだから、それで終わりにすることにする。

「弓道場に行けば、千ち湯ゆ里りが弓道体験会やってるぞ」

「あー、そうかー」

　何な故ぜか星せい馬まが、少しだけ渋い顔をする。

「どうしよっかな」

「何を迷ってるんですか？　もちろん行くに決まってるじゃないですか」

　半ばプレアに引っ張られるようにして、星せい馬まは弓道場へと向かうことになった。
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　英えい人との言っていたように、弓道場では弓道体験会が行われていた。５メートルほどの距離まで的を近づけ、それを来客に狙ってもらい、あたったら景品としてお菓子を配るイベントだった。

「星せい馬まくん」

　千ち湯ゆ里りが、何な故ぜか複雑な顔で星せい馬またちを迎える。

「今日は特にやることもありませんから、文化祭を見て回ってるんです。わたしもチャレンジしてみてもいいですか？」

「え、ええ、もちろんよ」

　千ち湯ゆ里りに弓の扱いを教えてもらい、プレアが的を狙って矢を放つ。

「あ、あたりましたよ」

「おめでとう。はい、これ、景品よ」

　千ち湯ゆ里りは袋に入ったお菓子をプレアに渡した。

「次は星せい馬まくんね」

「いや、俺は」

「うるさい。つべこべ言わずやる！」

　強引に参加させられる。狙いの補正もちゃんと千ち湯ゆ里りがしてくれるから、まず外すことはない。

「はい、おめでとう」

　千ち湯ゆ里りは星せい馬まに押し付けるようにお菓子を渡した。

「星せい馬まくん、私にあんなことを言ったんだから。星せい馬まくんだってちゃんとしてよ。そうでないと私は……」

　どこか悲痛な表情で、千ち湯ゆ里りが星せい馬まに囁ささやくのが聞こえた。

（あんなこと？）

　プレアには、さっぱり意味が分からなかった。
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　その後も、プレアと星せい馬まによる校内の散策は続いた。

　お化け屋や敷しきでは楽しい悲鳴を上げ、占いブースでは真剣に占ってもらい、模擬店での買い物も楽しんだ。

「あ、セイマさん。見てください」

　不意にプレアが声を上げ、前方を指さす。

『魔窟へようこそ』

　そんな看板が立てられていた。

「魔窟って言ったら……あの魔窟だよなあ」

　恐る恐る看板の出ている教室へと足を踏み入れると、日光仮面こと魔窟のヌシが出迎えてくれる。

「いらっしゃい」

「どうしたんですか？　こんなところで」

「いやあ、君たちのおかげで、文実の長こと会長様が魔窟の活動に興味を持ってくれてね。教室を一つ、割り当ててくれたんだ」

　狭い教室の中では、ボードゲーム体験会が行われていたり、鉄道模型が走っていたり、マジックが披露されていたり、暗幕でかこった一角では悲鳴が上がったりしていた。ホラー映画の上映が行われているようだ。

　また、ケースに入った爬は虫ちゆう類るいを展示しているコーナーもある。

　かなりカオスな状態だったが、集客率は悪くないらしく生徒や遊びに来た客でにぎわっている。特に子供受けがいいようだ。

「良かったですね、ヌシさん」

「ああ、本当だよ」

　仮面の上からでは表情は見えないが、おそらく微笑ほほえんでいることだろう。

「ところで、明日のことなんですけど」

　星せい馬まが尋ねると、

「テルミン同好会、民族楽器研究会、北欧民謡愛好会。三つとも今から明日の晴れ舞台に備えて魔窟で最後の調整中だ。なかなかの仕上がりだから、期待してくれていいよ。私も明日の星夜祭が今から楽しみでならないよ」
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　文化祭を堪たん能のうすると、すでに夕方になっていた。特にイベントが用意されているわけでもないため、星せい馬まとプレアは家に帰ることにした。

　バスの時間までかなりあったので、少し遠いがプレアは歩いて帰ると言い、星せい馬まもそれに付き合うことにした。自転車を押しながら、プレアの隣を歩く。

「明日だな」

「明日ですね」

　そんな言葉を、交わし合う。

　少しだけ躊躇ためらってから、星せい馬まはプレアに尋ねた。

「プレアは、いつまでいるんだ？　那な智ち高校……いや、地球に」

「この村の星空が復活したら、すぐにでも出発するつもりです」

「宇宙に、帰るのか」

「そういうことに、なりますね」

「そっか……何か残念だな。もうこの際、卒業までいればいいのに」

「わたしもそうしたいところですけど、仕方ないんです。そもそもとして、ここは宇宙人が入っちゃいけない星なんです」

「えっ、そうなの!?　どうして？」

「辺境惑星で、まだ文明が未熟だからです。ここに宇宙人の技術が入ってしまうと、間違った方向に文明が進んでしまう可能性があるからです。ですから、立ち入り禁止に設定されています」

「見つかったら捕まったりするのか？」

「そうなりますね」

「そんなリスクをおかしてまで、どうしてこの村の星空を……」

「それは……」

　口ごもるプレアに、

「いや、今のは忘れてよ。理由は聞かないって決めたんだから」

「ありがとうございます」

　申し訳なさそうにプレアが言う。

　少しの沈黙の後、プレアが努めて明るい声で言った。

「わたしは、明日の夜には地球をたってしまいます。会うとつらくなっちゃうので、エイトさんにもチユリさんにも何も言わずに行くつもりです。二人にはよろしく伝えておいてくださいね。あと、あの二人になら、わたしの正体を告げてもかまいません」

「ああ、分かった」

「それと、セイマさん。チユリさんと幸せになってくださいね。お二人はとってもお似合いだと思いますよ」

「えっ!?」

　星せい馬まが驚いた顔をする。

「あっ」

　一瞬、しまったって顔をしたものの、プレアはすぐに笑顔になった。

「あはははは、すみません。口が滑っちゃいました。実はわたし、聞いちゃってたんですよ。夏休み、お祭りの夜のチユリさんの告白」

　プレアの胸が、ズキリと痛む。

「返事はまだなんですか？　カップルになった二人を見られずに行くのが少し残念ですよ」

　心にもないことを言う。

「そっか、英えい人との言うとおり。やっぱりプレア、聞いてたんだな」

　星せい馬まは苦笑してから、端的に言った。

「断ったんだ」

「え？」

「だから、千ち湯ゆ里りちゃんの告白。俺、断ったんだ。一昨日の夕方。たまたま二人っきりになる時があったから」

　一瞬、何を言っているのか分からないといった顔をプレアはした。

　次の瞬間、プレアは自転車を押す星せい馬まに詰め寄った。

「ど、どうしてなんですか？　チユリさんの何が不満なんですか!?」

「不満なんてないよ。千ち湯ゆ里りちゃんは美人だし、性格だっていいし、俺にはもったいないぐらいの人だと思う」

「じゃあどうして断っちゃったりしたんですか！　わたし、納得がいきません！」

「俺に、好きな人ができたからだよ」

　衝撃的な言葉を星せい馬まは口にした。

「誰ですか？　クラスの女の子……じゃないですよね。そんなに親しく話してる人もいないみたいですし」

　そこでプレアがハッとする。名探偵みたいな顔で告げた。

「分かっちゃいました。ズバリ、コモリ先輩ですね」

「どうして小こ森もり先輩が出てくるんだよ」

「星夜祭のことで、コモリ先輩とは頻繁にやり取りしていました。きっとセイマさんは、頼れるお姉さんがタイプなんですよ。だからコモリ先輩で間違いありません。今考えると、清せい流りゆう苑えんのラウンジでも何かいい感じでしたし！」

　プレアの暴走は続いた。

「もちろん、コモリ先輩も素晴らしい女性だとは思います。でも、チユリさんだって決して負けてませんから。ちゃんと想おもいを告げてくれたチユリさんを、セイマさんは選ぶべきなんです！」

「ああああああ！　もうっ！　全然違うから！」

　星せい馬まが大声を出してプレアの暴走を止める。

「俺が好きなのは、小こ森もり先輩じゃない！　そりゃ小こ森もり先輩は魅力的な人だと思うけど、そうじゃないんだ」

「じゃあ、誰なんですか？　ハッキリ教えてくれないことには、わたし、納得できません」

　ひたすら答えを求めるプレア。

「千ち湯ゆ里りちゃんにも、ちゃんとするように言われたしな」

　薄暗い山道で、星せい馬まは自転車を止めた。

　プレアをしっかりと見つめ、そして告げる。

「俺が好きなのはプレアだよ」
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『オレガスキナノハプレアダヨ』




　プレアは、最初その言葉の意味が理解できなかった。いや、理解はしていたが、驚きのあまり実感がわかなかったのだ。

「えっ!?　えっ!?　えっ!?」

　まさかの星せい馬まの言葉に、プレアは半ばパニックを起こす。

「わ、わたしは、宇宙人なんですよ」

「知ってるよ」

「用が済んだら、宇宙に帰らなくちゃならないんですよ」

「知ってるよ」

「そしたら、おそらくもう二度とここには来られないんですよ」

「知ってるよ」

「それなのに……どうして？」

「プレア、俺の星空を見たい理由を聞いて、泣いてくれただろ？」

「……はい」

「それに、俺に星空を見せたいって理由で、副会長のセクハラにも耐えようとしてくれたし」

「……はい」

「そんな姿を見てたら、自然と……さ」

　星せい馬まが軽く笑った。

「そんな些さ細さいな理由で」

「好きになるなんて、そんなもんじゃないのか？」

　星せい馬まは恥ずかしそうに頭を搔かいた。

「まいったね。初恋が宇宙人だなんて。どんなＳＦ小説なんだよ」

　でも……と、しみじみと呟つぶやく。

「好きになっちゃったものは、仕方ないんだよな」

　好きになっちゃったものは仕方ない。

　それは、誰よりもプレア自身がよく分かっていることだった。

　本音を言えば、嬉うれしかった。星せい馬まが自分のことを好きになってくれたことが、嬉うれしくて嬉うれしくてたまらなかった。

　それこそ、すぐにでも星せい馬まの胸に飛び込みたくなるぐらいに。

　だけど……彼の想おもいを受け入れることはできなかった。

　星せい馬まは地球人であり、自分は宇宙人なのだ。

　そして、自分はここを去らなければならない存在なのだ。

　二人が結ばれる未来は、絶対にありえないのだ。

　だったら……。

「へー、そうだったんですかー。セイマさん。わたしのこと好きになっちゃったんですかー」

　プレアは、恐ろしく下手な芝居を始めた。

「でも、ちょっとその気持ちは困りますね。って言うか、迷惑です。わたし、セイマさんのことは嫌いじゃありませんけど、そういった好きじゃありません。恋人になりたいとかの、男女の好きとか違いますって。お友達としての好きなんです」

　不自然に饒じよう舌ぜつに話し続けるプレア。

「そもそもとして、地球人を恋愛対象に思ったことなんてありませんから。せめて触手の十本や二十本、生えててもらえませんと。あと、目からビームも」

「あ、やっぱり宇宙人ってそういうのが好きなのか。さすがにそれは真ま似ねできないかな」

　星せい馬まが苦笑する。

「ですから、この話は終わりです。わたしも忘れますから、セイマさんも忘れてください。それと、今からでも遅くないので、ちゃんとチユリさんとお付き合いするようにしてください。きっとお二人はうまくいきますから」

　胸の苦しさに耐えつつ、プレアが必死に言葉を繫つなげている時だった。

　場違いに冷淡な声が響いた。

「見つけましたよ。プレア・モモベルさん。いえ、宇宙怪盗ビューテイカーと呼ぶべきでしょうか？」
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　現れたのは、奇妙な三人組だった。ずんぐりむっくりとした男と、男を挟むようにやたら背の高いガリガリに瘦せた二人が立っている。共通しているのは首にチョーカーをつけていることだ。

「あなたは……」

　プレアが表情を強こわ張ばらせた。

「お初にお目にかかります。私は、宇宙宝石商のキラリモンド・デル・ガルバリアシウムと申します」

　ずんぐりむっくりとした男、キラリモンドが軽く一いち揖ゆうした。

「単刀直入に申しましょう。あなたがお持ちになっている、景色スフィアを私に譲っていただきたいのです。もちろん、相応の対価はお支払いいたしますので」

「どうしてそのことを……」

　驚いた顔をしたプレアだったが、すぐに毅き然ぜんとして言った。

「お断りします。この景色スフィアは、この村の物です。返さなければならないんです」

「それが上う手まくいっていないのでは？」

「確かに解放に手間がかかっています。でも、あと少しなんです。わたしは、この星で知り合った大切な仲間たちと一緒に準備をし、解放条件を満たす目処が立ちました。ですからこの話はもうおしまいです」

「残念ながら、商談はまだ終わりにはできませんよ。かの有名な怪盗ビューテイカーが奪った景色スフィアともなれば、プレミア中のプレミア、高値が付くことは間違いありませんから」

　キラリモンドが左右の男に目配せをする。

　男たちが、ゆっくりとプレアへと近寄ってくる。

「プレア」

　星せい馬まが小声で尋ねた。

「何だかよく分かんないけど、逃げるが正解なんだよね」

「……はい」

「よしっ！　後ろに乗って！」

　素早く星せい馬まが自転車に乗った。プレアが自転車の荷台に横になって座り、星せい馬まの身体からだにしがみついた。

「しっかり摑つかまってて！」

　星せい馬まが自転車を発進させる。

「追いなさい！」

　キラリモンドが命令し、二人の男が自転車を追いかけ始めた。

　まるで地面を滑るかのような異様な足さばき。それは人間の脚力をはるかに超えている。

　しかし、下り坂だったこともあり軍配は星せい馬まの方に上がった。一気に坂道を下り、そのままスピードが緩まないようペダルを踏み続ける。

　肩越しに振り向き、どうやら二人組をまけたことに気付くとホッと一息。

「今の連中って、やっぱり宇宙関係の人たちなわけ？　それから景色スフィアって……」

　肩越しに尋ねそうになるも、星せい馬まは自重した。

「おっと、聞かない方がいいんだよね」

「……いえ、ここまできたらもう隠してはおけません。本当は、どこかで話さなければと思っていました。今、その踏ん切りがつきました」

　背中から、そんな声が返ってきた。

「お世話になったエイトさん、チユリさんも知る権利があります。お二人も呼んでいただけますか？」

　決意を込め、プレアは言った。

「いいのか？」

「はい。三十年前、この村がどうして星空を失ったのか。その理由を、お話ししますから」
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　幸い、英えい人とも千ち湯ゆ里りもまだ学校に残っていた。

　星せい馬まから連絡を受け、星せい馬まの家へとやって来る。

「いきなり呼び出したりするなんて、あれだろ？　明日の決起集会でもするつもりなんだろ。ちゃんと準備してきたぜ」

　コンビニで仕入れたであろう、ペットボトルのジュースや大量のお菓子を抱えてやって来る英えい人と。それとは対照的に、千ち湯ゆ里りは手ぶらだった。

　星せい馬まにフラれたばかりというのもあるが、彼の口調からかなりの深刻さを感じ取っていたのだった。

　星せい馬まの家は父子家庭だから、この時間は家には誰もいない。星せい馬まはやって来た英えい人とと千ち湯ゆ里りを二階にある自分の部屋へと上げた。

　そこで待っていたのは、もちろんプレアだ。

「プレアちゃんも一緒か。やっぱり決起集会で間違いないな」

　確信を込めて言う英えい人とだったがプレアがいつになく緊張した面持ちなのに気付く。

「どうかしたのか？」

「とりあえず座ってくれ。待ってて、コップ持ってくるから」

　長い話になるだろうからと、英えい人との差し入れをありがたく活用させてもらうことにした。

　それぞれのグラスに飲み物が注つがれ、ついでにお菓子も開かれる。

「じゃ、プレア。お願い」

「はい」

　大きく深呼吸をしてから、プレアは言った。

「これまで秘密にしてすみません。実はわたし、地球人じゃないんです。宇宙人なんですよ」

　一瞬の沈黙。

「何その冗談、突拍子もなさ過ぎて逆に笑えねーって」

　苦笑する英えい人とに、

「いや、実はこれ、本当のことなんだよね」

　と星せい馬まが口を挟む。

「実は──」

　星せい馬まが語ったのは、山に入っていくプレアを追いかけていった時のことだ。そこで見かけた宇宙船と、見えない力で宇宙船内部に引っ張り込まれたことを詳しく説明する。

　それでも半信半疑な英えい人とに、

「今、証拠をお見せします」

　とプレアが立ち上がった。軽く目を閉じ、

「コスチュームチェンジ、ノーマル」

　プレアの体が一瞬、光に包まれた。次の瞬間には、那な智ち高の制服を着たプレアの姿はなかった。見るからに宇宙人って恰かつ好こうをしたプレアがそこにはいた。

　これには英えい人とも言葉を失う。

「マジックってこと……ないよな」

「ないわね」

　端的に千ち湯ゆ里りが答えた。

「それに、二人が私たちに噓うそをつくはずないじゃない。プレアさんが宇宙人なのはきっと……ううん、本当のことなのよ」

「そう……だよな。オレたちに噓うそをつくメリットなんて、ないよな」

　英えい人とはパシリと自分の両頰を叩たたいた。

「よしっ、ならオレもプレアちゃんが宇宙人だって信じるぞ」

「ありがとうございます。チユリさん。エイトさん」

　思いの外あっさりと信じてもらえたことに、感激するプレア。

「話ってのは、そのことか？　まあ、呼び出すには十分に衝撃的な話だったけどよ」

「いや、今のはあくまで前置きに過ぎないんだ。プレアは宇宙人だってことを前提に置いた上で、彼女の話を聞いて欲しい。実は俺も、ここからの話は聞いてないんだけど」

　三人の注目が、プレアへと集まる。

「まず、皆さんに謝らなくてはならないことがあります。この村の星空を奪ったのは……」

　一瞬ためらったものの、

「他ならぬ、わたしなんです！」

　プレアが衝撃の真実を叫んだ。

「えっ？」

　啞あ然ぜんとする星せい馬またちに、プレアが説明を始める。

「広い宇宙には、無数の奇病が存在します。ゴムのように伸び縮みする体になってしまう『ノビール病』。全身がネバネバの粘液で覆われてしまう、『エスカ・ルーゴ病』。オナラがメロディを奏でてしまう『オナラプーラム病』。そんな奇病の中の一つ、『ＮなりＫきりシンドローム』にわたしはかつてかかっていたんです」

「ＮなりＫきりシンドローム？」

　奇妙な病名に、星せい馬まは小首を傾かしげる。

「これは、特定の職業や存在に身も心もなりきってしまうという病気です。宇宙海賊だったり、宇宙傭よう兵へいだったり、宇宙冒険者だったり。わたしの場合は、それが宇宙怪盗でした。この病気にかかったわたしは、自分が宇宙怪盗だと信じて疑わなくなってしまいました。そして、宇宙船を調達すると家族のもとを飛び出し怪盗行為をするようになったんです」

　何かを決意した様子で頷うなずく。

「自分への罰として、お見せしちゃいます。これが、当時、宇宙怪盗ビューテイカーを名乗っていたわたしのコスチュームです。なお……恥ずかしいことに自作です」

　再びプレアの体が光に包まれる。

　続いて現れたのは、日曜の朝の女の子向けのテレビアニメに登場しそうなコスチュームに身を包んだプレアだった。素直な感想を言うなら、超絶にイタい恰かつ好こうだった。

「ああ、もう限界ですー！」

　自分の黒歴史に耐え切れず、すぐに宇宙服に戻るプレア。

　気を取り直したように、プレアは話を続けた。

「わたしが盗む対象として選んだのは、『景色』でした。宇宙を飛び回りつつ、自ら開発した特殊なデバイスでもって美しい景色を奪ってしまうんです」

「景色を奪うって、写真や動画を撮るってこと？」

「根本的に違います。景色という概念を丸ごと奪ってしまうんです。わたしが景色を奪った場所からは、その景色はもう見えなくなってしまうんです。これこそが、この村の星空消失現象の理由なんです」
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「ちょっと待てって！　この村の星空が見えなくなったのって、三十年前の話なんだぜ!?　それじゃプレアちゃんは、オレ達よりずっと年上だってことなのか？　まあ、宇宙人ならそれもありえなくねーけど」

「いえ、肉体的な年齢で言えば、皆さんとあまり変わりません。地球の年齢に換算すると、十八歳程度です」

「でも、それじゃ三十年前に犯行に及ぶことができなかったんじゃ？」

「できたんです。三十年前に、わたしは今とさほど変わらない年齢で存在していましたから」

　訳が分からずポカンとしてしまう星せい馬またちに、プレアは言った。

「三十年前、この村の星空を奪ったわたしは、その後すぐに星間連盟警察に捕まりました。『ＮなりＫきりシンドローム』の治療薬はありましたが、投与されてから完治には長い時間が必要となります。そこで、わたしは、そのまま不老機能付き睡眠ボックスへと入れられたのです。その中で年を取ることなくわたしは眠り続け、病気が完治した三十年後に目覚めました」

「よくＳＦで出てくる冷凍睡眠みたいなものか」

「ああ、そうだろうな」

　星せい馬まと英えい人とが頷うなずき合う。

「でも、プレアさん。三十年もたってしまったら、家族は……」

　千ち湯ゆ里りが心配した顔で尋ねるも、

「あ、それは大丈夫でした。お父さんもお母さんも、わたしと同時に睡眠ボックスに入ってくれましたから。結果としてわたしは、前と変わらない家族との生活を始められました。また、理由が星間連盟指定の奇病、『ＮなりＫきりシンドローム』だったということで、景色を奪った罪を問われることもありませんでした。わたしが奪った景色は、すべて星間連盟警察によってそれぞれの場所に返されたと聞きました。ビューテイカーだった頃の記憶も、徐々に薄れていきました。大学にも入り、普通の宇宙人としての生活を取り戻しかけていたある日。わたしの持っていた収納デバイスの隠しスペースに、一つだけ景色スフィアが残されていたのを見つけたんです」

「景色スフィアって何？　さっきの男も言ってたような」

「奪った景色を物質として固定させたものです。待ってください。今、お見せしますから」

　プレアがブレスレットに手を触れる。様々な道具、デバイスが空中に投影された。

「おい、これは何だ？」

「収納デバイス、小物入れみたいなものだって。これで選んだものを確定し、実体化させる装置らしい」

「スゲーな、宇宙の技術」

　いつか星せい馬まが感心したように、英えい人とも驚きの声を漏らす。

「これが、那な智ち村の星空です」

　ブレスレットこと収納デバイスから映し出されているのは、深い紺色の球体だった。内部がキラキラと輝いており、とてもキレイで……。

　ふと星せい馬まは気付く。

「ん？　何か俺があげたスーパーボールに似てないか？」

「あっ、すみません。間違えました！」

　あたふたとプレアが選択し直す。

「こちらが、那な智ち村の星空です」

　気を取り直して、その球体を見せた。

　確かに一見、色合いはスーパーボールに似ていた。でもよく見ると全然違っている。

　ギュッと凝縮された夜の中に、無数の星がきらめいていた。つい見とれてしまうほどに、それは美しかった。

「キレイね」

　千ち湯ゆ里りの口から、そんな言葉が漏れる。

「そうキレイなんです。『ＮなりＫきりシンドローム』で宇宙怪盗になりきってしまったわたしは、この美しさに魅せられて宇宙を駆け巡り景色を集めて回っていたんです」

　プレアが那な智ち村の星空の景色スフィアを見つめる。

「この景色スフィアを見た瞬間、わたしは地球を思い出しました。たまたま訪れた小さな村で見た星空が美しくて、またその星空を眺める地球人たちを驚かせたくて、星空を……奪ったことを」

「それが、三十年前の……星夜祭の時だったってことか」

「はい、そうです」

　プレアが静かに頷うなずく。

「この景色スフィアは、明らかに警察が押おう収しゆうし逃した物です。警察に提出すれば済んだ話かもしれません。だけどわたしは、この景色スフィアだけは自分で返したい。いいえ、自分で返さなければと強く思いました。しかし、調べた結果、とんでもないことが分かりました。この景色スフィアは、デバイスの故障によって、その時に現地で発生していたエモーショナルウェーブ、言わば感情波まで焼き付けてしまっていたんです。この景色スフィアを元の景色に戻すには、奪った時の状況を再現しなければならないんです」

「ちょっと待って。私、大体分かってきたわ。つまりそれが、星夜祭を行う理由なのね。昔ながらの星夜祭を復活させようと必死だったのは、それが那な智ち村の星空復活の条件だったからなのね」

「はい、そうです」

　千ち湯ゆ里りの完璧な推測に、プレアがコクンと頷うなずいた。

「厳しい条件でしたが、それでもわたしは自分で返さなければと思い、大学に休学届を出して、宇宙船をレンタルし、この地球へとやって来ました」

　長い説明が終わり、プレアは息を吐いた。

「わたしが犯人だったなんて……幻滅しましたよね？」

　怯おびえたような目でプレアが星せい馬またちを見る。

「驚いたけど、別に幻滅はしないよ。だって、その『ＮなりＫきりシンドローム』って病気のせいだったんだろ」

「そーだな。病気なんだから仕方ない」

「そうね」

　星せい馬まの意見に、英えい人と、千ち湯ゆ里りも賛同する。

「セイマさん、エイトさん、チユリさん……ありがとうございます」

　プレアが感激の瞳で三人を見た。

「それで、このまま秘密にしておくことができたはずのこのことを、このタイミングになって私たちに話してくれたのはどうして？」

　千ち湯ゆ里りが鋭い質問をしてくる。

「バイヤーが、現れたんです」

　プレアが答えた。

「恥ずかしながら、宇宙怪盗ビューテイカーは一部のマニアの間でかなりの人気になってしまったらしく、そのビューテイカーが奪った景色スフィアに高値が付くことは間違いない状況なんだそうです。そもそも、景色スフィアを生成するデバイスは、ＮなりＫきりシンドロームにかかって一種のトランス状態に陥っていたわたしが作った独自のデバイスでして、誰も再現できないものでしたから」

「俺もその連中を見たが、どう見ても友好的な連中じゃなかった。プレアが断っても、力ずくで商談を進めようとしたぐらいだからな」

「ある程度、こちらの事情を把握している可能性があります。だから、注意をして欲しくって」

「ＯＫ、分かったよ。注意するようにする。ところで今更なんだが、明日、星夜祭が上う手まくいけば、途中から本物の星空が見られるってことなんだな？」

「はい、そうです」

「そしたら、そのバイヤーの宇宙人たちもどうすることもできないのね」

「はい。景色を奪い景色スフィアにする技術は怪盗ビューテイカー独自の物です。そしてその装置は星間連盟警察に没収され、今のわたしはその作り方さえ思い出せません」

　そんな状況だからこそ、最後に残った景色スフィアが超希少となっているのだろう。

「明日の夜までその景色スフィアを守り切れば、オレたちの勝利ってことか」

「さらに、本物の星空を見ることもできる。これは負けられない戦いだよな」

　男二人が、深く頷うなずき合う。

「明日の星夜祭、バッチリ成功させて、でもって星空も復活させて。もうバイヤー連中が何もできないようにしてやろう！」

「ああ！　そうしようぜ！」

　星せい馬まと英えい人とが意気込む。

「それで、今晩プレアさんはどうするの？」

「宇宙船は、バイヤーに見張られていると思うので」

「だったらここに泊まればいいよ。そのうち父さんが帰ってくるだろうけど、むしろ歓迎してくれると思うよ」

「それは却下」

　ピシャリと千ち湯ゆ里りが言う。

「プレアさんは、うちに泊まるの。でもって、星夜祭まで隠れていてもらう。それが一番の安全策だと思うわ」




　　　★




　千ち湯ゆ里りの家族はプレアを快く迎えてくれた。

　夕食をご馳ち走そうになり、旅館のお風ふ呂ろを借り、眠るのは千ち湯ゆ里りの部屋だ。

「なんだか、夏休みを思い出すわね」

　夏休み中も、プレアは千ち湯ゆ里りの部屋で寝泊まりをしていた。

　ベッドを使う千ち湯ゆ里りと、床に布ふ団とんを敷いて横たわるプレア。最初、どちらがベッドを使うかで譲り合ったのが懐なつかしく感じた。

「すみません。またお世話になっちゃって」

「いいのよ。この村の星空のためなんだから。私にとっても無関係じゃないわ」

　電気を消した部屋の中、ベッドの千ち湯ゆ里りが言う。

「明日は、星夜祭の少し前に誰かに高校まで送ってもらえるよう頼んでおくから。大人しくしていてね」

「はい、分かりました」

　しばしの沈黙の後。

「知ってる？　私、星せい馬まくんに告白したの」

　千ち湯ゆ里りがポツリと呟つぶやいた。

　どう返事をすればいいのか悩んでから、

「はい、知ってます」

「それで、つい一昨日、フラれちゃった」

「はい。それも聞きました」

「理由は、他に好きな人がいるからって。誰なのか知ってる？」

　プレアはひどく混乱した。

　千ち湯ゆ里りが本当のことを知って聞いているのか、それとも何も知らないのか？　真意を測りかねたのだ。

（わたしも知らないって誤魔化す方がいいですよね。もしチユリさんが何も知らなかったら、本当のことを知って空気が悪くなっちゃうかもしれません）

　だけど、ここで噓うそをつくことは千ち湯ゆ里りに対して不誠実なような気がしてならなかった。

「知ってます」

　プレアは、真実を口にした。

「……わたし……だそうです」

「そう、星せい馬まくん。ちゃんと告白したんだ」

　千ち湯ゆ里りの口ぶりから、すべて知っていたことを察した。誤魔化さずに良かったと、プレアはホッとする。

「でも、安心してください。わたしはこの村の星空を蘇よみがえらせたら宇宙に帰っちゃいますから。セイマさんとはそれっきりです。そのうちわたしのことだって忘れちゃ──」

　そこでプレアはあっと声を上げた。

「そうです。その手がありました！」

　ガバッと布ふ団とんを持ち上げ上半身を起こす。

「わたし、記憶消去デバイスを持ってます！　それを使えば、ここ数ヶ月の記憶をセイマさんから消すことができます！　わたしとセイマさんは出会わなかったことに」

　電気がつけられた。

　同じように上半身を起こした千ち湯ゆ里りが、怒った顔でプレアを見ていた。

「プレアさん、本気でそんなことを言ってるの？　もし本気だったら、私、許さないから。私たちの夏をなかったことにするなんて、絶対絶対、ダメだから」

「……すみません」

　さすがに軽率な思い付きだったなと、プレアは反省する。

　私たちの夏をなかったことにはしたくない。それは、プレアだって同じだった。

　再び電気が消される。

　少しの沈黙の後、プレアは呟つぶやくように言った。

「でも、わたし、ちゃんとセイマさんのことふっちゃいましたから。そもそも地球人は恋愛対象にないって言いましたから。だから……」

「……噓うそつき」

　プレアの心をえぐるような一言だった。

「プレアさんが宇宙人でも、宇宙に帰ってもう二度と地球に来られないとしても、それでも、自分の気持ちに正直になって。星せい馬まくんに、本当の気持ちを伝えていって。そうでないと、星せい馬まくんがかわいそうだし、フラれた私の立場が……ないんだから」

「チユリさん」

「宇宙人だってことを理由に、逃げないでよ」

　暗闇の中に千ち湯ゆ里りの言葉が繰り返された。

「逃げないでよ」
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　那な智ち高祭二日目は、特に問題なく進んでいた。

　午後。魔窟にて、星夜祭に出演するパフォーマーたちの最終調整を確認する。

　民族楽器研究会に北欧民謡愛好会。そしてテルミン同好会。

　しっかり練習してくれていたのだろう。仕上がりはバッチリだった。

　最終の打ち合わせを済ませ、星せい馬ま、英えい人と、千ち湯ゆ里りの三人は魔窟を後にした。

　プレアはここにはいない。先日の三人組のことを考え、星夜祭ギリギリに送ってきてもらう手はずになっている。

「星せい馬まくん、最初の挨拶は考えたの？」

「いや、それがまだ」

「しっかりしてくれよ。星夜祭実行委員長。司会進行はお前の役目なんだから」

「分かってるよ。ちゃんと本番までには決めておくから」

　星せい馬まはポケットから紙を引っ張り出す。

「えっと、今日はお忙しい中、お集まりいただき──」

「堅い堅い堅い。そんなんじゃ雰囲気が台無しだぜ」

「じゃあどうするんだ？」

「もっとこう、それっぽいのを。例えば……」

　英えい人とが少し考えてから、

「古いにしえより、人類は星を頼りに冒険を繰り広げてきた。今ここに、再び冒険の扉を開こうではありませんか……とかな。スクリーンに星の映像が映ってる状態で言うと、かなり雰囲気良くねーか？」

「……いい」

　と星せい馬ま。

「まさか英えい人とくんにそんな才能があったなんてね」

　千ち湯ゆ里りも感服した様子を見せる。

「よし、じゃあオープニングのナレーションは英えい人とに任せるか」

「それがいいと思うわ」

「何だよ、オレに全任せかよ」

　口では文句を言いながらも、満更でもない顔をする英えい人と。

　と、見知った人物が声をかけてくる。

「頑張っているようね」

「あ、小こ森もり先輩！」

　三人はそろって頭を下げた。

「どう、準備の方は？」

「万全です」

「そう。知ってのとおり、体育館で閉会式の後、後夜祭が行われるんだけど。それも終わって解散になる時、校庭での星夜祭のことをアナウンスしておくから。時間のある生徒は、参加してみてはどうでしょうかって」

　史ふみ恵えが笑顔を見せる。

「もちろん私も参加するつもり。だからしっかりね」

「はい、ありがとうございます」

　立ち去る史ふみ恵えを見送る。

「何だかんだで、会長にはお世話になりっぱなしね」

「本当。後でなんかお礼をしないと。菓子折り持っていくってのも変かな？」

　そんな話をしていると、千ち湯ゆ里りのスマホが着信音を響かせる。

「あっ、プラネタリウムの会社からだわ。どうやら高校に着いたみたいね。私、ちょっと行ってくるわね」




　　　★




　那な智ち高校、正門脇に小型バンが止められており、外に三人の男たちが立っていた。

「すみません。スターデリバリーの方ですよね。私が担当の園その山やまです」

　足早に駆け寄った千ち湯ゆ里りは、三人に頭を下げる。

「時間は大丈夫かい？」

「はい、星夜祭が行われるのは夕方の六時からなので、まだ十分に大丈夫です。ただ、電話でもお話ししたとおり、四時半までは他の部活が野外ステージを使っているので準備の方はその後で」

「ああ、かまわないよ。一時間もあれば準備は終わるから。なあ」

「ああ、十分だ」

「そうそう、十分」

　他の二人も納得する。

「ありがとうございます。それじゃあ、車は職員駐車場の方へ。あと、控室を用意してあるので、時間まではそちらで待機でお願いします」

　説明をする千ち湯ゆ里りは気付いてはいなかった。

　機材が積まれたバンの中に、蛍光色の光を放つロープのようなもので縛られて、身動きが取れなくなっている別の三人がいたことに。
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　午後の五時をまわり、文化祭は閉会式、そして後夜祭が体育館で行われている。

　星夜祭実行委員会の仕事の始まりだった。

　スターデリバリーの三人が中心となり、野外ステージに巨大なスクリーンが張られる。そこに星空を投影するための巨大な映写装置がセッティングされた。

　ノートＰＣで遠隔操作をするらしく、ステージ裏の観客からは見えない位置に操作ブースが設けられる。

　丁度その頃、清せい流りゆう苑えんの職員の車で、プレアが現場に到着した。ステージ上に設置されたスクリーンを見て目を丸くする。

「こんなにも大きいんですか？」

　確かにスクリーンは大きかった。優に３００インチはあるだろう。これならば遠くからでも見ることが可能だった。

「最高の星を見せてあげますよ。この星空を失った村にね。ククク」

　スターデリバリーの三人が奇妙な笑いを響かせたが、スクリーンの大きさに圧倒されてほとんど気にならなかった。

　作業用にと照明をつけているが、それを消せば校庭は暗闇に包まれるだろう。

　その中でスクリーンに星空が映し出されれば、目立つことは間違いなかった。もちろん本物の星空には及ぶまでもないが、十分に迫力はある。

（これなら、三十年前と同じエモーショナルウェーブが発生します。景色スフィアも、ここが本来の場所だと認識し、展開、定着するはずです）

　興奮気味にプレアは思った。

　やがて、時刻は六時を回る。

　校舎からぞろぞろとたくさんの生徒たちが校庭へとやって来た。

「何あれ？」

「すげー、でけースクリーン」

　スクリーンの大きさに驚きつつ、星夜祭の会場となるステージへと集まってくる。

　史ふみ恵えが最後の告知をしてくれたのが大きかったのか、帰ってしまう生徒は本当に少なかった。

　みんな、まだ文化祭を終わりにしたくない気分だったという理由も大きいだろう。興奮冷めやらぬといった顔をしている。

　星せい馬ま、プレア、英えい人と、千ち湯ゆ里り。

　そして、発表をする魔窟のパフォーマーたちも集まった。

「まず最初に、英えい人とのナレーションが入る。続いてスクリーンに星空の映像が流れるから、それに合わせてテルミンの演奏をお願いします」

　星せい馬まが最後の確認をする。

「は、はい！」

　緊張した面持ちでテルミン同好会の男子生徒二名が頷うなずく。ちなみに、すでにステージ上にはテルミンが設置されていた。

「テルミンの演奏が終わったら、民族楽器の演奏。それから北欧民謡へと続いてください。誘導はこっちでするんで」

　それぞれの担当生徒が頷うなずく。

「そして……」

　星せい馬まはプレアを見た。

「その、エモーなんちゃら……」

「エモーショナルウェーブです。セイマさん」

「そう、それが十分になって、条件がクリアになったら、いつでも頼む。……復活させてくれ、この村の星空を」

「はい、任せてください」

「星空……復活？」

　魔窟のパフォーマーたちは意味が分からず小首を傾かしげているものの、

「本物の星空が復活するぐらい、雰囲気バッチリなイベントにしようってことよ」

　千ち湯ゆ里りが適当に誤魔化してくれた。

　何はともあれ、準備は整った。

　そして、時間がやって来た。

　照明が落とされ、辺りが真っ暗になる。

「古いにしえより、人類は星を頼りに冒険を繰り広げてきた。今ここに、再び冒険の扉を開こうではありませんか」

　英えい人とがマイクを片手にナレーションを響かせた。緊張を感じさせないゆったりとした口調で、聞きき惚ほれてしまいそうないい声だ。

（よしっ、摑つかみはＯＫっと。次は！）

「スターデリバリーさん、お願いします」

　星せい馬まの指示で、スターデリバリーのスタッフが機材を操作する。

　設置されたスクリーンに、美しい星空が映し出される……はずだった。

　映像とはいえその美しさに、みんなが一気に心を奪われる……はずだった。

　ところが……。

　スクリーンに映し出されたのは、うっそうと生い茂るジャングルだった。

　木々をなぎ倒し現れたのは、イカとタコを合体させたかのような怪物だ。無数の触手を動かし森を歩き回り、見たこともないような動物を捕食している。

　おぞましい怪物の映像に、生徒たちから悲鳴が上がる。

「ちょ、ちょっと！」

　星せい馬まは慌ててスターデリバリーの三人のいる場所へと向かった。

「間違ってます！　変な怪獣映画が映っちゃってますよ！　早く星空を映してください！」

「いや、間違ってはいない。これで正しいんだよ」

　ニヤニヤしながら、スタッフの一人が言った。

「ヘルリアン星の珍獣、オクトスクイッド。こんな辺境惑星の住民がこの映像を見られることを光栄と思ってもらいたいものだね」

『辺境惑星』、その言葉の登場に星せい馬まは目を大きく開いた。

「あんたら、もしかして」

「フフフ」

　三人が、首のチョーカーに触れる。顔がガラリと変わり、昨日、星せい馬まとプレアに迫ったあの三人組となった。宇宙宝石商のキラリモンドと、その配下の二人だ。

「ど、どういうことなんですか？」

　やって来たプレアも息を吞のむ。

「本物の、業者の方は？」

「ああ、心配はいりませんよ。辺境惑星の住民とはいえ、殺してしまっては問題となり星間連盟警察に追われ続けることになりますから。ちゃんと車の中で大人しくしてもらっています」

　キラリモンドがプレアに顔を向ける。

「プレア・モモベルさん。あなたのデータベースをハッキングして分かりましたよ。この星夜祭の成功こそが、景色スフィアの解放の鍵なんですね。この状況では、解放は無理でしょうな」

　続いている怪物の映像に、集まった生徒たちは完全に引いてしまっていた。

「さあ、交渉の再開です。先日も伝えたとおり、こちらにはこの村の星空から作り出された景色スフィアに対する正当な……いや、それ以上の対価を用意してあります。もし今、スフィアを渡してくれるというのであれば、サービスとしてこのイベントの成功をお付けしましょう」

　キラリモンドが静かに笑った。

「この校庭全体を不可視のドームで覆い、そこに星を投影するのです。もっとも、この場所から見える星空でなく、冥王星辺りから見える星空になってしまいますがね。幸い、映像データを持っているので。少なくとも、今晩の星夜祭とやらは盛り上がることでしょう」

「ダメです。たとえ今夜の星夜祭が成功したとしたって、明日からはまたこの村は星空のない村に逆戻りです。それに……」

　プレアが星せい馬まを見る。

「わたしが、セイマさんに見て欲しいのは、この村から見える星空なんです。セイマさんのお母さんが見ていた、星空なんです」

「プレア……」

　星せい馬まは目を閉じた。

　考えること数秒、ゆっくりと目を開く。

　そして、決意とともにプレアに告げた。

「せっかく集まったみんなをガッカリさせるわけにはいかない。景色スフィアを渡そう」

「えっ!?」

　信じられないという顔で星せい馬まを見るプレア。

「いいんですか？　だって、セイマさんのお母さんの……」

「もうそんなこと言ってられる状況じゃないんだ。このままイベントを失敗させたら、小こ森もり先輩や魔窟の人たちの協力が無駄になってしまう。だから！」

　星せい馬まはプレアの肩に手を置き、熱い瞳で言った。

「景色スフィアを渡すんだ。……お祭りの夜に二人で手に入れた、あの星空を」

「お祭りの……」

　最初、何を言われているのか、さっぱり分からないといった顔をしていたプレアだったがやがて、

「あっ」

　と小さく声を上げる。つい口元が緩んでしまいそうになるのを我慢しながら、

「はい、分かりました。あの星空ですね」

　ブレスレットに手を触れた。様々な道具が投影される中、ついにその番はやって来た。深い紺色で、内部がキラキラと輝いている球体。

「えいっ」

　プレアが確定させると、それは実体化する。

「おおお！」

　感激の声を上げたキラリモンドが手を伸ばす。しかし、それよりも早く星せい馬まが、その球体を摑つかんだ。

「そんなに欲しけりゃ！」

　大きく振りかぶって、

「くれてやる！」

　という叫びとともに、球体を校庭の遠くへと力いっぱいに投げる。

「ああ、何ということを！　お前たち、早く捜しに行きますよ！」

　キラリモンドが配下二人を連れて、ボールの飛んでいった方向へと走る。

「今だ！」

　星せい馬まは映像を制御しているノートＰＣに駆け寄った。

「どうにか星の映像に変えられないか？」

「待ってください。わたしがやってみます」

　プレアがノートＰＣを操作するも、

「ダメです。あの人たち、完全に映像を消してしまっているみたいです」

「くそっ！　手の込んだことをしやがって」

　この頃になると、心配して千ち湯ゆ里りと英えい人ともやって来る。

「どうなってるの？」

「このままじゃ、みんな帰っちまうぜ」

「……分かった」

　星せい馬まが何かの覚悟を決めた。

「プレア、とりあえず映像を消してくれ。それならできるよな？」

「はい。可能です」

　怪物の映像が切られる。

「一度ステージのライトをつけて。俺が合図したら消して欲しい」

　それから、

「英えい人と、マイクを貸して。それからテルミン同好会、俺と一緒にステージに！」

「星せい馬まくん、何をするの？」

「星夜祭の星をどうするのか、最初にちょっとだけ考えたこと。それを、ダメ元でやってみるんだ」

　ライトの当たるステージの上へと、星せい馬まはマイク片手に駆け上がった。恐る恐ると言った様子でテルミン同好会の二人も上がる。星せい馬まの指示で、テルミンの前へとスタンバイした。

　ざわついていた観客が、静かになる中、星せい馬まはマイクに向かって言った。

「みんな、悪い。本当ならスクリーンに星空を映す予定だったけど、業者がデータを間違えたとかでそれが無理になった」

「何だよそれ」

「星夜祭じゃないじゃねーかよ。ただでさえうちの村は星なんて見えねーのに」

　生徒たちの罵声が飛ぶ中、星せい馬まは声を張り上げる。

「星ならある！　みんな、目を閉じて空を見上げてくれ」

　戸惑う生徒たちに、

「面白そうじゃない。もう少し付き合いましょう」

　史ふみ恵えが率先して星せい馬まの言うとおりにしたことで、他の生徒たちもそれに続く。

「想像してみてくれ！　今、この村には、満天の星が輝いている！」

　何の迷いもなく、星せい馬まはそう言い切った。

　そして、テルミン同好会の二人に合図をする。腹をくくったのか、二人はゆっくりと幻想的な電子音楽を奏かなで始めた。

　その演奏に合わせるかのように、星せい馬まは言葉を続けた。

「七つの明るい星からなる星の集まりがある。それが、北斗七星だ。北の空に見えているのがそれだ。続いてＷの形をした星が見えるだろう？　それがカシオペア座だ。北斗七星よりは小さいが、明るい星だからすぐに分かるはずだ」

　淀よどみなく言葉を並べる星せい馬まに、プレア、英えい人と、千ち湯ゆ里りの三人は驚く。

「あいつ、どうして？」

「きっと、那な智ち村の星が見たくって、こっそり勉強してたんだと思います。だって、わたし、この間見ちゃいましたから。セイマさんの部屋の本棚に、星の図鑑が置いてあるのを」

　さらに、星せい馬まの説明は続いた。

「そして、天の北極を表す星、北極星がある。いつも真北で輝いているこの星は、正確な北の情報を教えてくれる。那な智ち高で言うと、丁度、魔窟のある方角のはるか上空だ。北極星は子熊座のポラリスで、少し黄色がかっているように見えるだろう？」

　実際はそんな星は見えていない。空には月が輝いているだけだし、生徒たちは目を閉じている。しかし、まるで見ているかのように語る星せい馬まと、幻想的なテルミンの音楽の相乗効果で、生徒たちは、なんだか本当に夜空に星が輝いているように感じていた。

　目を開ければ終わってしまう魔法の時間であり、ペテンの時間。しかし、紛れもなく生徒たちの想像の翼は、星空をイメージしていた。

　いくら星のない村の高校に通っているとはいっても、普通に星の見える隣町から来ている生徒も少なくない。また、この村で生まれ育った人間でも、図鑑やテレビで星空は見ているし、星せい馬まだけが例外で、大抵……いや、ほぼ全員が村の外で星空を眺めた経験がある。

　そんな心の中にある星空が、今、彼らの頭の中で膨らんでいた。

「セイマさん！」

　壇上に駆け上がったプレアが、興奮した様子で星せい馬まに告げた。

「見てください！　景色スフィアが」

　収納デバイスで表示されている景色スフィアが、虹色に輝いていた。

「エモーショナルウェーブを感知しています。条件をクリアしたんです。今、この景色スフィアはここが自分の本来の場所だって認識したんですよ！」

　なぜ、遠くに放り投げたはずの景色スフィアがまだプレアの収納デバイスの中にあるのか？　その答えは簡単だ。先ほど星せい馬まが力いっぱい遠くに投げたのは、景色スフィアではなく、夕神温泉のお祭りで手に入れたスーパーボールだったのだから。

　プレアが、本物の景色スフィアを実体化させ、手に取る。

「これを空高く放り投げれば、星空が戻ります。セイマさん、やってください」

「俺が？　いいのか？」

「はい。これはセイマさんがやるべきなんです！　誰よりもこの村の星空を見たがっていて、そのために頑張ってくれたセイマさんが」

　星せい馬まは景色スフィアを受け取った。スーパーボールのゴム感とは違い、まるでガラスかプラスチックのように硬い感触だった。

「やるぞ」

　景色スフィアを握りしめ、星せい馬まは月しかない夜空を見上げた。

「那な智ち村の星空！　戻ってこいっ！」

　叫ぶと同時に、夜の空に向かって景色スフィアを放り投げた。

　それは、空中で光り輝き、視界が一瞬、真っ白になった。

　その光が薄れた時、夜空に広がっていたのは。

「やった……」

　満天に広がる……星だった。

　那な智ち村の星空は、完全に蘇よみがえったのだった。
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　月しか見えなかった夜空には、今や無数の光がちりばめられていた。
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　星空だった。




　大小様々な光の数々。数え切れないほどのそれらすべてが、はるか遠くから地球に訪れる、星の光だった。

　那な智ち村は、三十年振りに、星の光に、照らされた。

　一瞬、言葉を失ったものの、星せい馬まはマイクに向かって全力で声を張り上げた。

「想像の星空を眺める時間は終わりだ！　みんな、目を開けて空を見てくれ！」

　言われたとおりに目を開けた生徒たちが、頭上に広がる星空を目まの当あたりにする。

　那な智ち村では見ることのできなかった、奇跡の星空だ。

　生徒たちも、最初は驚きで言葉を失っていた。

　次に、大歓声がまき起こる。

「おい、星だぞ！」

「那な智ち村で、星が見えてるぞ！」

「どうなってるんだ!?　この村は星が見えない村のはずじゃ！」

「原因だって分からなかったはず」

「そんなこと、どうだっていいじゃない。こうやってちゃんと見えてるんだから」

　こういう時、若者の順応力は高い。なぜ？　どうして？　を最初こそ連呼していたものの、やがて星空を見つめるモードに突入する。

「まさか、こんなことが……ね」

　史ふみ恵えもまた、その一人だった。

　実は、彼女の両親は共に那な智ち高の卒業生。在学中の星夜祭、星空の下でカップルになったという。そんな話を幾度となく聞かされていたから、史ふみ恵えは星夜祭に憧れの気持ちを抱いていたのだ。

「本当にキレイ」
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「これが、那な智ち村の……星空なのか」

　雲一つない快晴であり、なおかつ月齢も若かったため、星を見るには抜群の空だった。

「この星空が大好きで、母ちゃんは俺に、星って漢字を入れた名前をつけてくれたのか」

　星せい馬まは自然と涙を流していた。星がぼやけてしまいもったいないからと何度も目をこすると、どうしても涙が出てきてしまう。

　隣のプレアは、当然のようにもらい泣きをしていた。

　英えい人とと千ち湯ゆ里りがステージに駆け上がってくる。

「やったな！　星せい馬ま！」

「一時はどうなることかと思ったけど、さすがは星せい馬まくんよ。言葉だけで、みんなをその気にさせてしまうなんて」

『目を閉じて、星空を想像してもらう』

　前に一度、思い付いて即座に却下した案だ。まさかそれを実行し、上う手まくいくとは思わなかった。

　誰よりも星せい馬ま自身が驚いていた。

「星せい馬ま。後はオレたちに任せとけ」

「プログラム通り、星夜祭を進めるから」

「いや、だったら俺も」

「いいから」

　千ち湯ゆ里りに強く言われる。

「星せい馬まくんは、プレアさんと星空を眺めていて」

　半ば無理やりにステージを下ろされてしまう。

　突然の星空の復活に驚いてしまい、演奏を止めてしまっていたテルミン同好会の二人も、英えい人とと千ち湯ゆ里りに促され演奏を再開した。

　どうやら星夜祭の方は、二人に任せておけばとどこおりなく進めてくれそうだ。

　何より、本物の星空があるのだから。失敗なんてしようがない。

「本当に星空、復活したんだな」

　改めて星空を見上げながら、星せい馬まが呟つぶやく。

「復活……しちゃいましたね」

　笑いながらプレアが言う。

「ありがとう。プレア。君のおかげだよ」

「お礼を言わなきゃならないのはわたしの方ですよ。怪盗ビューテイカーだったわたしが奪った景色の、最後の一つを返すことができました」

　プレアが星せい馬まを見た。

「ありがとうございます、セイマさん」

「お前たち！！！」

　明らかに激げき昂こうした声が響いた。キラリモンドだった。

「よくもこんな偽にせ物ものを摑つかませてくれましたね」

　その手には、星せい馬まが思い切り投げたスーパーボールが握られている。

　キラリモンドが首のチョーカーを外した。その身体からだが変化し、ぶよぶよとした気味の悪い宇宙人へと姿を変えた。両脇の二人は、カマキリのような昆虫型の宇宙人に。

「こうなったら仕方ありません」

　キラリモンドの手に、拳銃と注射器を合体させたような物が握られていた。

「それは？」

　プレアが緊張した声を上げる。

「『ＮなりＫきりシンドローム』のウイルスですよ。あなたには、もう一度、宇宙怪盗ビューテイカーとなっていただきます。そして、景色スフィアを生成するあの奇跡のデバイスをもう一度、創り出してもらうのです。たとえ、力ずくでもね」

　ウイルスをプレアに向かって打ち込もうとするキラリモンド、プレアをかばおうと立つ星せい馬ま。

　その時、キラリモンドの動きが停止した。配下の二人も。

　いや、三人だけではない。プレアと星せい馬ま以外の、すべての生徒、教師たちが静止している。当然、ステージで行われていたテルミンの演奏もだ。

「どうなってるんだ？」

「空間停止デバイス……そんな物を持っているのは……」

　プレアが硬い表情で呟つぶやいた直後、頭上にそれは現れた。校庭の半分を覆うかのような、巨大な宇宙船だった。

　宇宙船から一筋の光が落ち、男が姿を現した。デザインは少し違うものの、宇宙船の中でプレアが着ていたような宇宙服を着ている。フルフェイスのヘルメットのようなものをかぶっており、顔は見えない。

「元ＮなりＫきりシンドローム患者、プレア・モモベルを発見しました。また、偶然にも違法宝石バイヤー、キラリモンド・デル・ガルバリアシウムも確認。まずはそちらの収監をお願いします」

　宇宙船から光が落ち、キラリモンドと他、二名の身体からだを照らした。それはトラクタービームであり、三人は宙へと浮き、そのまま上昇を続け宇宙船へと吸い込まれた。

「プレア、この人は？」

「星間連盟警察の方です。でも、どうしてここに？」

「プレア・モモベルさん。ご両親から捜索願が出されていますよ」

「えっ、大学の活動の一環で長期の研修旅行に出るって連絡を入れておいたはずなのに」

「心配になって大学に確認を入れ、噓うそだと判明したそうです。星間連盟警察としては、ＮなりＫきりシンドロームの再発であることを恐れ、調査をし、あなたが借りた宇宙船のシグナルをようやく見つけました。そして地球へとやって来たというわけですよ」

　男が夜空を見上げる。

「どうやら、病気が再発し景色を奪いに来たわけではなさそうですね」

「そうです！　むしろその逆です！　プレアは、この村の星空を返しに来てくれたんです！」

「しかし、プレア・モモベルさん。この場所の景色スフィアを見つけたなら、星間連盟警察に提出してくれれば良かったものを。一体どうして？」

「一つは、ここの景色スフィアにバグが発生していたからです。元に戻すのに、厄介な条件をクリアする必要がありました。そしてもう一つは──」

　軽く深呼吸をしてから、プレアは言った。

「もう一つの理由は、自分の手で返したかったんです。ＮなりＫきりシンドロームのせいとはいえ、かつて怪盗ビューテイカーとして数々の景色を奪って回った、せめてもの罪滅ぼしとして」

「……なるほど、少々お待ちを」

　男がどこかと通信をする。おそらく宇宙船内部にいるであろう、男の上司に報告をしているのだろう。

　少し通信での会話を交わしてから、男はプレアに告げた。

「情状酌量の余地もあり、立ち入り禁止の辺境惑星に滞在したことに関しての罪は減刑されることになるでしょう。ただし、何もないという訳にはいきません。星間連盟法に従った罰則は受けてもらうことになります。おそらく、何らかの奉仕活動になると思われますが」

「はい、すみません。それと、寛大な処置をありがとうございます」

　プレアが頭を下げる。

「では、星間連盟警察として事後処理を始めさせていただきます。もちろん、戻した星空はそのままにしておきますが、関わった現地生物からは君の記憶をすべて消してしまわなければ」

「えっ、プレアのこと、忘れなきゃいけないんですか？」

「悪いが、そういう決まりなんだよ。地球人の少年」

　ヘルメットの男が言った。

「広範囲記憶消去デバイスが発動するまでには、まだ少し時間がある。それまで、復活した星を眺めているといい」

　男はそう言うと、立ち去っていく。

「そっか。プレアのこと、忘れるのか。俺は……」

　星せい馬まはフフンと笑った。

「まっ、失恋した相手のことは早く忘れた方がいいって言うし。これでいいのかも」

　もちろんこれは本心ではない。ほとんど強がりのようなものだ。そうでも言わなければ、悲しくて仕方がないから。

　そして、プレアを悲しませたくもなかったから。

　そんな星せい馬まに、プレアが静かに告げる。

「セイマさん。わたし、セイマさんに噓うそをついてました」

「え、噓うそ？」

「昨日の帰り道で、セイマさんがわたしのことを好きって言ってくれた時、わたし、答えましたよね。気持ちは嬉うれしいけど、そういうんじゃないって。恋人になりたいとかの、男女の好きとか違いますって。お友達としての好きだって。あれ、噓うそです」

「ちょっと待て。それじゃあ？」

「わたしは……」

　大きく深呼吸をしてから、プレアは、自分の本当の気持ちを口にした。

「セイマさんのこと……好きです……恋人になりたいの、好きなんです」

　まるで星空が背中を押してくれたかのような、プレアの告白だった。

「えっ、本当に！　本当の本当の本当に!?」

　驚いて、でもそれ以上に嬉うれしくて、強く聞き返す星せい馬ま。

「ハイ」

　プレアは、恥ずかしそうに、でも自分の気持ちに正直に、笑顔で大きく、頷うなずいた。

「プレア！」

　感極まって、星せい馬まがプレアの手を握る。

「セイマ……さん」

　満天の星の下、お互いの顔を見つめる二人。

　初めて味わう、両りよう想おもいの幸せ。

　しかしそれは長続きせず、宇宙船からの光がプレアへと注がれた。キラリモンドたちにも使われた、トラクタービームだった。

「警察の方も、デリカシーがないですよね。もう少し、ゆっくりさせてくれてもいいのに」

　プレアが泣き笑いの表情を浮かべる。いや、涙がかなり出ていたから、泣いている方の比重が大きい。

　ゆっくりとプレアの体が宙へと浮かぶ。

「セイマさん。わたし、また地球に来ます。きっと何かちゃんとした方法があるはずですから。だからその時まで、フリーでいてください。わたしのことは忘れちゃっても、宇宙に想おもい人がいるってことだけは、なんとなくでもいいので覚えていてください。わたし、必ず戻ってきますから！　絶対に！」

「プレア！　約束するから！」

　上空のプレアに向かって星せい馬まは叫んだ。

「君が戻ってくるのを、地球でずっと待ってるから！　たとえ忘れても、フリーで待ってるから！」

　プレアの姿が宇宙船に吸い込まれた直後。




　　　★




　強い光──




　　　★




　気付くと、そこは那な智ち高校の校庭だった。

「あれ？　俺は何を……」

　どうにも記憶が不明瞭でハッキリとしない。

　他の生徒たちも動き始め、何とも言えない不思議そうな顔をしている。

「俺たち、何してたんだっけ？」

「そうよ！　星空が復活したのよ！」

　星せい馬まは頭上を見上げた。満天の星。

「そうだ、星空が復活したんだ！　それで俺と英えい人とと千ち湯ゆ里りちゃんは星夜祭を復活させて……」

　星せい馬まの首に、英えい人との腕が回される。

「お疲れっ！　星せい馬ま！　打ち上げいつにしようか決めようぜ！」

「星夜祭実行委員会のね。もちろん、協力してくれた人たちにも声をかけなきゃね」

「英えい人と、千ち湯ゆ里りちゃん。星夜祭実行委員って、何人だったっけ？」

「そんなの四人だろ？」

「四人でしょ」

　即答する二人だったが、

「オレと、星せい馬まと、千ち湯ゆ里り……あれ、三人か」

「私と、星せい馬まくんと、英えい人とくん……勘違い、三人だったわ」

「三人……」

「あ、史ふみ恵え先輩も誘わなきゃ。おーい！」

「英えい人とくん、夏休みにあんなにこっぴどくフラれたばかりでよく気楽に声をかけられるわね」

「いいんだって。オレ、まだ諦めたわけじゃねーから。これからチャンスがあったらガンガンいくし」

「その打たれ強さ、尊敬するわ」

「千ち湯ゆ里りも少しは見習った方がいいぜ。一回失敗したぐらいで諦めんな。何度も行けよ」

「無理よ。だって……あれ？　そもそもとして私、どうして星せい馬まくんにフラれたのかしら？」

　わいわいと話をする二人をそのままに、星せい馬まは星空を見上げ続ける。

　自分でも分からないが、涙が出て仕方がなかった。初めて星を見た感激の涙？

　いや違う、もっとこう寂しいものだ。拭っても拭っても拭っても、涙は止まってくれない。

　夢見ていたはずの星空なのに、文句なしにキレイなのに、何かが足りないような気がしてならなかった。

　それが何なのか分からないもどかしさが、苦しくて、寂しくて、切なかった。
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　暗い国道を俺は車を走らせていた。仕事で使う道具を、隣の飯波市のホームセンターに買いに行った帰りだった。ついでに色々と用事を済ませていたら、夜の九時を回ってしまっていた。

　長野県の那な智ち村という地に俺は暮らしている。実は俺の暮らすこの那な智ち村、五年前までは星が見えなかった。原因不明の星空消失現象に陥っていたのだ。

　この現象は、三十五年前に始まり、そして五年前の秋、唐突に終了した。俺の星空デビュー（初めて本物の星空を見ること）は、実はその時だ。

　丁度、通っていた那な智ち高で星夜祭という名前の後夜祭を開いている最中だった。

　でも、今になって考えるとどうにも不思議だ。だって、その星夜祭を企画、運営したのが俺と、同じ那な智ち高に通っていた友達の英えい人とと、千ち湯ゆ里りちゃんなんだから。

　三十五年前に星空が見えなくなって、それで行われなくなっていた星夜祭を、どうして俺たちが、いや、俺が言い出しっぺで復活しようとしたのか？　今となってはよく思い出せない。誰かに何かを言われたような気もするが、その記憶も曖昧だ。

　とにかく俺は……いや、俺たちは、星が見えない村で無謀にも、星空ありきのイベントを企画し、本番になって星空が復活したということなのだ。

　こんな偶然、奇跡ってあるのだろうか？　と思い出す度に考えてしまう。

　英えい人とは東京で大学生活を送っている。一浪したから今が、大学四年生だ。

　千ち湯ゆ里りちゃんは、名古屋のお嬢様大学を卒業後、実家とは違う別の旅館で修業を積んでいる。数年、家ではない宿屋で修業を積むのは、彼女の家、老舗旅館、『清せい流りゆう苑えん』の伝統らしい。

　二人とは長い休みぐらいにしか会えないけど、会った時には必ずあの星夜祭のことが話題になる。この謎について議論することもあったけど、結局は奇跡ってことで終わる。逆に言えば、そうとしか言いようがないのだ。

　ちなみに、星夜祭は俺たちが復活させた以降は定例の行事となっている。出し物も増えて盛りだくさんなイベントで、那な智ち高生を楽しませているらしい。

　そんな感じに、突然復活した星空だけど、想像していたよりもずっとキレイで。その美しい星空に商業的価値を見み出いだしたのが、那な智ち村観光局だった。

　この星空を観光の目玉にしようと、様々なイベントを企画した。それは成功をおさめ、『スタービレッジ・那な智ち』の名前で全国的にも有名になっている。

　かくいう俺も、その星空をアピールするために設立された村のベンチャー企業で働いている毎日だ。星をモチーフとしたお土産も開発、今や那な智ち村の星は、一大観光資源となっていた。

　不思議なことと言えばもう一つあった。

　星空が復活した五年前、その年の夏休みに俺は千ち湯ゆ里りちゃんの家である清せい流りゆう苑えんでずっとバイトをしていた。その時に、村内情報誌の取材があり、メンバーで写真を撮ったのだ。

　作さ務む衣えのような作業着姿で笑う俺。

　でもって、しゃがむ千ち湯ゆ里りちゃんの隣には、仲居の恰かつ好こうをした銀色の髪の毛の女の子がいた。

　……この女の子が誰なのかが、さっぱり分からないんだ。

　容姿からして日本人ではないし、こんなかわいらしい同僚がいたら忘れるはずがない。

　英えい人とや千ち湯ゆ里りちゃんに聞いても、記憶にないとのことだった。

　心霊写真？　とも一瞬思ったけど、くっきりと写っているし、そんなものじゃないような気がした。結局、お客さんの一人が、面白がって仲居さんの恰かつ好こうをしたのだろうという結論に他のみんなは落ち着いたけど、俺にはどうもそうは思えなかった。

　その写真は雑誌から切り抜き、部屋の写真立てに入れてある。

　彼女のことは分からないままだったけど、何な故ぜか見ていると、不思議な気持ちになる。

　ドキドキして、フワフワして。

　もどかしくて、でも幸せな、不思議な気持ちになるんだ。




　信号が赤になり、俺はブレーキを踏んだ。

　何となくハンドルを指先で叩たたきリズムを取りながら青になるのを待っている。

　輝く星々が見える。でも、俺には何な故ぜか、物足りなく感じてしまう。

　一番大切な星が見当たらない。漠然とだけどそんな気持ちがしてならないんだ。

　青になり、俺はブレーキから足を離しアクセルを軽く踏む。

　と、空に光が走るのを、車のフロントガラス越しに見た。

「あっ、流れ星」

　別に珍しいことじゃない。那な智ち村は日本一星空のキレイな村だ。流れ星ぐらい見えて当然だ。

　だけど、何な故ぜか俺の胸は高鳴った。

　俺は、流れ星が落ちた方向へとハンドルを切った。暗くて細い山道を上っていく。すぐに道路が終わってしまう。かろうじてＵターンができるぐらいの広さしかない突き当り。

　だけど俺はそうしなかった。エンジンを切り、車を降りると、流れ星が落ちた方向に向かって山を上り始めた。

　どうしてそんなことをしているのか？

　自分でも分からない。それでも、何かがあるような気がしてならなかった。

　そして、何だか前にもここを上ったような、既視感を覚えてもいた。

　そして俺は、流れ星の正体と対面した。

　それは、山の中の少し開けた場所に着陸した流線形の物体。何な故ぜか直感的に、俺はこれが宇宙船だと判断した。そして、中には宇宙人が乗っていることも。

　宇宙船の側面に光が走り、そこが扉となった。そこから姿を現したのは、俺と同じ、二十代前半といった感じの女性だった。

　見るからに宇宙から来ましたって感じの服装に、銀色をしたふわふわの髪の毛。

「俺、未知との遭遇、しちゃったのかも」

　ついそう呟つぶやいてしまった俺は、慌てて口を閉じるも遅かった。女性がこちらに顔を向ける。

「あっ！」

　俺は気付いた。

　その女性は、あの情報誌の写真の少女だった。正確に言えば、あの写真の少女が成長した姿だった。

　同時に、俺の頭が一つの名前をはじき出す。

　無意識のうちに、俺は叫んでいた。

「プレア！」

　誰？　って自分に突っ込みを入れるけど、でも目の前の女性はプレアに間違いがなかった。自分でも分からないがそう確信していた。

　女性が歓喜の声を上げた。笑顔で俺に向かって駆けてくる。

　俺は逃げることなく彼女を……謎のプレアを受け入れた。

　謎のプレアは、笑顔で泣きじゃくりながら、

「セイマさん！　セイマさん！　セイマさんセイマさんセイマさん！」

　プレアは興奮した口調で続けた。

「わたし、やりました！　試験に合格して、惑星観察官になりました！　正式に、地球に派遣されてきたんですよ！　駐在観察官です！　地球にずっといられるんです！」

　涙と嬉うれしさで顔をくしゃくしゃにして報告するプレア。

「ちょ、ちょっと待って。ごめん、俺ついていけなくて。君がプレアだってことは分かってるし、宇宙人だってことも分かってるんだけど、でも……一体何がどうなってるのか？」

　それ以上が、どうしても思い出せない。

「仕方ありません。記憶消去をされているんですから。でも、嬉うれしいです。名前だけでも思い出してくれたんですね！」

　もっと他のことも思い出したかった。それができないのがもどかしくて仕方なかった。

　でも、詳しいことは何も思い出せない俺でも、はっきりと感じていることはあった。




　五年前、俺はきっと、彼女のことが好きだった。




　そして、間違いなく今も同じ気持ちだって。

「セイマさん。大切なことなので正直に答えてください。今、フリーですか？」

「はい？」

「今、フリーかって聞いてるんです。チユリさんと交際しているとか？」

　千ち湯ゆ里りちゃんのことまで知っていることに驚きつつも、俺は苦笑しながら答えた。

「いや。これでもかってぐらいにフリーだけど」

「ありがとうございます！　セイマさんは約束を守ってくれたんですね！」

　女性が泣き笑いの表情を浮かべる。涙はほんの少しで、笑いの方の比重が大きい。本当に嬉うれしそうだった。

「忘れちゃっていても大丈夫です。わたしが全部話しますから。五年前の、最高に熱くって、最高に楽しくって、最高に青春しちゃっていた、あの数ヶ月の出来事を！　ひとりだけ現地に協力者を持つことができるんです。その協力者には、すべてを説明してもいいことになっています。もちろん、わたしの協力者はセイマさんで決まりです♪」

　その笑顔は、夜空に輝くどの星よりもキレイで、そして輝いているように、俺には思えた。




　俺が、求めていた、一番大切な星、それが彼女だったんだって、俺はやっと分かった。





ＦＩＮ













あとがき






　この物語の舞台、那な智ち村というのは、長野県下しも伊い那な郡ぐん阿あ智ち村むらをモデルとしています。僕の故ふる郷さとです。（まあ、だからＰＮが阿あ智ち太郎なんですけど）

　阿あ智ち村むらは、日本一星空がキレイな村と環境省に認定されたそうです。長野県特有の、山が複雑に入り組む地形のおかげで、街の灯あかりなどが遮られてことさら美しく星が輝くそうです。

　これまでほとんど意識したことはありませんでしたが、里帰りをした時にどんなものかと実家の庭から夜空を見上げてみました。

　満天の星に……ちょっと感動してしまいました。

　当たり前に存在して、何気なく目にしていたはずなのに、その価値に気付いてなかったってものは、人生においてたくさんあるのかもしれませんね。

　星を見るツアーなんかもやっているらしいですし、もし興味がある方は是非どうぞ。

　夕神温泉はありませんが、昼神温泉ならあります。い～温泉ですよ。

　それでは、また。
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